
Ｃ Ｍ Ｙ Ｋ

明日をひらく地域活性化のための情報誌

本誌は、 の社会貢献広報事業として助成を受け作成されたものです

3
2014

ISSN  1340-8917

地
域
づ
く
り

地
域
づ
く
り
33
月
号
（
通
巻
２

月
号
（
通
巻
２
９
７
９
７
号
）
号
）　

特
集　

平
成

　

特
集　

平
成
2525
年
度
地
域
づ
く
り
総
務
大
臣
表
彰

年
度
地
域
づ
く
り
総
務
大
臣
表
彰　

平
成

　

平
成
2266
年年
33
月月
１１
日日　

一
般
財
団
法
人　

　

一
般
財
団
法
人　

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
発
行

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
発
行

表4表1

特集 平成25年度地域づくり総務大臣表彰



C O N T E N T S

リーダー塾修了者エッセー
全国地域リーダー養成塾 貴重な体験から 神園勝喜
地域トピックス　岡山県
「晴れの国おかやま」前面にイメージアップ 有田　裕
「地域おこし協力隊」の活動事例（12）　山形県遊佐町
情報発信やネットワークづくり 岡部裕三

「地域おこし協力隊」の活動事例（13）　長野県売木村
「走ること」で売木村をPR 重見高好

移住・交流推進支援事業　新潟県南魚沼市
首都圏の住民招き、コシヒカリの栽培体験 井口　優
地域づくり団体探訪　高知県奈半利町
なはり浦の会
歴史的な建物を活かしたまちづくり

レギュラーリポート

2014 -3

トピックス
「地域に飛び出す公務員」４人を表彰 岩永幸三
首長の思い
「未来への架け橋」となるまちづくり 小村和年（呉市長）

センター通信

特　集

 1 巻頭エッセー／健康で長生きできる大阪の実現 松井一郎（大阪府知事）　　

　 　  平成 25 年度 地域づくり総務大臣表彰

45

48

地域づくり３月号
2014年３月１日発行　編集・発行＝一般財団法人地域活性化センター

東京都中央区日本橋2-3-4　日本橋プラザビル13階　電話03-5202-6131（代）　http://www.chiiki-dukuri-hyakka.or.jp/　 印刷・製本／株式会社丸井工文社
法律で許可された場合以外に、本誌からの無断転載を禁止します

落丁・乱丁はお取り替えします。地域づくり情報課（03-5202-6138）まで、ご連絡下さい。

 

（
三
重
県
津
市
）

　

結
城
宗
広
を
祀
る
結
城
神
社
は
、
梅
の
名
所
と
し
て

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

結
城
宗
広
は
後
醍
醐
天
皇
を
奉
じ
て「
建
武
の
新
政
」

（
１
３
３
３
年
）
の
樹
立
に
貢
献
し
、
そ
の
後
の
南
北

朝
時
代
に
も
南
朝
方
と
し
て
戦
い
、
北
畠
顕
家
ら
と
と

も
に
陸
奥
か
ら
２
度
に
わ
た
り
京
に
向
け
て
攻
め
上
が

り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
帰
国
の
途
中
で
船
が
難
破
し
、
こ
の

地
で
没
し
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
墓
と
伝
え
ら
れ

る
場
所
に
は
、
塚
の
上
に
六
体
地
蔵
が
置
か
れ
、
結
城

塚
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
１
８
２
４
年
に
津
藩
の
第
10
代
藩
主
藤と

う

堂ど
う

高た
か

兌さ
わ
に
よ
り
社
殿
が
造
営
さ
れ
ま
し
た
。

　

結
城
神
社
の
境
内
に
は
、
約
３
０
０
本
の
し
だ
れ
梅

の
庭
園
が
あ
り
、
ピ
ン
ク
や
白
の
花
々
が
香
り
高
く
華

麗
に
咲
き
誇
る
光
景
は
多
く
の
来
場
者
の
目
を
楽
し
ま

せ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
２
月
〜
３
月
頃
に
は
、
し
だ
れ
梅
の
開
花
時
期

に
合
わ
せ
、「
し
だ
れ
梅
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
全

国
か
ら
の
多
く
の
観
光
客
で
賑
わ
い
ま
す
。

場
所
：
三
重
県
津
市
藤
方
２
３
４
１

問
い
合
わ
せ
：（
社
）
津
市
観
光
協
会

　
　
　
　
　
　

０
５
９-

２
４
６-

９
０
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０
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都道府県漫遊　　　　【石川県】46

手前みそですが…　　【宮崎県えびの市】47
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４　 平成25年度　地域づくり総務大臣表彰
　大賞は藤井絢子氏（「菜の花プロジェクトネットワーク」代表）―24団体と４個人の功績たたえる―

 大賞〈１名〉
 ●藤井　絢子【滋賀県守山市】6

 団体表彰〈17団体〉
  ●白神マタギ舎【青森県西目屋村】8　●Misawaアートプロジェクト実行委員会【青森県三沢市】9　●特定非営利活動法人

　体験村・たのはたネットワーク【岩手県田野畑村】10　●あじ朗志組【宮城県石巻市】11　●特定非営利活動法人　まち
づくりＮＰＯ新町なみえ【福島県二本松市】12　●筑見区自治会【茨城県阿見町】13　●東京都公衆浴場業生活衛生同業組
合江戸川支部【東京都江戸川区】14　●特定非営利活動団体　全日本製造業コマ大戦協会【神奈川県横浜市】15　●公益財
団法人 雪だるま財団【新潟県上越市】16　●特定非営利活動法人　多摩源流こすげ【山梨県小菅村】17　●特定非営利活動
法人　信越トレイルクラブ【長野県飯山市】18　●特定非営利活動法人　神岡・町づくりネットワーク【岐阜県飛騨市】19
　●特定非営利活動法人　いんしゅう鹿野まちづくり協議会【鳥取県鳥取市】20　●坂本グリーンツーリズム運営委員会【徳
島県勝浦町】21　●企画・ど久礼もん企業組合【高知県中土佐町】22　●特定非営利活動法人　循環生活研究所【福岡県福
岡市】23　●つきしろ自治会【沖縄県南城市】24

 地方自治体表彰〈４団体〉
 ●北海道池田町【北海道】25　●富山県南砺市【富山県】26　●長野県北相木村【長野県】27　●京都府亀岡市【京都府】28

 個人表彰〈３名〉
 ●大野　達弘【福島県二本松市】29　●桐谷　エリザベス【東京都台東区】30　●古川　康造【香川県高松市】31

 試験研究機関表彰〈３団体〉
  ●山形県農業総合研究センター水田農業試験場【山形県】32　●新潟県醸造試験場【新潟県】33　●香川県農業試験場【香

川県】34
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  【
編
集
後
記
】

▼
今
月
号
の
特
集
は
恒
例
の
「
地
域
づ
く
り
総
務
大
臣

表
彰
」
で
す
。
今
年
度
は
24
団
体
と
個
人
４
人
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。
長
年
の
地
域
づ
く
り
や
街
づ
く
り
の
活

動
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
、
皆
様
の
ご
努
力
に
は

深
く
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
特
集
用
に

原
稿
を
ご
執
筆
い
た
だ
い
た
方
々
に
も
こ
の
場
を
借
り

て
改
め
て
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▼
さ
て
、
私
が
当
誌
の
編
集
を
担
当
し
て
総
務
大
臣
表

彰
の
記
事
を
拝
見
す
る
の
は
昨
年
に
続
き
２
回
目
に
な

り
ま
す
が
、
紹
介
さ
れ
て
い
る
活
動
実
績
か
ら
は
地
域

の
活
性
化
に
懸
け
る
関
係
者
の
熱
意
が
ひ
し
ひ
し
と
伝

わ
っ
て
き
ま
す
し
、
ま
ち
づ
く
り
団
体
な
ど
に
は
参
考

に
な
る
も
の
ば
か
り
で
す
。
少
子
高
齢
化
や
停
滞
す
る

経
済
な
ど
地
域
を
取
り
巻
く
状
況
は
相
変
わ
ら
ず
厳
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
そ

う
で
し
ょ
う
が
、
悪
条
件
を
克
服
で
き
る
か
ど
う
か
は

や
は
り
す
べ
て
「
人
」
に
か
か
っ
て
い
る
と
改
め
て
強

く
感
じ
た
次
第
で
す
。

▼
今
年
も
春
の
異
動
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
前

ペ
ー
ジ
に
は
各
地
の
自
治
体
か
ら
当
セ
ン
タ
ー
に
出
向

し
、
今
年
度
で
任
期
を
終
え
る
「
地
域
づ
く
り
」
誌
の

編
集
委
員
の
ご
挨
拶
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
４
月
か
ら
は
新
し
い
編
集
委
員
が
「
団
体
探
訪
」

の
取
材
な
ど
で
各
地
に
伺
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 

（
堀
）

【
4
月
号
予
告
】

特
集
＝ 

経
済
循
環
に
よ
る
地
域
の
元
気
創
造 

（仮）

　EVENT CORNER

予定
イベント

3月

★日本橋プラザビルイベントスペース

３月の開催予定はありません。

（写真）
1  １月16日（木）～17
日（金）菊川市観光
協会（静岡県）

2  １月21日（火）西さ
がみ観光協議会（神
奈川県）

3  １月27日（月）～28
日（火）いちき串木
野市（鹿児島県）

4  １月29日（水）～30
日（木）西尾市観光
協会（愛知県）

観光客でにぎわう結城神社

表２表３
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2014・3月号1

健康で長生きできる大阪の実現

大阪府知事 ● 松井一郎

　
「
健
康
で
長
生
き
し
た
い
」。
こ
れ
は
、
み
な
さ
ん
に
共
通
す
る

願
い
だ
と
思
う
。
し
か
し
、
現
実
に
は
、
平
均
寿
命
と
健
康
寿
命

の
差
は
約
10
年
に
も
及
ん
で
い
る
。
大
阪
府
で
は
男
性
９
・６
年
、

女
性
13
・
４
年
。
全
国
で
も
低
い
健
康
寿
命
等
を
見
て
も
、
府
民

の
健
康
状
態
は
自
慢
で
き
る
状
況
に
な
い
。
私
自
身
の
将
来
に

と
っ
て
も
悩
ま
し
い
問
題
だ
が
、
自
治
体
と
し
て
考
え
る
と
、
医

療
・
介
護
等
の
ニ
ー
ズ
の
拡
大
、
そ
れ
に
伴
う
財
政
負
担
の
増
大

な
ど
、多
く
の
課
題
に
直
面
す
る
。「
健
康
寿
命
の
延
伸
」
と
「
増

嵩
す
る
コ
ス
ト
の
抑
制
」。
こ
れ
を
両
立
さ
せ
る
た
め
に
は
、
ど

う
し
た
ら
良
い
か
。
こ
の
答
え
を
見
つ
け
る
た
め
、
大
阪
府
・
大

阪
市
で
は
、「
大
阪
府
市
医
療
戦
略
会
議
」
を
共
同
で
設
置
し
、

議
論
い
た
だ
い
た
。

　

大
阪
の
医
療
資
源
は
比
較
的
充
実
し
、
学
術
研
究
機
関
、
医
療

関
連
産
業
も
集
積
し
て
い
る
。
健
康
づ
く
り
へ
の
関
心
の
高
ま
り

や
、
医
療
・
介
護
等
の
ニ
ー
ズ
の
拡
大
は
、
成
長
産
業
の
創
出
・

振
興
に
つ
な
が
る
絶
好
の
機
会
と
と
ら
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
ま

た
、
い
ち
早
く
高
齢
化
し
て
い
る
大
阪
に
は
、
日
本
の
ヘ
ル
ス
ケ

ア
・
シ
ス
テ
ム
の
変
革
に
挑
戦
す
る
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
も
あ
る
。

こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
、
府
民
の
健
康
寿
命
の
延
伸
・
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
向
上

と
課
題
解
決
型
の
裾
野
の
広
い
生
活
総
合
産
業
の
育
成
を
め
ざ
し

た
７
つ
の
具
体
的
戦
略
を
柱
と
す
る
提
言
が
ま
と
め
ら
れ
た
。
提

言
の
実
現
、
中
で
も
次
の
取
り
組
み
に
早
急
に
挑
戦
す
る
。

　

一
つ
は
、「
レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
」
や
「
ヘ
ル
ス
ケ
ア
関
連
の
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
の
活
用
」。
保
険
者
や
自
治
体
が
レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
を

比
較
・
分
析
し
、
保
健
指
導
の
充
実
や
後
発
医
薬
品
の
使
用
促
進

な
ど
に
こ
れ
ま
で
以
上
に
活
用
す
る
。
さ
ら
に
、
経
済
や
疫
学
の

専
門
家
等
の
力
を
借
り
、
医
師
会
等
関
係
者
の
理
解
と
協
力
を
得

な
が
ら
病
気
の
重
症
化
予
防
や
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
の
提
示
に
よ
り
診

療
の
プ
ロ
セ
ス
の
改
善
な
ど
に
向
け
た
問
題
提
起
を
行
う
。ま
た
、

北
欧
一
国
に
も
相
当
す
る
人
口
規
模
で
蓄
積
さ
れ
る
医
療
デ
ー
タ

は
貴
重
な
資
源
。
こ
れ
を
共
有
し
、
学
術
研
究
・
開
発
な
ど
へ
の

二
次
・
三
次
利
用
を
可
能
と
す
る
仕
組
み
作
り
に
向
け
、
研
究
協

議
を
進
め
る
。

　

も
う
一
つ
は
、「
ス
マ
ー
ト
エ
イ
ジ
ン
グ
・
シ
テ
ィ
」。「
ヘ
ル

ス
ケ
ア
」
や
「
エ
イ
ジ
ン
グ
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
超
高
齢
社
会

に
対
応
し
た
課
題
解
決
と
地
域
の
活
性
化
を
両
立
で
き
る
「
新
し

い
ま
ち
づ
く
り
」。
年
を
重
ね
て
も
安
心
し
て
快
適
に
住
み
続
け

ら
れ
る
ま
ち
、
新
た
な
住
民
を
呼
び
込
む
ま
ち
、
様
々
な
世
代
が

循
環
し
な
が
ら
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
を
大
阪
で
モ
デ
ル
的
に
展

開
し
て
い
く
。
医
療
、
福
祉
に
と
ど
ま
ら
ず
、
移
動
・
交
通
手
段

な
ど
も
含
め
た
都
市
・
住
宅
政
策
に
も
新
た
な
視
点
が
必
要
で
あ

る
。
公
民
の
ス
ト
ッ
ク
を
有
効
に
活
用
し
な
が
ら
、
市
町
村
と
共

に
取
り
組
み
た
い
。
企
業
・
研
究
機
関
・
医
療
介
護
現
場
等
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
の
機
会
や
新
し
い
ア
イ
デ
ア
、
製
品
、
サ
ー
ビ
ス
を

実
証
的
に
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
で
き
る
仕
組
み
な
ど
も
提
供
し
、
民

間
の
事
業
者
が
リ
ス
ク
も
と
り
な
が
ら
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
を
創
出
す
る
、
そ
の
舞
台
と
し
て
い
き
た
い
。

　

最
終
目
標
は
、「
健
康
で
長
生
き
で
き
る
大
阪
」
に
す
る
こ
と
。

医
療
や
公
的
サ
ー
ビ
ス
に
頼
る
の
で
は
な
く
、
健
康
維
持
・
予
防

に
シ
フ
ト
す
る
。
行
動
を
変
え
て
い
く
。
民
間
の
製
品
や
サ
ー
ビ

ス
を
う
ま
く
活
用
す
る
。
主
役
は
、
府
民
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
企

業
や
大
学
・
研
究
機
関
、
医
療
機
関
、
介
護
施
設
な
ど
、
製
品
や

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
皆
さ
ん
。
さ
ら
に
は
住
民
に
身
近
な
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
市
町
村
。
大
阪
府
は
、
実
現
に
向
け
て
仕
掛
け

や
ス
テ
ー
ジ
を
作
っ
て
い
く
。
住
民
が
健
康
に
な
る
。
産
業
が
活

性
化
し
企
業
が
成
長
発
展
す
る
。
自
治
体
に
と
っ
て
は
財
政
支
出

の
抑
制
と
税
収
の
増
加
に
も
つ
な
が
る
。
新
た
な
ヘ
ル
ス
ケ
ア
・

シ
ス
テ
ム
と
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
よ
る
「W

in-W
in-W

in

の
大

阪
モ
デ
ル
」で
、超
高
齢
社
会
に
お
け
る
成
長
と
安
全
安
心
を
し
っ

か
り
作
り
あ
げ
て
い
き
た
い
。
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平成25年度 平成25年度 地域づくり総務大臣表彰地域づくり総務大臣表彰

バイオ燃料で発電した電気によるイルミネーション

大賞　藤井絢子氏（滋賀県守山市・NPO法人「菜の花プロジェクトネットワーク」代表）

廃食用油を原料とするリサイクルせっけん。琵琶湖の富栄養化
防止運動の中で誕生した

農とエネルギーの地域自立に取り組む「菜の花プロジェクト」について話し合う「全国菜の花サミット」は2001年から毎年開か
れている。写真は福島県須賀川市でのサミット（2012年）で歓迎のコーラスを披露する子供たち
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地域づくり総務大臣表彰式での全員の記念写真と表彰式の模様

表彰式での全員の記念写真。前列中央に大賞の藤井絢子氏（右から５人目）、伊藤忠彦総務大臣政務官（同６人目）、月尾嘉男地
域づくり懇談会座長（同７人目）、阿部守一長野県知事（同８人目）

パネルディスカッションの模様

あいさつする伊藤総務大臣政務官
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地
域
の
個
性
豊
か
な
発
想
を
活
か
し
、
魅
力
あ
ふ
れ

る
地
域
づ
く
り
に
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
地
域
づ
く
り

団
体
、
民
間
企
業
、
地
方
自
治
体
、
個
人
お
よ
び
試
験

研
究
機
関
を
表
彰
す
る
平
成
25
年
度
地
域
づ
く
り
総
務

大
臣
表
彰
が
２
月
１
日
、
長
野
県
長
野
市
の
ホ
テ
ル
メ

ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
長
野
で
行
わ
れ
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
伊
藤
忠
彦
総
務
大
臣
政
務
官
が
受
賞

各
団
体
・
個
人
の
地
域
づ
く
り
活
動
の
業
績
や
情
熱
を

た
た
え
、
地
域
人
材
の
育
成
へ
の
期
待
や
、
さ
ら
な
る

地
域
活
性
化
へ
の
寄
与
を
願
う
式
辞
を
述
べ
た
後
、
24

団
体
と
４
名
の
個
人
に
表
彰
状
を
授
与
し
た
。

　

表
彰
式
に
引
き
続
き
、「
地
域
の
元
気
創
造
」
を
テ
ー

マ
に
、
総
務
大
臣
表
彰
の
選
定
に
当
た
っ
た
「
地
域
づ

く
り
懇
談
会
」
の
飯
盛
義
徳
委
員
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
、
同
懇
談
会
委
員
の
萩
原
な
つ
子
氏
と
受
賞
者
代

表
４
名
を
加
え
た
５
名
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
な
り
、
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

　

こ
の
中
で
、
大
賞
を
受
賞
し
た
藤
井
絢
子
氏
は
休
耕

田
を
利
用
し
た
菜
の
花
の
栽
培
、
廃
食
用
油
の
回
収
・

再
利
用
等
を
組
み
合
わ
せ
、
地
域
分
散
・
地
域
自
立
で

資
源
循
環
型
社
会
形
成
を
推
進
す
る
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
団
体
表
彰
を
受
賞
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
信
越
ト
レ
イ

ル
ク
ラ
ブ
の
小
山
邦
武
代
表
理
事
は
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル

（
長
距
離
自
然
道
）
の
整
備
に
よ
る
自
然
の
保
全
と
持

続
的
利
用
を
図
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
同
じ
く
団
体

表
彰
を
受
賞
し
た
企
画
・
ど
久
礼
も
ん
企
業
組
合
の
川

島
昭
代
司
代
表
理
事
は
漁
師
町
の
食
文
化
に
根
差
し
た

商
品
の
開
発
や
販
売
等
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
個
人

表
彰
を
受
賞
し
た
古
川
康
造
氏
は
高
松
丸
亀
町
商
店
街

に
お
け
る
民
間
主
導
で
の
中
心
市
街
地
再
開
発
事
業
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
語
っ
た
。

　

こ
の
表
彰
は
「
地
域
を
良
く
し
よ
う
と
す
る
」
団
体

ま
た
は
個
人
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
審
査
基
準
は
、
①

他
の
模
範
と
な
る
先
進
的
な
取
り
組
み
、
ユ
ニ
ー
ク
さ

や
創
意
工
夫
あ
る
取
り
組
み
、
地
域
独
自
の
歴
史
的
・

地
理
的
・
社
会
的
特
性
を
活
か
し
た
取
り
組
み
な
ど
の

先
進
性
・
独
自
性
②
活
動
の
継
続
性
や
効
果
・
実
績
の

定
着
性
③
規
模
の
拡
大
や
内
容
の
多
様
化
、
他
地
域
へ

の
波
及
な
ど
発
展
性
④
自
主
的
・
主
体
的
な
取
り
組
み

⑤
住
民
と
行
政
の
協
働
性
、
住
民
や
国
、
県
と
の
連
携

性
⑥
住
民
の
満
足
度
、
地
域
経
済
の
活
性
化
、
雇
用
の

創
出
、
新
た
な
地
域
文
化
の
創
造
、
地
域
の
知
名
度
や

イ
メ
ー
ジ
向
上
な
ど
の
効
果
⑦
各
表
彰
の
種
類
に
関
し

て
の
優
れ
た
功
績
が
あ
る
な
ど
で
あ
る
。

 

大
賞

　

全
推
薦
事
例
の
内
か
ら
特
に
優
れ
て
い
る
も
の
に
対

し
て
授
与
さ
れ
る
。
今
回
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
菜
の
花
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
の
藤
井
絢
子
氏
（
滋
賀

平
成
25
年
度 

地
域
づ
く
り
総
務
大
臣
表
彰

大
賞
は
藤
井
絢
子
氏（「
菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」代
表
）

―

24
団
体
と
４
個
人
の
功
績
た
た
え
る―

伊藤総務大臣政務官（左）から大賞を授与される藤井絢子氏
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2014・3月号5

県
守
山
市
）
が
受
賞
し
た
。

 

団
体
表
彰

　

地
方
を
よ
り
良
く
し
よ
う
と
尽
力
し
た
団
体
を
表
彰

す
る
。「
地
域
を
良
く
す
る
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
経

済
の
活
性
化
や
伝
統
文
化
の
維
持
、国
際
交
流
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
づ
く
り
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
予
め
細
か
く
要
件
を
指
定
す
る
こ
と
を
避
け
、

現
場
の
実
情
を
踏
ま
え
た
判
断
を
尊
重
し
、
全
国
17
団

体
を
選
出
し
た
。

 

地
方
自
治
体
表
彰

　

地
方
独
自
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
自
ら
考
え
、
前
向
き

に
取
り
組
む
地
方
自
治
体
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
国
内

初
の
自
治
体
ワ
イ
ン
醸
造
を
手
が
け
、
全
国
の
一
村
一

品
運
動
の
先
駆
け
と
も
な
っ
た
北
海
道
池
田
町
な
ど
４

団
体
が
受
賞
し
た
。

 

個
人
表
彰

　

個
性
豊
か
で
活
力
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
、

自
ら
率
先
し
、
地
域
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
る
個
人
を

選
出
す
る
も
の
で
、
風
評
に
負
け
ず
、
有
機
農
業
を
核

と
し
た
地
域
再
生
に
取
り
組
む
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ゆ
う
き

の
里
東
和
ふ
る
さ
と
づ
く
り
協
議
会
理
事
長
の
大
野
達

弘
氏
（
福
島
県
二
本
松
市
）
ら
３
名
が
受
賞
し
た
。

 

試
験
研
究
機
関
表
彰

　

試
験
研
究
を
通
じ
、
専
門
的
見
地
か
ら
持
続
可
能
な

地
域
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
る
試
験
研
究
機
関
を
表
彰

す
る
も
の
で
、
庄
内
地
方
を
日
本
有
数
の
ブ
ラ
ン
ド
米

産
地
と
す
る
こ
と
に
貢
献
す
る
な
ど
、
山
形
県
産
米
の

品
種
改
良
に
取
り
組
む
山
形
県
農
業
総
合
研
究
セ
ン

タ
ー
水
田
農
業
試
験
場
（
山
形
県
）
な
ど
３
団
体
が
受

賞
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
表
彰
を
通
し
て
、
地
域
づ
く
り
へ
の
情
熱

や
想
い
を
高
め
、
豊
か
で
活
力
あ
る
地
域
社
会
の
構
築

が
図
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

平成25年度 ● 地域づくり　総務大臣表彰

受賞団体・受賞者一覧
大賞〈１名〉

藤
ふじ

井
い

　絢
あや

子
こ

 【滋賀県守山市】

団体表彰〈17団体〉
白
しら

神
かみ

マタギ舎
しゃ

 【青森県西
にし

目
め

屋
や

村
むら

】
Misawaアートプロジェクト実行委員会 【青森県三沢市】
特定非営利活動法人　体験村・たのはたネットワーク
 【岩手県田野畑村】
あじ朗

ろう

志
し

組
ぐみ

 【宮城県石巻市】
特定非営利活動法人　まちづくりＮＰＯ新町なみえ
 【福島県二本松市】
筑
つく

見
み

区
く

自治会 【茨城県阿
あ

見
み

町
まち

】
東京都公衆浴場業生活衛生同業組合江戸川支部 【東京都江戸川区】
特定非営利活動団体　全日本製造業コマ大戦協会 【神奈川県横浜市】
公益財団法人 雪だるま財団 【新潟県上越市】
特定非営利活動法人　多

た

摩
ま

源
げんりゅう

流こすげ 【山梨県小菅村】
特定非営利活動法人　信越トレイルクラブ 【長野県飯山市】
特定非営利活動法人　神

かみ

岡
おか

・町づくりネットワーク 【岐阜県飛騨市】
特定非営利活動法人　いんしゅう鹿

しか

野
の

まちづくり協議会
 【鳥取県鳥取市】
坂本グリーンツーリズム運営委員会 【徳島県勝浦町】
企画・ど久

く

礼
れ

もん企業組合 【高知県中土佐町】
特定非営利活動法人　循環生活研究所 【福岡県福岡市】
つきしろ自治会 【沖縄県南

なん

城
じょう

市
し

】

地方自治体表彰〈４団体〉
北海道池田町 【北海道】
富山県南

なん

砺
と

市
し

 【富山県】
長野県北

きた

相
あい

木
き

村
むら

 【長野県】
京都府亀岡市 【京都府】

個人表彰〈３名〉
大
おお

野
の

　達
たつ

弘
ひろ

 【福島県二本松市】
桐
きり

谷
たに

　エリザベス 【東京都台東区】
古
ふる

川
かわ

　康
こう

造
ぞう

 【香川県高松市】

試験研究機関表彰〈３団体〉
山形県農業総合研究センター水田農業試験場 【山形県】
新潟県醸造試験場 【新潟県】
香川県農業試験場 【香川県】
 合計　24団体、４名

敬称略
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琵
琶
湖
は
４
０
０
万
年
の
生
命
を
は
ぐ

く
む
古
代
湖
で
す
。
近
畿
１
４
５
０
万
人

の
命
の
源
、〝
水
〞
を
た
た
え
る
場
所
で

あ
り
、
森
林
か
ら
里
地
・
里
山
、
そ
し
て

田
畑
、湖
の
流
域
に
は
多
様
な
自
然
環
境
・

伝
統
文
化
・
暮
ら
し
、
食
文
化
等
尽
き
ぬ

シ
ー
ズ
（
種
）
が
あ
り
ま
す
。
四
季
折
々

の
景
色
は
い
ず
れ
も
美
し
く
、
大
い
に
楽

し
く
、
そ
し
て
ほ
っ
と
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
湖
国
の
民
は
琵
琶
湖
を
マ

ザ
ー
レ
イ
ク
（
母
な
る
湖
）
と
呼
ん
で
い

ま
す
。

琵
琶
湖
の
富
栄
養
化
防
止
で

「
せ
っ
け
ん
運
動
」

　

１
９
６
０
年
代
末
、
学
生
時
代
に
出

会
っ
た
石
牟
礼
道
子
著
「
苦
海
浄
土
」
以

来
、〝
水
俣
〞
は
、
そ
の
後
の
私
の
生
き

か
た
の
原
点
と
な
り
ま
す
。
水
俣
と
そ
こ

に
暮
ら
す
人
々
と
共
に
生
き
た
尊
敬
す
る

故
・
原
田
正
純
医
師
は
「
水
俣
病
は
社
会

を
う
つ
す
鏡
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
琵
琶
湖
は
日
本
の
経
済
発
展
の

中
で
様
々
な
負
荷
を
受
け
て
い
き
ま
す
。

１
９
７
７
年
、
地
域
に
住
む
私
た
ち
に
、

琵
琶
湖
は
〝
赤
潮
〞
と
い
う
カ
タ
チ
で
病

ん
で
い
る
こ
と
を
つ
き
つ
け
ま
す
。産
業
、

農
業
、
生
活
等
様
々
な
場
か
ら
流
さ
れ
る

チ
ッ
ソ
・
リ
ン
に
よ
り
富
栄
養
化
が
進
ん

で
い
た
の
で
す
。

　

当
時
は
リ
ン
の
含
ま
れ
た
合
成
洗
剤
を

多
く
の
家
庭
で
使
っ
て
い
た
時
代
で
し

た
。
洗
濯
と
い
う
日
々
の
営
み
が
琵
琶
湖

に
病
を
も
た
ら
し
た
の
で
す
。
汚
し
た
の

は
私
た
ち
生
活
者
一
人
ひ
と
り
で
も
あ
っ

た
の
で
す
。

　

私
た
ち
生
活
者
は
水
が
汚
れ
た
こ
と
で

被
害
者
に
な
る
と
同
時
に
、
水
を
汚
し
て

い
る
加
害
者
に
も
な
っ
て
い
た
の
で
し

た
。
そ
の
こ
と
に
気
づ
い
て
〝
琵
琶
湖
を

救
え
！
〞
と
動
い
た
地
域
住
民
の
意
識
が

歴
史
的
な
「
せ
っ
け
ん
運
動
」
と
な
り
、

湖
国
に
う
ね
り
と
な
っ
て
広
が
っ
て
い
き

ま
し
た
。

　

合
成
洗
剤
追
放
を
唱
え
る
の
で
は
な

く
、
対
案
と
し
て
、
こ
れ
ま
た
水
を
汚
し

て
い
る
廃
食
用
油
を
原
料
と
す
る
ナ
チ
ュ

ラ
ル
な
せ
っ
け
ん
「
リ
サ
イ
ク
ル
せ
っ
け

ん
び
わ
湖
」
の
誕
生
に
つ
な
げ
ま
す
。
琵

琶
湖
周
辺
に
廃
食
油
の
回
収
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
を
つ
く
り
、
油
を
回
収
し
、
せ
っ
け
ん

工
場
へ
運
び
込
み
、
そ
こ
で
出
来
た
製
品

（
リ
サ
イ
ク
ル
せ
っ
け
ん
）
を
普
及
さ
せ

る
な
ど
地
域
住
民
主
導
の
行
動
ス
タ
イ
ル

は
、
当
時
の
滋
賀
県
知
事
・
武
村
正
義
氏

を
し
て
「
こ
れ
ぞ
住
民
自
治
の
原
点
」
と

言
わ
せ
た
も
の
で
す
。

　

高
揚
期
が
あ
れ
ば
熱
が
冷
め
る
時
期
も

あ
り
ま
す
。
残
念
な
が
ら
せ
っ
け
ん
運
動

も
ご
多
分
に
漏
れ
ず
、
熱
が
冷
め
て
い
き

ま
す
。

　

こ
う
し
て
琵
琶
湖
の
富
栄
養
化
の
状
況

は
更
に
悪
化
の
一
途
を
た
ど
り
、
１
９
８

３
年
に
は
ア
オ
コ
を
見
る
に
至
り
ま
す
。

廃
食
用
油
を
バ
イ
オ
燃
料
に
、

プ
ラ
ン
ト
開
発
に
汗
流
す

　

市
民
が
主
体
的
に
琵
琶
湖
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
に

向
き
合
う
べ
く
、
せ
っ
け
ん
運
動
の
仲
間

や
地
域
生
協
、
労
働
団
体
、
地
域
組
織
、

研
究
者
と
共
に
１
９
８
９
年
、
全
国
初
の

環
境
専
門
の
生
協
、「
滋
賀
県
環
境
生
活

協
同
組
合
」
を
立
ち
上
げ
ま
す
。

　

そ
の
事
業
の
柱
の
ひ
と
つ
と
し
て
〝
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
暮
ら
し
に
、
地
域
に
〞

と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
か
か
げ
ま
す
。

　

１
９
９
２
年
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で

開
か
れ
た
環
境
サ
ミ
ッ
ト
の
頃
か
ら
、
太

陽
熱
利
用
と
並
行
し
、
廃
食
用
油
を
軽
油

代
替
燃
料
（
バ
イ
オ
燃
料
Ｂ
Ｄ
Ｆ
）
と
し

て
利
用
す
る
こ
と
に
も
挑
戦
し
ま
す
。

　

原
料
は
リ
サ
イ
ク
ル
せ
っ
け
ん
と
同
様

地
域
に
あ
る
〝
油
田
〞・
廃
食
用
油
で
す
。

モ
デ
ル
は
既
に
取
り
組
ん
で
い
た
ド
イ
ツ

な
ど
で
す
。
菜
種
油
の
Ｂ
Ｄ
Ｆ
化
で
、
農

業
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
両
方
を
見
す
え
た

「A
griculture as Energy Supplier

」

と
書
か
れ
た
ド
イ
ツ
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に

驚
嘆
し
た
の
も
こ
の
頃
で
し
た
。

　

ド
イ
ツ
に
通
い
、
Ｂ
Ｄ
Ｆ
製
法
を
試
行

錯
誤
の
中
で
あ
み
出
し
、
プ
ラ
ン
ト
の
開

発
に
汗
を
流
し
、
実
に
多
く
の
仲
間
の
知

恵
を
つ
な
ぐ
作
業
で
し
た
。

　

１
９
７
３
年
、
第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ

ク
を
契
機
に
は
じ
ま
っ
た
、
ド
イ
ツ
を
中

心
と
す
る
化
石
燃
料
代
替
で
あ
る
バ
ー
ジ

ン
菜
種
油
を
原
料
と
す
る
Ｂ
Ｄ
Ｆ
に
対

し
、
私
た
ち
が
は
じ
め
た
の
は
廃
食
用
油

が
原
料
で
あ
り
、
ご
み
を
生
か
す
と
い
う

点
で
大
き
な
価
値
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

滋
賀
県
で
の
社
会
実
験
を
視
察
に
来
た

ド
イ
ツ
の
研
究
者
が
、
廃
食
用
油
か
ら
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
代
表　

●　

藤
井
絢
子

滋
賀
県
守
山
市

大
賞

藤
井
絢
子
氏

「
菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
ム
ー
ブ
メ
ン
ト

―
資
源
循
環
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
農
業
の
地
産
地
消
を
推
進―
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Ｂ
Ｄ
Ｆ
と
い
う
新
し
い
視
点
に
感
動
し
、

ド
イ
ツ
に
持
ち
帰
り
、
そ
の
後
ド
イ
ツ
で

も
廃
食
用
油
を
原
料
と
す
る
Ｂ
Ｄ
Ｆ
も
製

造
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

菜
の
花
が
地
域
、

そ
し
て
世
界
を
救
う

　

１
９
９
７
年
の
京
都
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
３

＝
気
候
変
動
枠
組
条
約
第
３
回
締
約
国
会

議
）
を
契
機
に
、
更
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

し
ま
す
。

　

農
業
に
目
を
向
け
、
資
源
循
環
で
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
農
の
地
産
地
消
、
地
域
自
立
へ

の
道
を
拓
い
て
い
き
ま
す
。

　

１
９
６
０
年
代
、
カ
ナ
ダ
か
ら
大
量
の

菜
種
油
を
輸
入
す
る
前
、
日
本
で
は
13
万

ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
菜
種
栽
培
が
あ
り
ま

し
た
。
耕
作
放
棄
地
が
広
が
り
、
米
の
転

作
割
合
が
増
え
る
中
、
菜
種
栽
培
を
見
直

す
べ
き
だ
と
考
え
ま
し
た
。

　

農
地
に
ナ
タ
ネ
を
蒔
き
、
刈
り
取
り
搾

油
し
、
食
用
油
と
し
て
学
校
給
食
や
家
庭

で
使
い
、
そ
の
廃
食
用
油
を
回
収
し
て
リ

サ
イ
ク
ル
せ
っ
け
ん
や
Ｂ
Ｄ
Ｆ
に
し
、
再

び
家
庭
に
、
地
域
に
戻
せ
ば
、
立
派
な
資

源
循
環
サ
イ
ク
ル
が
完
成
し
ま
す
。
こ
う

し
て
１
９
９
８
年
に
「
菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
は
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
現
場
は

人
口
５
７
０
０
人
の
滋
賀
県
愛
東
町
（
現

在
は
東
近
江
市
）
で
す
。

　

こ
の
循
環
の
し
く
み
と
愛
東
で
の
地
域

の
人
々
の
か
か
わ
り
、
行
動
、
企
画
、
研

究
者
そ
し
て
地
域
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る

役
割
の
「
菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
事
務

局
に
全
国
各
地
か
ら
、
ま
た
海
外
か
ら
多

く
の
視
察
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

１
９
９
５
年
に
開
業
し
た
「
道
の
駅
マ
ー

ガ
レ
ッ
ト 
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
連
携
し
、

５
７
０
０
人
の
町
・
愛
東
は
「
菜
の
花
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
メ
ッ
カ
の
よ
う
に
な
っ

て
い
き
ま
す
。

　

２
０
０
１

年
か
ら
は
、

滋
賀
県
の
新

旭
町
（
現
、

高
島
市
）
を

皮
切
り
に
、

既
に
菜
の
花

プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
始
め
て

い
る
地
域
、

こ
れ
か
ら
挑

戦
し
よ
う
と

考
え
て
い
る

地
域
、
海
外

か
ら
も
市
民
、
事
業
者
、
行
政
、
研
究
者

が
集
い
、
ま
じ
め
に
、
し
か
も
楽
し
く
、

ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ
う
な
集
会
、「
全
国
菜

の
花
サ
ミ
ッ
ト
」
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
今
年
は
、
４
月
26
日
（
土
）
〜

27
日
（
日
）、
千
葉
県
神
崎
町
・
北
総
地

域
で
第
14
回
「
全
国
菜
の
花
サ
ミ
ッ
ト
」

を
開
催
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、
現
在
、
そ

の
準
備
が
進
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

２
０
０
４
年
か
ら
は
、
並
行
し
て
若
者

が
主
役
の
「
菜
の
花
学
会
・
楽
会
」
も
開

催
し
て
お
り
、
昨
年
で
10
回
を
数
え
て
い

ま
す
。

　
「
菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
未
来
世

代
が
共
感
す
る
取
り
組
み
な
の
か
？　

こ

う
し
た
問
い
を
受
け
て
、
田
舎
に
仕
事
が

つ
く
れ
な
い
か
等
こ
れ
か
ら
の
社
会
と
生な

り

業わ
い

を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
「
菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
波
及
効

果
も
少
し
ず
つ
地
域
に
見
え
て
来
て
い
ま

す
。
Ｉ
タ
ー
ン
の
若
者
が
農
業
、
林
業
で

生
業
を
た
て
は
じ
め
ま
し
た
。
ま
た
、
既

存
の
住
宅
を
生
か
し
た
農
家
民
宿
・
民
泊

の
数
も
80
戸
を
超
え
、
昨
年
は
待
望
の
農

家
レ
ス
ト
ラ
ン
も
開
店
し
ま
し
た
。
ま
だ

ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
動
き
で
す
が
、

徐
々
に
育
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
長
い
目

で
見
守
っ
て
い
ま
す
。

被
災
地
で
の

菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

２
０
１
１
年
３
月
11
日
（
東
日
本
大
震

災
）
は
、
私
た
ち
の
社
会
の
あ
り
よ
う
と

暮
ら
し
を
問
い
直
す
一
大
契
機
だ
っ
た
は

ず
で
す
が
、
ど
う
も
国
の
動
き
は
そ
う

な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

同
年
10
月
、
被
災
以
前
か
ら
菜
の
花
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い
た
福
島
県

い
わ
き
市
・
須
賀
川
市
の
仲
間
か
ら
、
困

難
な
時
だ
か
ら
こ
そ 

元
気
の
出
る
「
菜

の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
再
ス
タ
ー
ト
さ

せ
た
い
と
の
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　

２
０
１
２
年
か
ら
は
南
相
馬
市
の
仲
間

が
加
わ
り
ま
し
た
。
と
り
わ
け
南
相
馬
市

は
地
震
・
津
波･

原
発
の
被
害
を
受
け
、

何
も
か
も
失
う
中
、ゼ
ロ
か
ら
で
は
な
く
、

マ
イ
ナ
ス
か
ら
の
出
発
で
タ
ネ
を
ま
き
は

じ
め
た
の
で
す
が
、「
被
災
後
は
じ
め
て
、

こ
ん
な
に
皆
が
つ
な
が
り
、 

心
か
ら
う
れ

し
い
」
と
子
ど
も
も
年
配
者
も
元
気
を
取

り
戻
す
一
つ
の
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
ま

す
。
昨
年
末
か
ら
は
東
北
電
力
に
頼
ら
な

い
Ｂ
Ｄ
Ｆ
発
電
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
も

は
じ
め
ま
し
た
。

　
「
福
島
か
ら
始
め
る
べ
。は
じ
め
は
ち
っ

こ
く
て
い
い
」
と
、
こ
れ
又
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
の
中
を
歩
く
多
く
の
皆
さ
ん
の
笑

顔
が
素
敵
で
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ 

た
よ
り
な
い
歩
み
を
続
け

て
い
る
中
、
こ
の
度
、
平
成
25
年
度
地
域

づ
く
り
総
務
大
臣
表
彰
に
お
い
て
大
賞
を

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、大
変
光
栄
で
す
。

共
に
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
滋
賀
県

の
、
全
国
の
、
そ
し
て
海
外
の
多
く
の
仲

間
の
顔
が
次
々
と
浮
か
び
ま
す
。

　

大
賞
を
は
げ
み
に
「
こ
れ
か
ら
も
又
、

一
歩
前
へ
」
で
す
。

菜種のタネ蒔き終了後の記念写真（南相馬市で）。被災地
でも菜の花プロジェクトは広がっている

福島県南相馬市での復興ボランティア活動
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マ
タ
ギ
仲
間
で
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド

　

平
成
５
年
、
白
神
山
地
が
世
界
自
然
遺

産
に
登
録
さ
れ
る
と
、
私
た
ち
の
住
む
青

森
県
西
目
屋
村
に
も
年
間
10
万
人
を
超
え

る
観
光
客
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
お
目
当
て
は
「
ブ
ナ
、
ブ

ナ
、
ブ
ナ
」
ば
か
り
の
よ
う
で
、
滞
在
時

間
も
短
い
時
は
１
時
間
ぐ
ら
い
、「
暗
門

の
滝
」
ま
で
往
復
し
て
も
３
〜
４
時
間
程

度
で
、
た
だ
通
り
過
ぎ
て
い
く
だ
け
の
よ

う
に
見
え
、
も
う
少
し
滞
在
時
間
を
増
や

し
、
ブ
ナ
の
森
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、「
白
神
山
地
の
伝
統
的
な
生

活
文
化
と
そ
の
基
盤
と
な
る
自
然
を
保

存
・
伝
承
す
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

平
成
12
年
に
マ
タ
ギ
仲
間
３
夫
婦
で
エ
コ

ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
「
白
神
マ
タ
ギ
舎
」
を
設

立
し
ま
し
た
。

自
然
と
共
に
生
き
る

　

私
た
ち
は
白
神
山
地
の
ブ
ナ
林
と
共
に

生
き
て
き
た
人
た
ち
の
伝
統
文
化
を
引
き

継
い
で
も
ら
う
の
は
、
地
元
の
子
ど
も
た

ち
と
考
え
、
小
学
校
３
年
生
に
は
昔
か
ら

の
豆
腐
作
り
を
体
験
し
て
も
ら
い
、
一
緒

に
食
べ
ま
す
。
中
学
１
年
生
に
は
、
学
校

で
ス
ラ
イ
ド
を
見
せ
な
が
ら
山
の
話
を

し
、
後
日
、
山
に
行
っ
て
１
本
の
樹
木
を

ど
の
よ
う
に
利
用
す
る
の
か
、
ま
た
植
物

の
採
集
時
期
や
食
べ
方
、
保
存
の
方
法
を

伝
え
ま
す
。
木
や
植
物
の
「
実
」
は
、
人

間
だ
け
が
食
べ
る
の
で
は
な
く
、
ほ
か
の

動
物
の
エ
サ
で
も
あ
る
の
で
必
ず
残
す
こ

と
な
ど
を
教
え
る
の
で
す
。

　

一
方
、
夏
休
み
に
な
る
と
首
都
圏
か
ら

中
高
校
生
が
訪
れ
ま
す
。
彼
ら
に
は
マ
タ

ギ
小
屋
に
宿
泊
し
、
電
気
も
ガ
ス
も
使
わ

な
い
生
活
を
し
て
も
ら
い
ま
す
。
た
き
火

や
薪
ス
ト
ー
ブ
で
ご
飯
を
炊
い
た
り
、
ホ

オ
の
木
の
葉
っ
ぱ
で
お
に
ぎ
り
を
包
ん
だ

り
、
ま
た
川
に
行
き
魚
を
捕
ら
え
、
さ
ら

に
は
山
菜
を
採
っ
て
き
た
り
と
、
都
会
で

は
で
き
な
い
体
験
を
し
て
も
ら
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
体
験
を
し
た
子
ど
も
た
ち
の

中
に
は
社
会
人
に
な
っ
て
も
ま
た
訪
れ
た

り
、
我
が
子
を
連
れ
て
き
た
り
す
る
人
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

旅
行
会
社
の
ツ
ア
ー
で
訪
れ
る
お
客
様

の
ガ
イ
ド
も
い
た
し
ま
す
。「
白
神
山
地

は
、
そ
の
地
域
に
よ
っ
て
風
景
も
食
べ
物

も
違
い
ま
す
。今
度
お
い
で
に
な
る
時
は
、

別
の
と
こ
ろ
へ
行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
同
じ
所
で
も
季
節
に
よ
っ
て
様
々
な

顔
が
あ
り
ま
す
」
と
お
話
を
し
ま
す
。
は

る
か
昔
か
ら
人
々
は
、
ブ
ナ
の
森
の
恵
み

を
受
け
て
生
か
さ
れ
、
そ
こ
で
何
一
つ
絶

滅
さ
せ
る
こ
と
も
な
く
、
白
神
山
地
の
全

域
を
８
千
年
前
と
変
わ
ら
ず
残
し
て
き
た

こ
と
を
伝
え
ま
す
。「
も
っ
と
奥
の
方
へ

行
っ
て
み
た
け
れ
ば
ご
案
内
し
ま
す
」
と

ガ
イ
ド
を
し
て
い
ま
す
。

　

白
神
マ
タ
ギ
舎
は
、
世
界
遺
産
地
域
に

限
ら
ず
白
神
山
地
全
体
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
活
動
を
行
っ
て
お
り
、

森
を
守
っ
て
き
た
先
人
た
ち
の
想
い
と
豊

か
な
自
然
を
後
世
に
継
承
し
て
い
く
た

め
、
こ
れ
か
ら
も
「
人
と
自
然
の
調
和
の

伝
統
」を
皆
様
に
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
今
後
大
き
な
環
境
の
変
化

が
な
け
れ
ば
、
ブ
ナ
の
森
は
い
つ
ま
で
も

生
き
続
け
る
で
し
ょ
う
。

代
表　

●　

工
藤
光
治

青
森
県
西
目
屋
村

団
体
表
彰

白
神
マ
タ
ギ
舎

世
界
遺
産
・
白
神
山
地
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

―

「
人
と
自
然
の
調
和
の
伝
統
」を
後
世
へ―

エコツアーの様子

マタギ小屋をバックにしたツアー客の記念写真
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M
isaw

a

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
設
立

　
〝
基
地
の
街
〞
と
し
て
知
ら
れ
る
青
森

県
三
沢
市
は
、
米
軍
三
沢
基
地
に
住
む
多

く
の
ア
メ
リ
カ
人
の
影
響
を
色
濃
く
受
け

た
市
街
地
以
外
に
も
、
ヤ
マ
セ
吹
く
冷
涼

な
気
候
を
活
か
し
た
牧
場
開
拓
か
ら
端
を

発
す
る
農
村
地
帯
、
そ
し
て
長
い
砂
浜
を

利
用
し
た
地
引
き
網
漁
を
結
節
点
と
し
て

形
成
さ
れ
た
漁
村
地
帯
が
あ
り
、
こ
れ
ら

３
つ
の
地
域
そ
れ
ぞ
れ
に
豊
か
な
文
化
が

根
付
き
、
自
然
に
も
恵
ま
れ
た
と
て
も
魅

力
あ
る
街
で
す
。

　

一
方
で
、
転
出
入
者
が
多
く
、
住
民
同

士
の
文
化
的
・
経
済
的
背
景
も
大
き
く
異

な
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
魅
力
に
対
す
る

知
識
や
情
報
を
共
有
し
活
用
す
る
こ
と
が

難
し
い
と
い
う
課
題
も
抱
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
三
沢
市
雇
用
創
造
推

進
協
議
会
が
主
催
し
、
平
成
24
年
７
月
〜

９
月
に
実
施
し
た
、
イ
ベ
ン
ト
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
人
材
を
育
成
す
る
講
座

（
講
師
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
山
本
耕
一
郎

氏
）
に
参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
を
中
心
と
し

て
、
自
分
た
ち
の
力
で
地
域
づ
く
り
を
始

め
よ
う
と
仲
間
た
ち
に
呼
び
か
け
、
同
年

11
月
に
当
団
体
は
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
地
域
の
活
性
化
は
地
域
の

人
た
ち
が
〝
つ
な
が
る
〞
こ
と
か
ら
始
ま

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の〝
つ
な
が
り
〞

を
生
み
出
す
た
め
に
、
み
ん
な
が
力
を
合

わ
せ
て
、
地
域
資
源
を
活
か
し
た
手
作
り

の
感
動
す
る
取
り
組
み
を
創
造
し
て
い
く

こ
と
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

こ
ど
も
視
点
の

交
流
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

　

設
立
後
、
最
初
に
取
り
組
ん
だ
の
は
米

軍
基
地
へ
の
鉄
道
引
込
線
跡
地
の
遊
歩
道

を
使
っ
た
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
（
平
成

24
年
12
月
実
施
）
で
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン

ト
で
は
「
心
の
交

流
」
を
生
み
出
す

こ
と
を
目
指
し
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

山
本
耕
一
郎
氏
と

協
働
で
、
子
供
か

ら
大
人
へ
の
日
頃

の
感
謝
の
気
持
ち

を
伝
え
る
企
画

「m
i
s
a
w
a 

artrain

」
を
行
い
ま
し
た
。

遊
歩
道
に
キ
ャ
ン
ド
ル
を
並
べ
た
幻
想
的

な
空
間
の
な
か
、
子
供
か
ら
大
人
へ
感
謝

の
気
持
ち
を
込
め
た
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
贈
り
、
そ
れ
に
大
人
が
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
返
す
こ
と
で
交
流
を
生
み
出
そ
う
と

し
た
の
で
す
。
こ
れ
に
加
え
て
、
子
ど
も

た
ち
が
家
族
の
た
め
に
ク
リ
ス
マ
ス
デ
ィ

ナ
ー
を
作
り
、
原
寸
大
の
食
堂
車
模
型
の

中
で
食
事
を
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
開

催
し
ま
し
た
。キ
ャ
ン
ド
ル
の
光
の
な
か
、

家
族
の
間
に
温
か
な
笑
顔
が
た
く
さ
ん
生

ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
の
夏
に
は
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
街

と
な
っ
た
三
沢
市
の
中
心
市
街
地
の
空
き

店
舗
を
利
用
し
、
日
常
に
溶
け
込
ん
で
い

る
情
報
を
集
め
よ
う
と「
う
わ
さ
カ
フ
ェ
」

と
い
う
名
の
拠
点
を
構
え
ま
し
た
。
そ
こ

を
中
心
に
し
て
み
ん
な
が
参
加
で
き
楽
し

め
る
空
間
を
創
る
こ
と
を
目
指
し
、
３
日

間
の
期
間
限
定
で
「
こ
ど
も
店
長
」
に
よ

る
「
こ
ど
も
屋
台
村
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
思
い
思
い
の
屋
台
を
デ
ザ

イ
ン
し
、
そ
れ
を
当
団
体
の
メ
ン
バ
ー
が

形
に
し
て
い
き
ま
し
た
。
６
つ
の
屋
台
に

並
べ
る
品
物
は
市
民
か
ら
の
寄
付
を
募
り

ま
し
た
。
人
形
な
ど
た
く
さ
ん
の
寄
付
の

中
か
ら
、
こ
ど
も
店
長
が
商
品
を
選
び
売

り
方
も
工
夫
し
た
結
果
、
く
じ
引
き
や
的

当
て
な
ど
色
々
な
ゲ
ー
ム
を
織
り
込
ん
だ

楽
し
い
屋
台
村
が
登
場
し
ま
し
た
。

新
た
な
挑
戦
へ

　

今
の
子
ど
も
た
ち
が
大
人
に
な
っ
た
と

き
、
こ
の
地
域
に
誇
り
を
持
ち
、
愛
す
る

故
郷
と
し
て
思
い
を
寄
せ
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
既
存

の
枠
組
み
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
新
し
い

ア
イ
デ
ア
を
出
し
な
が
ら
、
地
域
の
み
ん

な
が
楽
し
く
〝
つ
な
が
る
〞
仕
組
み
を
創

造
す
る
た
め
に
挑
戦
し
続
け
た
い
と
思
い

ま
す
。

代
表　

●　

田
村
宣
喜

青
森
県
三
沢
市

団
体
表
彰

M
isaw

a

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会

子
ど
も
視
点
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
で
活
性
化

―

「
地
域
づ
く
り
」は「
つ
な
が
り
づ
く
り
」か
ら―

「misawa artrain」。子供の作ったディナーを楽し
む親子

「こども屋台村」。屋台の前で呼び込みする子供
たち
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滞
在
型
観
光
に
向
け
、

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

私
達
の
活
動
す
る
岩
手
県
田
野
畑
村

は
、
三
陸
海
岸
の
北
部
に
位
置
し
、
海
に

面
し
た
漁
業
と
酪
農
が
主
な
産
業
の
村
で

あ
る
。
海
岸
線
は
景
勝
地
「
北
山
崎
」
に

代
表
さ
れ
る
高
さ
２
０
０
㍍
も
の
断
崖
絶

壁
が
約
20
㌔
も
続
い
て
い
る
。
こ
の
絶
景

に
年
間
50
万
人
以
上
の
観
光
客
が
訪
れ
て

い
る
が
、
展
望
台
か
ら
の
景
色
を
見
る
だ

け
の
通
過
型
観
光
地
で
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
地
域
の
生
業
や
文
化
を
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
観
光
客
の
滞
在
時
間
を
延
ば
し
、
観
光

客
と
地
域
住
民
の
交
流
を
深
め
る
ほ
か
体

験
料
や
宿
泊
料
を
得
る
こ
と
で
地
域
活
性

化
を
進
め
よ
う
と
、
平
成
15
年
に
行
政
が

主
導
し
な
が
ら
民
間
の
参
画
を
促
し
、「
体

験
村
・
た
の
は
た
推
進
協
議
会
」
を
設
立

し
た
。

　

翌
年
か
ら
多
く
の
地
域
住
民
の
協
力
を

得
て
20
種
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意

し
、
観
光
客
の
受
け
入
れ
を
開
始
し
た
。

当
初
は
Ｐ
Ｒ
も
不
十
分
で
あ
っ
た
が
、
旅

行
者
の
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
見
直
し
、
ク
オ
リ

テ
ィ
の
向
上
、
受
け

入
れ
態
勢
の
強
化
な

ど
を
進
め
、「
番
屋

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト

を
つ
く
り
上
げ
、
平

成
19
年
ご
ろ
か
ら
旅

行
会
社
や
テ
レ
ビ
・

新
聞
等
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
て
も
ら
え

る
機
会
が
増
え
、
個
人
の
観
光
客
や
団
体

バ
ス
ツ
ア
ー
が
増
加
し
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
、

観
光
客
も
着
実
に
増
加

　

多
く
の
観
光
客
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に

よ
り
社
会
的
責
任
も
大
き
く
な
り
対
外
的

に
も
村
内
協
力
者
に
対
し
て
も
、
し
っ
か

り
と
し
た
組
織
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
。
ま
た
行
政
か
ら
の
補

助
に
頼
る
の
で
は
な
く
、
独
立
採
算
を
追

求
し
自
立
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
活
性
化

に
貢
献
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
格
を
平
成
20
年
に
取
得
し
た
。

　

積
極
的
に
各
種
メ
デ
ィ
ア
や
旅
行
会
社

へ
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
続
け
る
こ
と
に
よ
り
、

毎
年
継
続
的
に
取
り
上
げ
て
も
ら
う
こ
と

で
、
観
光
客
は
着
実
に
増
加
し
た
。
サ
ッ

パ
船
（
小
型
漁
船
）
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ

を
メ
イ
ン
と
し
た
漁
業
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
関
わ
る
漁
師
な
ど
の
協
力
者
も
増
え
、

や
り
が
い
や
充
実
感
が
増
し
て
い
っ
た
。

　

ま
た
農
家
も
含
め
た
村
内
全
域
で
教
育

旅
行
向
け
民
泊
事
業
を
開
始
し
、
学
校
へ

の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、

体
験
型
交
流
事
業
を
全
村
に
拡
大
さ
せ
て

い
た
が
、平
成
23
年
３
月
、東
日
本
大
震
災

が
発
生
し
、村
は
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。

震
災
復
興
に
向
け
て

　

活
動
の
ベ
ー
ス
で
あ
る
番
屋
群
や
漁
船

も
跡
形
も
な
く
流
さ
れ
、
民
泊
を
受
け
入

れ
て
く
れ
て
い
た
家
庭
を
含
む
海
岸
付
近

の
集
落
は
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
。
震

災
後
は
観
光
客
の
受
け
入
れ
が
で
き
る
状

況
で
は
な
か
っ
た
が
、
幸
い
が
れ
き
撤
去

や
仮
設
住
宅
の
建
設
な
ど
の
動
き
が
早

く
、
被
災
地
区
住
民
の
気
持
ち
も
前
向
き

に
な
る
の
が
早
か
っ
た
よ
う
に
感
じ
る
。

　

ガ
イ
ド
の
漁
師
は
漁
船
が
な
け
れ
ば
仕

事
に
な
ら
な
い
と
、
平
成
23
年
４
月
に
入

る
と
す
ぐ
に
漁
船
提
供
の
申
し
出
が
あ
っ

た
下
北
半
島
に
出
か
け
、
６
〜
７
月
頃
に

は
船
が
搬
入
さ
れ
た
。
ま
た
大
津
波
を
経

験
し
た
住
民
の
話
を
多
く
の
方
に
伝
え
る

こ
と
が
、
こ
の
地
に
生
き
る
者
の
使
命
と

考
え
、
新
た
に
津
波
伝
承
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

実
施
す
る
た
め
被
災
住
民
に
協
力
を
呼
び

か
け
た
結
果
、
平
成
23
年
7
月
末
よ
り

「
サ
ッ
パ
船
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
」
と
「
大

津
波
語
り
部
＆
ガ
イ
ド
」
を
中
心
と
す
る

本
格
的
な
活
動
再
開
を
果
た
す
こ
と
が
で

き
た
。

　

す
ぐ
に
旅
行
会
社
の
復
興
応
援
ツ
ア
ー

に
採
用
さ
れ
、
初
年
度
か
ら
多
く
の
観
光

客
の
受
け
入
れ
を
実
現
で
き
、
語
り
部
と

し
て
活
躍
す
る
住
民
の
数
も
年
々
増
え
て

い
る
。
さ
ら
に
被
災
地
だ
か
ら
こ
そ
の
伝

承
や
防
災
の
教
育
効
果
が
評
価
さ
れ
、
多

く
の
学
校
が
訪
れ
、
民
泊
家
庭
も
増
え
て

い
る
。

　

以
前
と
変
わ
ら
ぬ
厳
し
く
も
豊
か
な
自

然
と
共
生
し
た
住
民
の
営
み
と
温
か
さ
と

と
も
に
、
被
災
で
経
験
し
た
悲
し
さ
や
苦

労
が
、
こ
の
土
地
の
新
た
な
魅
力
と
な
っ

て
い
る
。
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
た
交

流
に
よ
っ
て
来
訪
者
が
そ
の
魅
力
に
気
づ

く
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
積
極
的
な
活
動
を

展
開
し
て
い
き
た
い
。

事
務
局
長　

●　

楠
田
拓
郎

岩
手
県
田
野
畑
村

団
体
表
彰

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
体
験
村
・
た
の
は
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

漁
業
な
ど
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
観
光
客
増
加

―
震
災
復
興
に
も
大
き
く
貢
献―

「大津波語り部＆ガイド」の様子

観光客を乗せ、沖に向かうサッパ船
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立
ち
上
が
る
高
齢
者

　

宮
城
県
北
東
部
の
太
平
洋
に
浮
か
ぶ
網

地
島
は
、
牡
鹿
半
島
に
近
接
す
る
離
島
で

す
。
金
華
山
沖
の
黒
潮
の
影
響
を
受
け
る

温
暖
な
気
候
で
、
か
つ
て
は
捕
鯨
や
遠
洋

漁
業
の
乗
組
員
が
多
く
居
住
す
る
島
と
し

て
栄
え
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
り
、

捕
鯨
や
遠
洋
漁
業
が
難
し
く
な
り
、
島
で

生
活
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
る
に
つ
れ
、

住
民
の
多
く
は
島
を
離
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
島
に
残
っ
た
住
民
も
、
多
く
は
高
齢

者
で
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
も
困

難
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

子
や
孫
が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
た

め
、
将
来
に
不
安
を
感
じ
な
が
ら
も
「
す

が
だ
ね
ぇ
（
仕
方
な
い
）」
と
い
う
諦
め

の
気
持
ち
が
多
く
の
住
民
の
間
に
蔓
延
し

つ
つ
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
こ

の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
と
島
お
こ
し
の
活

動
を
す
る
た
め
、
既
に
高
齢
と
な
っ
て
い

た
住
民
５
人
で
設
立
し
た
の
が
「
あ
じ
朗

志
組
」
で
す
。

島
お
こ
し
活
動
を
展
開
、

養
護
施
設
の
子
ど
も
と
の
交
流
も

　
「
あ
じ
朗
志
組
」
で
は
、
雑
草
や
灌
木

が
生
い
茂
り
通
れ
な
く
な
っ
た
旧
通
学
路

の
復
旧
作
業
、
海
水
浴
場
の
清
掃
作
業
、

マ
ツ
ク
イ
ム
シ
で
枯
れ
た
と
こ
ろ
へ
の
植

林
作
業
な
ど
、
高
齢
化
の
た
め
に
手
が
行

き
届
か
な
い
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維

持
活
動
を
行
う
こ
と
か
ら
始
め
、
ピ
ア
ノ

コ
ン
サ
ー
ト
や
プ
ロ
レ
ス
の
試
合
の
開
催

な
ど
、
島
内
外
か
ら
多
く
の
人
々
が
集

ま
っ
て
交
流
す
る
場
を
増
や
す
活
動
を
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
あ
じ
朗
志
組
が
活
動
し
て
い
る

網
地
浜
は
、
網
地
島
で
も
子
ど
も
が
１
人

も
住
ん
で
い
な
い
地
区
で
す
。そ
の
た
め
、

子
ど
も
に
対
す
る
思
い
入
れ
が
強
く
、
子

ど
も
た
ち
が
虐
待
さ
れ
、
辛
い
目
に
遭
わ

さ
れ
て
い
る
事
件
を
報
道
で
知
る
た
び

に
、
胸
が
締
め
付
け
ら
れ
る
思
い
を
し
て

い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
親
と
一
緒
に
暮
ら
す
こ
と
が

難
し
い
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
何
か
し
た

い
と
思
い
、
始
め
た
の
が
「
網
地
島
ふ
る

さ
と
楽
好
」
で
す
。「
網
地
島
ふ
る
さ
と

楽
好
」
で
は
、
児
童
養
護
施
設
の
子
ど
も

た
ち
を
島
に
招
待
し
、
島
の
伝
統
的
な
漁

法
「
ア
ナ
ゴ
抜
き
」
や
ウ
ニ
の
殻
む
き
な

ど
、
島
な
ら
で
は
の
体
験
を
し
て
も
ら
い

ま
す
。
島
の
お
お
ら
か
さ
で
傷
つ
い
た
心

を
包
ん
で
あ
げ
た
い
、
子
ど
も
た
ち
の
心

の
ふ
る
さ
と
に
な
っ
て
あ
げ
ら
れ
た
ら
と

考
え
て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
、

が
れ
き
処
理
に
住
民
一
丸

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
大
き
な
揺
れ
の

後
、
島
に
も
大
き
な
津
波
が
押
し
寄
せ
ま

し
た
。
集
落
の
一
部
が
破
壊
さ
れ
、
が
れ

き
で
道
路
が
ふ
さ
が
れ
ま
し
た
が
、
生
活

環
境
の
整
備
を
図
る
目
的
か
ら
購
入
し
て

い
た
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
で
、
が
れ
き
の
撤
去

に
住
民
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
ま
し

た
。
離
島
ゆ
え
に
、
自
分
た
ち
の
こ
と
は

自
分
た
ち
で
す
る
と
い
う
意
識
が
強
か
っ

た
か
ら
で
き
た
こ
と
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

多
く
の
人
が
犠
牲
と
な
っ
た
石
巻
市
に

お
い
て
、
網
地
浜
で
は
津
波
で
犠
牲
に

な
っ
た
方
は
１
人
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
も
日
頃
の
活
動
で
培
っ
て
き
た
住
民

同
士
の
繋
が
り
が
、
未
曾
有
の
大
震
災
で

も
生
か
さ
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
受
賞
を
通
過
点
と
捉
え
、
今
後

さ
ら
に
地
域
に
元
気
を
与
え
ら
れ
る
取
り

組
み
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

局
長　

●　

桶
谷　

敦

宮
城
県
石
巻
市

団
体
表
彰

あ
じ
朗
志
組

過
疎
の
島
に
希
望
の
灯
と
も
す

―
高
齢
者
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
活
性
化―

「ふるさと楽好」。島の伝統漁法「アナゴ抜き」を体験

ふるさと楽好では島のおじいちゃんたちとの交流を通じて
子どもたちの心を育てている
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大
震
災
そ
し
て
原
発
事
故

ふ
る
さ
と
の
祭
り
開
催
に
奔
走

　

私
た
ち
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
メ
ン
バ
ー
が
全
て

被
災
者
で
あ
り
、普
段
何
事
も
な
い
平
和

な
福
島
県
浪
江
町
の
中
で
、中
心
市
街
地
の

活
性
化
と
自
分
た
ち
の
生
業
を
守
る
た
め

に
、日
々
活
動
し
て
い
た
仲
間
た
ち
で
す
。

　

東
日
本
大
震
災
は
そ
の
仲
間
た
ち
の
消

息
さ
え
掴
め
な
い
事
態
を
招
き
ま
し
た
。

仲
間
た
ち
も
避
難
の
中
で
多
く
の
困
難
を

味
わ
い
ま
し
た
。
私
た
ち
仲
間
が
再
会
し

た
の
は
、
震
災
か
ら
３
カ
月
後
の
平
成
23

年
６
月
の
上
旬
、
浪
江
町
商
工
会
の
総
代

会
で
し
た
。

　

早
速
、
仲
間
た
ち
と
ふ
る
さ
と
の
た
め

に
出
来
る
こ
と
を
相
談
し
、「
皆
さ
ん
を

元
気
づ
け
た
い
」
と
ふ
る
さ
と
の
祭
り
の

復
活
を
考
え
、
是
非
こ
の
行
政
移
転
し
て

い
る
二
本
松
市
で
ふ
る
さ
と
の
盆
踊
り
を

再
現
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
当
時
、
浪
江
町
は
東
京
電
力
福
島
第

一
原
発
の
事
故
で
立
ち
入
り
制
限
区
域
で

し
た
が
、
浪
江
町
に
盆
踊
り
の
太
鼓
一
式

と
笛
な
ど
を
メ
ン
バ
ー
全
員
で
持
ち
出
し

に
戻
り
ま
し
た
。
人
気
の
無
い
町
は
ま
る

で
ゴ
ー
ス
ト
タ
ウ
ン
と
化
し
、
地
震
で
崩

壊
し
た
家
な
ど
も
そ
の
ま
ま
で
、
不
気
味

な
感
じ
さ
え
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
８
月
10
日
に
二
本
松
市

民
の
皆
様
の
協
力
を
得
て
、
二
本
松

の
夏
祭
り
の
中
で
ふ
る
さ
と
浪
江
町

の
盆
踊
り
を
開
催
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
来
場
者
は
３
０
０
０
名
を

数
え
、
多
く
の
町
民
が
再
会
の
喜
び

に
抱
き
合
い
、
涙
の
盆
踊
り
と
な
り

ま
し
た
。
私
た
ち
は
こ
の
時
、
絆
の

大
切
さ
を
実
感
し
、
ふ
る
さ
と
の
復

興
の
た
め
に
活
動
し
て
い
く
こ
と
を
誓
い

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
町
と
協
働
し
て
人
々
の
絆
の

回
復
の
た
め
に
浪
江
町
の
交
流
会
を
開
催

し
、
避
難
し
て
い
る
多
く
の
町
民
か
ら
生

の
声
を
聞
き
、
そ
の
実
態
を
ま
ち
づ
く
り

に
反
映
さ
せ
よ
う
と
復
興
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

秋
に
は
ふ
る
さ
と
最
大
の
祭
り
で
あ
る

「
十
日
市
祭
」を
二
本
松
市
で
再
現
す
べ
く

仲
間
た
ち
と
語
り
合
い
準
備
の
日
々
が
続

き
ま
し
た
。ふ
る
さ
と
の
祭
り
を
異
郷
の
地

で
本
当
に
出
来
る
の
か
？
難
し
い
課
題
が

数
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、壁
に
突
き
当
た

る
た
び
に
忍
耐
強
く
問
題
を
解
決
し
な
が

ら
浪
江
町
民
の
希
望
と
な
る
よ
う
に
お
願

い
し
、当
局
か
ら
許
可
が
出
た
時
に
は
大
い

に
喜
ん
だ
記
憶
が
今
も
残
っ
て
い
ま
す
。

　

開
催
は
平
成
23
年
10
月
５
、
６
日
。
や

は
り
二
本
松
市
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り

開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
浪
江
町

で
実
施
し
て
い
た
規
模
の
４
分
の
１
で
し

た
が
、
内
容
は
浪
江
町
に
い
た
時
と
同
じ

か
、
そ
れ
以
上
の
も
の
で
し
た
。
こ
の
祭

り
は
浪
江
町
の
商
工
会
が
主
催
し
、
私
た

ち
が
そ
の
中
心
を
担
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

祭
り
は
ま
さ
に
浪
江
町
民
の
心
の
拠
り
所

と
し
て
大
き
な
希
望
に
も
な
り
ま
し
た
。

復
興
に
向
け
ま
ち
づ
く
り

　

私
た
ち
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
現
在
、
復
興
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
、
将
来
の
ふ
る
さ
と
像

は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
探
ろ
う
と
日
々
活

動
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
浪
江
町
民
と

開
い
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
十
数
回
を
数

え
ま
す
。

　

早
稲
田
大
学
の
協
力
も
得
て
、
震
災
か

ら
の
復
興
過
程
を
４
つ
の
段
階
に
分
け
、

震
災
・
原
発
事
故
か
ら
復
興
し
て
い
く
た

め
の
プ
ロ
セ
ス
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
長

期
間
に
わ
た
る
復
興
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
き
ま

し
た
。

　

こ
の
復
興
ビ
ジ
ョ
ン
、「
浪
江
町
復
興

の
道
程　

24
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
震
災

か
ら
１
年
５
カ
月
後
の
平
成
24
年
８
月
に

発
表
、
多
く
の
マ
ス
コ
ミ
か
ら
取
材
も
受

け
ま
し
た
。
町
の
復
興
計
画
と
わ
れ
わ
れ

民
間
版
の
復
興
計
画
、
こ
れ
ら
は
決
し
て

対
立
す
る
も
の
で
な
く
、
お
互
い
の
長
所

を
集
め
れ
ば
将
来
に
向
い
官
民
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
に
な
っ
て
い
く
は
ず
で
す
。

　

そ
し
て
、
震
災
か
ら
２
年
目
の
平
成
25

年
３
月
に
は
「
浪
江
宣
言
」
を
ま
と
め
、

町
長
に
提
言
し
ま
し
た
。
こ
の
中
で
は
、

長
期
に
わ
た
る
避
難
生
活
を
改
善
し
て
い

く
た
め
の
町
外
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
考
え
方

や
、
分
散
し
て
生
活
す
る
小
さ
な
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
び
浪
江
町

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
守
り
、
そ
し
て

復
興
の
想
い
を
育
て
て
い
く
こ
と
を
提
言

し
ま
し
た
。

　

復
興
に
は
早
く
て
も
20
年
〜
30
年
か
か

る
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
原
発
の
廃
炉
作

業
が
40
年
の
工
程
で
進
め
ら
れ
る
中
、
浪

江
町
に
帰
還
し
な
い
こ
と
を
選
択
す
る
若

者
も
多
く
、
真
の
復
興
を
迎
え
る
日
を
ま

だ
見
通
せ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
、
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
ふ
る

さ
と
の
土
を
愛
し
、
ふ
る
さ
と
の
海
を
守

り
た
い
。
私
た
ち
の
活
動
は
世
代
を
超
え

て
ふ
る
さ
と
の
た
め
に
繋
ぎ
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

理
事
長　

●　

神
長
倉
豊
隆

福
島
県
二
本
松
市

団
体
表
彰

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ち
づ
く
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
新
町
な
み
え

浪
江
町
民
の
絆
、ふ
る
さ
と
の
祭
り
で
回
復

―
震
災
復
興
に
向
け
て
ま
ち
づ
く
り
を
推
進―

浪江町の盆踊り。平成23年８月、避難先
の二本松市の夏祭りの中で開催された

復興まちづくりのワークショップの様子

012-福島県二本松市.indd   12012-福島県二本松市.indd   12 2014/02/12   14:33:092014/02/12   14:33:09



平成25年度 ● 地域づくり　総務大臣表彰

2014・3月号13

高
度
成
長
期
に
宅
地
開
発
、

急
速
に
進
む
高
齢
化

　

阿
見
町
筑
見
区
は
、
茨
城
県
南
部
の
筑

波
山
、
霞
ケ
浦
を
望
む
風
光
明
媚
な
台
地

に
広
が
る
阿
見
町
の
西
部
に
位
置
し
、
昭

和
44
年
か
ら
宅
地
開
発
が
進
み
、
現
在
３

５
６
世
帯
の
住
宅
団
地
で
あ
る
。

　

当
初
、
地
元
の
農
村
集
落
主
体
の
行
政

区
に
含
ま
れ
て
い
た
が
、
自
治
会
を
設
置

す
る
機
運
が
高
ま
り
、
昭
和
51
年
４
月
に

自
主
的
に
自
治
会
を
組
織
し
た
。そ
の
後
、

昭
和
55
年
10
月
に
行
政
区
と
し
て「
筑
見
」

が
定
め
ら
れ
、「
筑
見
区
自
治
会
」
と
な
っ

た
。

　

筑
見
区
は
高
度
経
済
成
長
期
に
宅
地
開

発
が
進
み
、
入
居
が
短
期
間
に
行
わ
れ
た

た
め
、
そ
の
後
、
高
齢
化
が
一
挙
に
進
み
、

平
成
25
年
現
在
、
高
齢
化
率
は
32
・
９
％

と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま

え
、
今
後
の
福
祉
の
あ
り
方
を
検
討
す
る

た
め
自
治
会
で

は
「
筑
見
福
祉

計
画
策
定
委
員

会
」を
設
置
し
、

平
成
23
年
３
月

に
「
筑
見
福
祉

計
画
（
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
）」
を

策
定
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
福
祉
活

動
を
推
進
し
て
い
る
。

地
域
高
齢
者
へ
の
福
祉
支
援
活
動

　

筑
見
区
自
治
会
で
は
、
平
成
11
年
に
病

院
、
駅
な
ど
へ
の
足
と
し
て
、
高
齢
者
な

ど
の
送
迎
シ
ス
テ
ム
「
ふ
れ
あ
い
」、
翌

年
に
は
高
齢
者
の
健
康
維
持
を
支
え
る
活

動
と
し
て
「
筑
見
い
き
い
き
」
を
開
始
し

た
。

　

ま
た
、「
筑
見
福
祉
計
画
（
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
）」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
、
平
成
24

年
か
ら
は
高
齢
者
や
身
体
障
害
者
を
支
援

す
る
た
め
、
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
方
式
に
よ
る

「
つ
く
み
支
え
合
い
」
を
始
め
た
。
こ
の

事
業
は
、
支
援
内
容
と
支
援
者
を
掲
載
し

た
冊
子
「
つ
く
み
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
」
を
作

成
。
支
援
を
受
け
た
い
高
齢
者
な
ど
が
こ

の
冊
子
を
見
て
、
直
接
、
支
援
者
に
依
頼

す
る
仕
組
み
。
支
援
内
容
は
、
蛍
光
灯
の

取
り
替
え
、
自
転
車
の
パ
ン
ク
修
理
な
ど

29
項
目
あ
り
、
料
金
は
基
本
的
に
無
料
。

た
だ
内
容
に
よ
っ
て
は
実
費
を
支
払
う
。

　

一
方
、
阿
見
町
に
は
デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
が
あ
る
が
、
土
・
日
曜
日
・
祝
日
に

は
運
休
と
な
る
。
こ
の
た
め
自
治
会
が
土

日
や
祝
日
に
「
つ
く
み
乗
り
合
い
」
事
業

を
実
施
、
高
齢
者
が
買
い
物
を
気
軽
に
で

き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

　

高
齢
者
な
ど
の
交
流
拠
点
「
筑
見
ふ
れ

あ
い
館
」
は
、
高
齢
者
、
身
体
障
害
者
な

ど
の
「
み
ん
な
と
交
流
し
た
い
。
そ
ん
な

場
所
が
身
近
に
あ
れ
ば
」と
の
意
見
か
ら
、

防
災
倉
庫
を
改
装
し
て
開
設
し
た
。
コ
ー

ヒ
ー
な
ど
が
飲
め
る
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
や
こ

ど
も
図
書
室
、
多
目
的
室(

卓
球
、
催
し

物
な
ど
に
利
用)

な
ど
が
あ
り
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
マ
ス
タ
ー
に
よ
り
月
曜
日
〜
土

曜
日
に
運
営
し
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、「
安
否
確
認
シ
ス
テ
ム
」は
、

自
主
防
災
組
織
が
本
格
的
な
防
災
訓
練
を

毎
年
行
っ
て
い
る
中
で
、
要
援
護
者
の
確

認
方
法
を
検
討
し
確
立
し
た
。
災
害
時
の

要
援
護
者
（
一
人
暮
ら
し
の
70
歳
以
上
の

高
齢
者
や
障
害
者
）
に
対
し
、
地
震
等
の

災
害
発
生
時
に
近
所
に
住
む
人
が
安
否
確

認
を
行
い
、
自
主
防
災
組
織
に
報
告
し
、

安
否
を
確
認
す
る
シ
ス
テ
ム
で
、
平
成
21

年
か
ら
実
施
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、
昨
年
は

福
祉
・
文
化
顕
彰
（
常
陽
新
聞
厚
生
文
化

事
業
団
）
を
受
賞
し
た
。
福
祉
活
動
の
推

進
に
大
き
く
貢
献
し
た
前
自
治
会
長
や
関

係
者
の
皆
様
に
深
く
謝
意
を
表
し
た
い
。

　

急
激
に
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
筑
見
区

に
住
む
人
々
が
、
こ
の
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
全
・
安
心
に
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、

今
後
も
「
共
助
の
精
神
」
を
大
切
に
し
な

が
ら
、
現
在
の
福
祉
活
動
を
継
続
し
て
い

く
と
と
も
に
、「
筑
見
福
祉
計
画
（
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
）」
に
基
づ
き
、
さ
ら
に
福
祉

施
策
・
支
援
を
拡
大
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

会
長　

●　

中
川
純
一

茨
城
県
阿
見
町

団
体
表
彰

筑つ
く

見み

区
自
治
会

高
齢
化
に
向
け
、多
様
な
福
祉
活
動
を
展
開

―

「
買
い
物
の
足
」確
保
や
交
流
拠
点
整
備―

買い物の足を確保する「つくみ乗り合い」。日曜
日、支援者のマイカーを利用してスーパーに買
い物に出かける様子

「筑見ふれあい館」。テーブルを囲み、和やかに
談笑する人々
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ふ
れ
あ
い
の
場
所
と
し
て

　

江
戸
川
区
民
の
平
均
年
齢
は
42
・
36
歳

（
平
成
25
年
１
月
）
と
、
東
京
23
区
で
２

番
目
に
若
い
で
す
が
、
高
齢
化
は
着
実
に

進
ん
で
お
り
、
区
は
熟
年
者
（
江
戸
川
区

で
は
高
齢
者
を
こ
う
呼
称
し
ま
す
）
や
子

育
て
の
た
め
の
福
祉
施
策
を
中
心
に
据

え
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
礎
に
し
た「
共

育
・
協
働
」
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

東
京
都
公
衆
浴
場
業
生
活
衛
生
同
業
組

合
江
戸
川
支
部
は
銭
湯
の
組
合
で
す
。
現

在
、
区
内
に
は
47
カ
所
の
銭
湯
が
あ
り
ま

す
。
全
国
的
に
も
家
庭
風
呂
の
普
及
で
銭

湯
利
用
者
が
減
少
し
、
廃
業
が
相
次
い
で

い
る
中
、
江
戸
川
支
部
で
は
江
戸
川
区
と

連
携
し
て
、
利
用
者
を
増
や
す
た
め
の

様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
毎
月
、
四
季
折
々
に
ち
な
ん
だ

「
イ
ベ
ン
ト
湯
」
を
実
施
し
、
記
念
品
を

配
布
し
た
り
、
無
料
入
浴
日
を
設
け
た
り

し
て
「
銭
湯
の
良
さ
」
を
知
っ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
、
家
族
と

の
会
話
や
、
裸
の
付
き
合
い
を
通
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
所
と
し
て
銭
湯

を
活
用
す
る
こ
と
で
、
心
身
共
に
健
康
で

健
全
な
地
域
づ
く
り
の
場
と
な
っ
て
い
ま

す
。銭

湯
利
用
に
向
け

様
々
な
イ
ベ
ン
ト

　

熟
年
者
が
外
出
を
す
る
き
っ
か
け
づ
く

り
と
し
て
「
東
京
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
（
入
浴
）

寄
席
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業

は
銭
湯
の
湯
上
が
り
処
で
行
う
講
談
で
、

故
・
田
辺
一
鶴
師
匠
か
ら
現
在
は
弟
子
で

あ
っ
た
宝
井
駿
之
介
氏
へ
と
引
き
継
が
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
13
年
か
ら
は
長
寿
・
健
康

施
策
と
し
て

「
健
康
長
寿

協
力
湯
事

業
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。

区
内
在
住
の

65
歳
以
上
の

方
に
入
浴
証

を
発
行
し
、

通
常
料
金
４

５
０
円
の
と

こ
ろ
、
約
半
額
の
２
２
０
円
で
何
度
で
も

銭
湯
を
利
用
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。
こ
の

事
業
は
大
変
好
評
で
、
年
間
延
べ
約
１
２

４
万
人
の
熟
年
者
に
利
用
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
敬
老
の
日
に
は
区
内
の
小
・

中
学
生
に
参
加
を
募
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
熟
年
者
の
背
中
を
流
す
「
お
背
中
流
し

隊
」
の
事
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。
普
段
ふ

れ
あ
う
機
会
が
少
な
い
熟
年
者
と
子
ど
も

た
ち
が
、
背
中
を
流
す
こ
と
に
よ
り
世
代

を
超
え
た
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
２
月
に
は
、「
銭
湯
の
背
景

展
」
の
イ
ベ
ン
ト
に
合
わ
せ
、
ゆ
る
キ
ャ

ラ
「
お
湯
の
富
士
」
を
用
い
た
広
報
活
動

や
区
内
銭
湯
マ
ッ
プ
の
配
布
、
銭
湯
Ｐ
Ｒ

商
品
の
販
売
も
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、「
お

湯
の
富
士
ス
タ
ン
プ
ら
り
〜
」も
実
施
し
、

入
浴
し
た
銭
湯
の
軒
数
に
応
じ
た
オ
リ
ジ

ナ
ル
グ
ッ
ズ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
、
全
浴
場

入
浴
者
を
「
お
湯
の
富
士
マ
イ
ス
タ
ー
」

に
認
定
し
、
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

江
戸
川
区
で
は
、
熟
年
者
人
口
の
増
加

に
合
わ
せ
、
銭
湯
の
利
用
者
も
増
え
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
江
戸
川
区
と
連
携
し
た

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
や
、「
お
湯
の

富
士
」
な
ど
を
利
用
し
て
区
内
の
銭
湯
が

活
性
化
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
私
た
ち

は
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
地
域
や
江
戸
川
区
と
協
力
し

て
、
銭
湯
を
利
用
し
た
介
護
予
防
・
健
康

教
室
・
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
イ
ベ
ン
ト

湯
な
ど
を
開
催
し
、
よ
り
多
く
の
区
民
の

み
な
さ
ん
に
銭
湯
を
利
用
し
て
い
た
だ
く

よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。
健
康
維
持
、
介

護
予
防
、
ひ
き
こ
も
り
の
防
止
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
拠
点
の
場
と
し
て
も
、
さ
ら
な

る
発
展
、
活
性
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

支
部
長　

●　

竹
内
善
衛

東
京
都
江
戸
川
区

団
体
表
彰

東
京
都
公
衆
浴
場
業
生
活
衛
生
同
業
組
合
江
戸
川
支
部

銭
湯
を
活
用
し
、健
康
な
地
域
づ
く
り

―
多
様
な
イ
ベ
ン
ト
で
利
用
者
も
増
加―

講談師の宝井駿之介氏による「東京ニューヨーク
寄席」

小中学生ボランティアの「お背中流し隊」。世代を
超えた交流の場になっている
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コ
マ
大
戦
の
始
ま
り

　

日
本
の
製
造
業
、
町
工
場
に
活
気
を
取

り
戻
し
た
い
。
中
小
企
業
の
経
営
者
に
何

が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

地
元
・
神
奈
川
県
の
経
営
者
仲
間
同
士

の
話
し
合
い
の
場
に
、
た
ま
た
ま
持
ち
込

ま
れ
た
小
さ
な
コ
マ
。
そ
れ
は
海
外
の
展

示
会
で
の
ノ
ベ
ル
テ
ィ
グ
ッ
ズ
（
企
業
が

宣
伝
な
ど
を
目
的
に
無
料
配
布
す
る
記
念

品
）
と
し
て
配
布
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。

町
工
場
の
職
人
が
作
っ
た
コ
マ
が
見
事
に

回
り
続
け
る
の
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、

こ
の
技
術
力
を
「
喧
嘩
コ
マ
」
で
競
い
合

わ
せ
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
コ
マ

大
戦
の
始
ま
り
で
し
た
。
こ
の
思
い
つ
き

が
全
国
の
中
小
製
造
業
者
に
火
を
つ
け
た

の
で
す
。

　

こ
う
し
て
平
成
24
年
２
月
、
全
国
か
ら

名
乗
り
を
上
げ
た
21
チ
ー
ム
に
よ
り
コ
マ

大
戦
の
第
１
回
全
国
大
会
が
横
浜
市
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
皮
切
り
に
平
成

25
年
の
第
２
回
全
国
大
会
に
向
け
、
全
国

約
２
０
０
チ
ー
ム
が
各
地
で
の
予
選
に
参

加
し
、
激
闘
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
大
人

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
各
地
の
工
業
高

校
や
高
専
も
授
業
の
一
環
と
し
て
「
コ
マ

大
戦
」
を
取
り
上
げ
る
よ
う
に
な
り
、
全

国
工
業
高
等
学
校
長
協
会
は
誰
で
も
参
加

で
き
る
戦
い
に
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
に

は
な
い
楽
し
さ
を
見
出
し
て
後
援
を
引
き

受
け
て
く
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
が
作
っ
て
戦
え
る
コ
マ
キ
ッ
ト

も
町
工
場
の
ア
イ
デ
ア
で
製
作
さ
れ
、
今

で
は
各
地
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
子
ど
も
た

ち
が
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
子
ど
も
コ
マ
大

戦
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
キ
ッ
ト
は

高
齢
者
施
設
で
も
介
護
予
防
・
認
知
症
防

止
策
と
し
て
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

コ
マ
大
戦
協
会
が
発
足

　

コ
マ
大
戦
の
開
催
・
運
営
を
よ
り
円
滑

に
行
う
た
め
、
平
成
25
年
４
月
、
特
定
非

営
利
活
動
団
体
・
全
日
本
製
造
業
コ
マ
大

戦
協
会
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。
会
長
以
下

60
名
の
メ
ン
バ
ー
の
ほ
と
ん
ど
が
中
小
企

業
の
経
営
者
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ

様
々
な
ス
キ
ル
を
存
分
に
発
揮
し
て
年
間

50
回
以
上
も
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
で
の

コ
マ
大
戦
を
企
画
運
営
し
て
い
ま
す
。
今

後
は
更
な
る
飛
躍
を
遂
げ
る
た
め
に
法
人

化
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
、
私
た
ち
の
コ
マ
大
戦
は

様
々
な
分
野
か
ら
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

中
小
企
業
白
書
２
０
１
３
年
版
で
は
コ

マ
大
戦
に
参
画
し
て
い
る
企
業
３
社
が

「
新
事
業
展
開
を
実
施
し
た
企
業
」
と
し

て
掲
載
さ
れ
、
私
が
経
営
す
る
株
式
会
社

ミ
ナ
ロ
は
「
全
日
本
製
造
業
コ
マ
大
戦
を

主
催
し
、
製
造
業
の
活
性
化
に
取
り
組
む

企
業
」
と
し
て
記
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
25
年
度
「
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ

ン
の
芽
の
発
掘
・
連
携
促
進
事
業
」
に
係

る
地
域
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
一
つ
と
し
て
採
択
さ
れ
、
日
本
の
技

術
力
の
集
約
で
あ
る
コ
マ
の
売
り
込
み
や

海
外
事
業
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
等
を
通

じ
、
わ
が
国
の
技
術
力
を
海
外
に
周
知
さ

せ
る
べ
く
専
門
家
や
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の

方
々
と
議
論
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
優
れ
た
メ
セ
ナ
活
動
に
貢

献
し
た
企
業
や
団
体
を
表
彰
す
る
「
メ
セ

ナ
ア
ワ
ー
ド
２
０
１
３
」
で
は
、
産
業
を

支
え
る
高
度
な
技
術
力
と
も
の
づ
く
り
の

精
神
を
コ
マ
と
い
う
遊
び
を
通
じ
て
社
会

に
広
め
、
各
社
が
独
自
性
を
発
揮
し
な
が

ら
連
携
を
図
り
創
造
的
に
産
業
の
活
性
化

を
目
指
し
て
い
る
、
と
い
う
高
い
評
価
を

受
け
、「
メ
セ
ナ
大
賞
」
を
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

海
外
チ
ー
ム
の
参
加
も

　

こ
の
よ
う
に
日
本
全
国
を
巻
き
込
ん
だ

「
コ
マ
大
戦
」
で
す
が
、
次
の
ス
テ
ッ
プ

と
し
て
来
年
２
月
の
第
３
回
全
国
大
会
は

海
外
の
チ
ー
ム
も
参
加
す
る
世
界
大
会
に

し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
町
工
場
の
高
い
技
術
力
を
元
に

コ
マ
大
戦
メ
ン
バ
ー
企
業
が
海
外
に
事
業

展
開
を
し
て
い
く
こ
と
、
ま
た
海
外
市
場

獲
得
の
み
な
ら
ず
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致
を

最
終
目
的
と
し
て
「
コ
マ
大
戦
」
は
発
展

を
続
け
て
い
き
ま
す
。

会
長　

●　

緑
川
賢
司

神
奈
川
県
横
浜
市

団
体
表
彰

特
定
非
営
利
活
動
団
体
・
全
日
本
製
造
業
コ
マ
大
戦
協
会

「
コ
マ
大
戦
」通
じ
、産
業
の
活
性
化
め
ざ
す

―
海
外
か
ら
の
参
加
も
視
野
に―

ガッツポーズする参加者

コマ大戦の様子。真剣な表情の参加者
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雪
を
逆
手
に
取
っ
た
ま
ち
お
こ
し

　

新
潟
県
上
越
市
安
塚
区
は
、
最
高
積
雪

深
が
２
〜
３
㍍
以
上
に
も
な
る
日
本
有
数

の
豪
雪
地
帯
で
す
。
合
併
前
の
安
塚
町
時

代
、
昭
和
61
年
に
は
日
本
で
初
め
て
雪
そ

の
も
の
を
商
品
化
し
た
「
雪
の
宅
配
便
」、

昭
和
62
年
２
月
に
は
東
京
に
ダ
ン
プ
カ
ー

４
５
０
台
も
の
雪
を
運
び
こ
ん
だ
「
サ
ヨ

ナ
ラ
後
楽
園
球
場
ス
ノ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
で
全
国
的
に
一
躍
注
目
を
浴
び
ま
し

た
。

　

そ
し
て
安
塚
町
は
雪
を
逆
手
に
取
っ
た

ま
ち
お
こ
し
の
取
り
組
み
と
し
て
、
外
部

と
の
交
流
を
図
り
な
が
ら
、
雪
国
ら
し
い

文
化
、
経
済
、
生
活
の
在
り
方
を
目
標
と

し
た
「
雪
国
文
化
村
構
想
」
を
掲
げ
ま
し

た
。
こ
の
構
想
を
具
現
化
し
て
い
く
た
め

に
、
ま
ち
づ
く
り
の
手
法
を
探
り
、
充
実

し
た
活
動
と
よ
り
高
度
で
機
能
的
な
研

究
・
実
践
組
織
と
し
て
、
平
成
2
年
9
月

に
「
財
団
法
人
雪
だ
る
ま
財
団
」
が
誕
生

し
ま
し
た
。

　

財
団
で
は
雪
国
文
化
圏
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
、
雪
だ
る
ま
大
賞
の
制
定
、
雪
の
情
報

紙
の
発
行
、
人
材
育
成
事
業
、
雪
関
連
等

の
研
究
・
調
査
・
設
計
な
ど
様
々
な
事
業

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

安
塚
町
で
は
平
成
４
年
に
雪
利
用
施
設

が
初
め
て
完
成
し
、
現
在
で
は
公
共
施
設

を
中
心
に
上
越
市
内
で
15
、
う
ち
安
塚
に

は
12
の
雪
利
用
施
設
（
夏
場
の
冷
房
に
利

用
す
る
施
設
な
ど
）
が
あ
り
ま
す
。
平
成

18
年
か
ら
は
雪
の
市
民
会
議
を
全
国
各
地

で
毎
年
開
催
し
、
雪
の
利
活
用
や
利
雪
技

術
の
開
発
・
普
及
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

雪
・
自
然
・
人
を
活
か
し
て

　

一
方
、
平
成
11
年
か
ら
は
、
体
験
型
観

光
と
し
て
学
校
を
中
心
に
受
け
入
れ
を
開

始
し
ま
し
た
。

　

財
団
は
、
自
然
と
農
林
漁
業
と
人
を
資

源
と
し
た
「
越
後
田
舎
体
験
」
の
事
務
局

と
し
て
、
交
流
人
口
の
拡
大
と
経
済
・
地

域
活
性
化
の
推
進
に
努
め
、
現
在
は
上
越

市
と
十
日
町
市
で
、
年
間
45
団
体
の
受
け

入
れ
を
行
い
、「
1
億
円
産
業
」
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、地
域
の
良
さ
を
知
り
、

観
光
資
源
の
掘
り
起
こ
し
を
し
よ
う
と
地

域
め
ぐ
り
を
行
い
、
平
成
25
年
度
は
「
ほ

ほ
え
み
巡
り
旅
」
と
い
う
旅
行
商
品
と
し

て
売
り
出
し
、体
験
・
交
流
の
推
進
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
の
東
日
本
大
震
災
の
あ
と

は
、
雪
エ
ネ
ル
ギ
ー
ヘ
の
関
心
が
特
に
高

ま
り
ま
し
た
。
新
潟
県
内
外
の
方
か
ら
の

問
い
合
わ
せ
や
視
察
が
増
え
、新
潟
県
内
、

長
野
県
北
部
な
ど
で
雪
室
の
建
設
も
進

み
、
雪
室
に
保
存
し
た
食
材
が
脚
光
を
浴

び
て
い
ま
す
。

　

私
ど
も
財
団
で
は
雪
利
用
施
設
に
関
す

る
技
術
や
運
営
等
で
行
政
・
団
体
・
企
業

な
ど
へ
の
ご
支
援
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
ま
た
、
未
来
あ
る
子
ど
も
た
ち

に
夢
の
あ
る
雪
国
を
伝
え
る
た
め
に
、
上

越
市
な
ど
の
学
校
に
雪
の
出
前
授
業
を

行
っ
て
い
る
ほ
か
、
都
会
か
ら
来
る
学
校

に
は
雪
の
利
活
用
策
を
伝
え
て
い
ま
す
。

今
後
、
全
国
の
雪
国
で
雪
の
利
活
用
の
推

進
・
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、地
域
の
資
源
で
あ
る
雪
・

自
然
・
人
を
有
効
に
活
用
し
、
雪
に
関
す

る
研
究
を
進
め
、
快
適
で
楽
し
い
雪
国
の

生
活
の
あ
り
方
を
提
案
し
、
地
域
社
会
の

発
展
と
雪
国
生
活
の
向
上
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

理
事
長　

●　

小
林
美
佐
子

新
潟
県
上
越
市

団
体
表
彰

公
益
財
団
法
人
雪
だ
る
ま
財
団

雪
国
の
資
源
を
活
用
し
、地
域
を
豊
か
に

―
冷
房
利
用
や
雪
室
、体
験
型
観
光
も
推
進―

雪山トレッキング体験の様子

「雪のまちみらい館」の雪入れの模様。夏の冷房に利用される
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山
梨
県
小
菅
村
は
人
口
約
７
４
０
名
で

少
子
高
齢
化
の
進
む
典
型
的
な
過
疎
地
域

で
あ
る
。
村
で
は
小
菅
川
が
多
摩
川
水
系

の
源
流
で
あ
る
こ
と
か
ら「
源
流
」を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
し
て
村
づ
く
り
を
進
め
て
い

る
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
多
摩
源
流
こ
す
げ
」
は
、

平
成
20
、
21
年
度
に
内
閣
府
の
「
地
方
再

生
戦
略
」
に
関
す
る
補
助
を
受
け
、
地
域

の
特
有
な
資
源
に
着
目
し
、「
ひ
と
・
も
の
・

し
げ
ん
」
を
ツ
ー
ル
に
し
て
各
種
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
山
村
再
生
の
事

業
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

「
ひ
と
」
を
活
か
す

　

ま
ず
、
当
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
事
業
に
「
多
摩
川

源
流
体
験
教
室
」
が
あ
る
。
こ
の
教
室
の

目
的
は
上
流
域
と
下
流
域
の
人
々
の
繋
が

り
を
大
切
に
し
て
、
流
域
全
体
で
水
源
地

を
守
る
こ
と
に
あ
る
。
毎
年
１
０
０
０
人

の
参
加
者
が
村
を
訪
れ
、
源
流
の
素
晴
ら

し
さ
と
厳
し
さ
を
体
験
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
東
京
農
業
大
学
と
小
菅
村
に
よ

る
「
多
摩
川
源
流
大
学
」
で
は
、
都
市
と

農
村
を
結
ぶ
人
材
の
育

成
を
図
っ
て
い
る
。
学

生
は
、
村
民
と
協
働
す

る
こ
と
で
キ
ャ
ン
パ
ス

で
は
学
ぶ
こ
と
の
で
き

な
い
山
村
の
貴
重
な
生

活
文
化
や
生
活
の
知
恵

に
触
れ
て
い
る
が
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
で
は
こ
う
し
た
学
生
の
受
け
入
れ
や

活
動
の
支
援
に
当
た
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
２
つ
の
体
験
事
業
は
源
流
域
に

対
す
る
理
解
を
深
め
、
上
流
域
と
下
流
域

の
交
流
に
役
立
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
総
務
省
の
「
地
域
お
こ
し
協

力
隊
」
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
ス
タ
ッ
フ
（
現
在
３

人
）
と
し
て
受
け
入
れ
て
お
り
、
村
に
移

住
し
た
協
力
隊
の
若
者
が
地
域
行
事
に
参

加
し
、
伝
統
芸
能
の
継
承
や
特
産
品
の
開

発
・
販
売
に
携
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
都
市

住
民
と
の
交
流
事
業
を
応
援
し
た
り
、
新

し
い
形
で
の
情
報
発
信
を
展
開
し
た
り
し

て
、
地
域
の
活
性
化
に
大
き
く
貢
献
し
て

い
る
。

「
も
の
」
を
活
か
す

　

元
気
な
村
づ
く
り
を
目
指
し
て
結
成
さ

れ
た
「
源
流
百
姓
の
会
」
は
村
の
新
た
な

特
産
品
と
し
て
「
マ
コ
モ
タ
ケ
」
の
栽
培

や
在
来
種
で
あ
る
ジ
ャ
ガ
イ
モ（
富
士
種
）

の
復
活
を
試
み
て
い
る
。「
多
摩
源
流
こ

す
げ
」
は
、
こ
れ
ら
の
特
産
品
の
販
路
拡

大
を
担
当
し
、
県
内
外
の
飲
食
店
へ
の
出

荷
や
イ
ベ
ン
ト
へ
の
直
接
販
売
を
手
掛
け

て
い
る
。
今
後
は
、
村
内
の
漬
物
加
工
グ

ル
ー
プ
と
協
働
で
加
工
品
開
発
を
行
う
な

ど
村
内
各
種
団
体
と
の
連
携
を
強
化
す
る

考
え
だ
。

「
し
げ
ん
」
を
活
か
す

　

森
林
資
源
を
活
用
し
た
事
業
で
は
、
企

業
の
社
会
貢
献
活
動
で
あ
る
「
企
業
の
森

づ
く
り
」
が
あ
る
。
低
迷
す
る
木
材
価
格

や
高
齢
化
の
た
め
、
手
入
れ
の
行
き
届
か

な
い
山
村
の
森
を
対
象
に
、
企
業
が
間
伐

や
植
栽
活
動
を
行
い
、
健
全
な
森
づ
く
り

を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
下
流
域
の
住
民

が
「
木
こ
り
倶
楽
部
」
を
編
成
し
、
森
づ

く
り
に
参
加
し
て
お
り
、
こ
の
活
動
で
地

元
村
民
と
下
流
域
住
民
の
相
互
交
流
が
生

ま
れ
、
新
た
な
展
開
も
見
ら
れ
る
。

　
「
多
摩
源
流
こ
す
げ
」
で
は
「
企
業
の

森
づ
く
り
」
や
「
木
こ
り
倶
楽
部
」
の
活

動
が
円
滑
に
進
む
よ
う
調
整
役
を
務
め
て

い
る
。

　

こ
の
ほ
か
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
主
催
す
る
「
村
民

が
案
内
す
る
小
菅
村
ツ
ア
ー
」
は
村
の
貴

重
な
資
源
で
あ
る
景
観
や
人
物
の
紹
介
を

は
じ
め
、
特
産
品
の
生
産
現
場
、
間
伐
材

を
利
用
し
た
木
工
品
、
伝
承
さ
れ
る
竹
細

工
づ
く
り
の
見
学
を
行
っ
て
い
る
。
ツ

ア
ー
参
加
者
に
は
村
民
に
よ
る
個
性
あ
る

解
説
が
好
評
だ
。
マ
ン
ネ
リ
化
し
な
い
よ

う
内
容
の
充
実
も
心
が
け
、
リ
ピ
ー
タ
ー

も
多
い
。

　

山
村
の
再
生
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い

が
、
村
づ
く
り
に
従
事
し
て
い
る
も
の
に

と
っ
て
今
回
の
受
賞
は
大
き
な
励
み
で
あ

る
。
こ
れ
を
機
会
に
今
後
さ
ら
に
山
村
地

域
の
振
興
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

代
表
理
事　

●　

小
泉　

守

山
梨
県
小
菅
村

団
体
表
彰

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
多
摩
源
流
こ
す
げ

多
摩
川
源
流
の「
資
源
」を
活
か
す
村
づ
く
り

―
下
流
域
住
民
と
の
出
会
い
を
大
切
に―

村の新たな特産品「マコモタケ」を持
つ「源流百姓の会」のメンバー

「企業の森づくり」。森林整備に励む会
社員ら
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地
域
の
宝
物
を
探
し
て

　

長
野
県
飯
山
市
は
県
北
部
に
位
置
し
、

全
域
が
特
別
豪
雪
地
帯
に
指
定
さ
れ
、
関

田
山
脈
の
稜
線
を
県
境
に
新
潟
県
妙
高

市
・
上
越
市
と
接
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
平
成
２
年
か
ら
平
成
14
年
ま
で
飯

山
市
長
を
つ
と
め
て
お
り
ま
し
た
が
、
平

成
12
年
、
当
時
の
建
設
省
か
ら
、「
広
域

に
ま
た
が
る
地
域
連
携
の
よ
う
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
支
援
し
た
い
が
何
か
な
い

か
」
と
い
う
お
話
を
頂
き
ま
し
た
。
昭
和

44
年
に
飯
山
市
藤
沢
に
入
植
し
、
牧
場
経

営
を
し
な
が
ら
関
田
山
脈
に
広
が
る
広
大

な
ブ
ナ
林
の
素
晴
ら
し
さ
に
魅
せ
ら
れ
て

い
た
私
に
と
っ
て
、
両
県
に
ま
た
が
る
地

域
連
携
と
い
え
ば
こ
の
地
以
外
は
な
い
と

考
え
、
自
然
に
負
荷
を
あ
ま
り
か
け
な
い

方
法
で
の
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
構
想
を
提
案

い
た
し
ま
し
た
。
幸
い
、
ソ
フ
ト
事
業
の

資
金
を
頂
き
、
長
野
・
新
潟
両
県
の
有
識

者
で
構
成
す
る
信
越
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
委
員

会
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

豊
か
な
自
然
と
多
様
な
文
化
や
植
栽
の

共
存
、
そ
れ
が
信
越
県
境
エ
リ
ア
の
特
徴

で
す
。
そ
こ
に
大
型
機
械
は
使
わ
ず
、
熊

の
爪
痕
の
よ
う
な
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ル
ー
ト

を
作
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
と
考
え
ま
し

た
。
こ
れ
が
日
本
初
の
本
格
的
ロ
ン
グ
ト

レ
イ
ル
「
信
越
ト
レ
イ
ル
」
の
出
発
点
で

す
。

　

山
麓
や
山
腹
を
歩
き
、
自
然
や
景
観
、

地
域
の
文
化
を
楽
し
む
。
登
山
と
は
異
な

る
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
と
い
う
新
し
い
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
を
提
案
し
た
い
と
い
う
思
い
が

あ
り
、
委
員
会
で
は
、
ま
ず
こ
の
地
域
に

ど
ん
な
宝
物
が
あ
る
の
か
調
べ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
関
田
山
脈
に
は
、
か
つ
て
信

州
と
越
後
の
人
が
行
き
来
し
た
峠
や
、
上

杉
謙
信
が
川
中
島
の
合
戦
の
際
に
兵
を
休

め
た
大
将

陣
な
ど
歴

史
的
遺
構

も
多
く
、

ま
た
多
様

な
生
き
物

が
生
息
す

る
場
所
で

あ
る
こ
と

が
分
か
り

ま
し
た
。

　

委
員
会
の
自
然
生
態
調
査
・
研
究
は
平

成
14
年
度
で
終
了
し
ま
し
た
。
３
年
間
の

実
績
と
し
て
関
田
山
脈
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

ル
ー
ト
設
置
が
具
体
化
し
、
平
成
15
年
度

に
は
そ
れ
を
実
現
す
べ
く
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
信
越
ト
レ
イ
ル
ク
ラ
ブ
」
が
発
足
し
ま

し
た
。

官
民
連
携
に
よ
る
取
り
組
み

　

ト
レ
イ
ル
の
整
備
に
あ
た
っ
て
は
地
区

ご
と
に
住
民
説
明
会
を
行
い
、
地
域
の

方
々
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
か

つ
て
あ
っ
た
古
道
や
国
有
林
の
管
理
道
を

人
力
で
復
元
し
、
持
続
的
な
ト
レ
イ
ル
の

利
用
と
維
持
管
理
を
目
指
し
、
平
成
20
年

の
全
線
（
斑
尾
山
〜
天
水
山
）
開
通
ま
で

に
延
べ
２
０
０
０
人
以
上
も
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
参
加
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
北
信
森
林

管
理
署
・
上
越
森
林
管
理
署
と
ル
ー
ト
整

備
や
維
持
な
ど
で
協
力
す
る
協
定
を
結

び
、
ト
レ
イ
ル
が
適
切
に
整
備
・
維
持
管

理
・
利
用
さ
れ
る
よ
う
、
調
査
・
整
備
等

の
人
的
支
援
や
作
業
の
技
術
指
導
を
頂
い

て
お
り
ま
す
。

　

利
用
者
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
一
昨

年
に
は
６
カ
所
に
テ
ン
ト
サ
イ
ト
が
オ
ー

プ
ン
し
、
テ
ン
ト
泊
で
の
縦
走
を
楽
し
む

若
い
世
代
や
、
海
外
か
ら
の
お
客
様
に
も

ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

小
中
学
校
や
企
業
も
自
然
環
境
教
育
の
一

環
と
し
て
地
元
の
登
録
ガ
イ
ド
付
で
歩
い

て
お
ら
れ
ま
す
。
ト
レ
イ
ル
を
歩
き
、
自

然
や
文
化
に
触
れ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、

そ
れ
を
大
事
に
し
よ
う
と
い
う
心
を
育
む

の
で
は
な
い
か
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
27
年
春
に
は
、
北
陸
新
幹
線
・
飯

山
駅
が
開
業
し
ま
す
。
豪
雪
地
な
ら
で
は

の
美
し
い
ブ
ナ
の
森
の
里
山
が
皆
様
の
お

越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

代
表
理
事　

●　

小
山
邦
武

長
野
県
飯
山
市

団
体
表
彰

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
信
越
ト
レ
イ
ル
ク
ラ
ブ

日
本
初
の
本
格
的
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
を
整
備

―
官
民
連
携
で「
飯
山
の
宝
」を
未
来
へ―

稜線を信越トレイルが貫く春の関田山脈

信越トレイルは自然環境教育の場としても活用さ
れている
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廃
線
を
活
用
し
、

レ
ー
ル
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク

　

飛
騨
市
神
岡
町
は
岐
阜
県
の
最
北
端
に

位
置
す
る
、
山
間
の
小
さ
な
鉱
山
の
町
で

す
。
こ
の
神
岡
町
に
は
か
つ
て
神
岡
鉱
山

と
と
も
に
歩
ん
だ
１
０
０
年
を
超
え
る
歴

史
を
持
つ
鉄
道
が
あ
り
ま
し
た
。
町
の
基

幹
産
業
で
あ
る
鉱
山
か
ら
の
物
資
を
運
ぶ

た
め
の
輸
送
手
段
と
し
て
、
ま
た
日
本
で

も
有
数
の
豪
雪
地
帯
で
あ
る
奥
飛
騨
か
ら

富
山
県
側
へ
の
生
命
線
と
し
て
国
道
が
不

通
に
な
っ
た
日
で
も
１
日
も
休
ま
ず
走
り

続
け
た
自
慢
の
鉄
道
で
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
第
三
セ
ク
タ
ー
の
神
岡
鉄
道
を
最

後
に
平
成
18
年
12
月
１
日
に
廃
線
と
な
り

ま
し
た
。

　

神
岡
鉄
道
は
廃
線
と
な
り
ま
し
た
が
、

そ
の
軌
道
は
地
元
町
民
の
歴
史
や
ル
ー
ツ

を
物
語
る
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
存
在
で
あ

り
、
そ
の
心
の
財
産
と
も
い
う
べ
き
鉄
路

を
限
り
な
く
そ
の
ま
ま
の
形
で
保
存
し
、

守
り
続
け
、
後
世
に
伝
え
て
い
く
た
め
に

利
活
用
に
よ
る
町
お
こ
し

を
進
め
ま
し
た
。
単
純
に

風
景
を
残
す
こ
と
だ
け
を

目
的
と
せ
ず
、
何
か
乗
っ

て
楽
し
い
物
を
走
ら
せ
る

こ
と
で
有
料
の
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
収
益
を
確
保
し
、

そ
の
収
益
の
中
か
ら
保
存

に
関
わ
る
経
費
を
捻
出

し
、「
守
り
人
」た
ち
の
雇
用
を
確
保
す
る
、

そ
し
て
こ
の
乗
り
物
が
町
お
こ
し
の
起
爆

剤
と
な
っ
た
ら
…
そ
ん
な
地
域
住
民
た
ち

の
思
い
が「
レ
ー
ル
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
・

ガ
ッ
タ
ン
ゴ
ー
」
を
誕
生
さ
せ
ま
し
た
。

沿
線
の
魅
力
的
な
風
景
を
楽
し
む

　

レ
ー
ル
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
は
、
市
販

の
自
転
車
に
鉱
山
の
町
で
培
わ
れ
た
技
術

者
た
ち
の
独
創
的
な
ア
イ
デ
ア
が
結
集
し

た
特
製
の
フ
レ
ー
ム
を
取
り
つ
け
た
乗
り

物
で
す
。
レ
ー
ル
の
継
ぎ
目
で
「
ガ
タ
ン

ゴ
ト
ン
」
と
い
う
鉄
道
の
現
役
時
代
さ
な

が
ら
の
音
を
体
感
で
き
る
こ
と
か
ら

「
ガ
ッ
タ
ン
・
ゴ
ー
」
と
い
う
愛
称
が
付

け
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
使
用
し
て
い
る
沿

線
（
コ
ー
ス
）
に
は
、
見
晴
ら
し
の
い
い

高
架
や
ひ
ん
や
り
と
真
っ
暗
な
ト
ン
ネ

ル
、
駅
付
近
の
桜
並
木
、
レ
ー
ル
を
縁
取

る
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
な
ど
、
列
車
に
乗
っ
て

い
る
時
と
は
全
く
違
う
目
線
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
、
地
域
住
民
で
さ
え
知
ら
な

か
っ
た
「
わ
が
町
」
の
魅
力
的
な
風
景
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

試
行
錯
誤
の
末
に
生
ま
れ
た
レ
ー
ル
マ

ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
は
、
廃
線
の
翌
年
の

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
か
ら
運
行
を
開
始

し
、
現
在
で
は
平
日
を
含
め
毎
日
営
業
し

て
い
ま
す
（
水
曜
定
休
・
冬
季
は
積
雪
の

た
め
運
休
）。

　

利
用
者
数
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、

「
自
転
車
」
と
「
レ
ー
ル
」
と
「
自
然
」

と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
ま
ん
べ
ん
な
く
、

体
中
で
体
感
で
き
る
と
ご
好
評
を
得
て
お

り
ま
す
。
そ
し
て
、
基
本
的
に
は
２
人
乗

り
の
乗
り
物
で
す
が
、
お
客
様
の
ニ
ー
ズ

を
捉
え
た
様
々
な
形
の
補
助
席
を
開
発
す

る
こ
と
で
幼
児
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
お

１
人
様
か
ら
大
家
族
ま
で
、
そ
こ
に
乗
る

全
て
の
人
が
田
舎
町
の
日
常
と
非
日
常
を

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
感
覚
で
味
わ
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

視
察
相
次
ぎ
、
各
地
に
普
及
も

　

創
業
当
初
か
ら
こ
れ
ま
で
に
た
く
さ
ん

の
廃
線
を
抱
え
た
自
治
体
や
団
体
の
方
か

ら
の
ご
視
察
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。
そ
の

中
に
は
実
際
に
同
様
の
企
画
を
立
ち
上
げ

た
地
域
も
あ
り
ま
す
（
秋
田
県
・
小
坂
鉄

道
、
三
重
県
・
熊
野
市
、
北
海
道
・
手
宮

線
）。
旧
神
岡
鉄
道
は
廃
線
に
な
っ
て
も

な
お
、そ
の
枝
線
を
全
国
に
伸
ば
し
続
け
、

「
廃
線
」と
い
う
地
域
に
お
け
る
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
な
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
さ
せ
る
よ
う
に
、

日
本
各
地
で
「
ガ
タ
ン
ゴ
ト
ン
」
と
元
気

な
音
を
響
か
せ
な
が
ら
走
り
続
け
ま
す
。

　

現
在
の
私
た
ち
の
コ
ー
ス
は
、
旧
神
岡

鉄
道
全
線
の
ほ
ん
の
一
部
。
私
た
ち
の
夢

で
あ
る
「
旧
神
岡
鉄
道
全
線
の
利
活
用
」

に
向
け
て
、
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の

人
々
の
笑
顔
を
乗
せ
て
、「
安
全
に
・
楽

し
く
」
ス
タ
ッ
フ
一
同
が
ん
ば
り
ま
す
。

レ
ー
ル
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
事
務
局　

●　

田
口
由
加
子

岐
阜
県
飛
騨
市

団
体
表
彰

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
神
岡
・
町
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

線
路
よ
響
け
！　

い
つ
ま
で
も

―
廃
線
を
抱
え
た
田
舎
町
の
底
力―

レールマウンテンバイク・ガッタンゴー

夏はひんやりと涼しく、真っ暗なトンネル
もある
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『
鹿
野
祭
り
』
の
似
合
う
ま
ち

　

鳥
取
市
鹿
野
町
は
、
切
妻
家
屋
、
格
子

戸
な
ど
城
下
町
の
面
影
を
色
濃
く
残
し
て

い
る
。
４
０
０
年
の
伝
統
が
あ
る
鹿
野
祭

り
は
隔
年
４
月
に
行
わ
れ
住
民
の
大
き
な

誇
り
で
あ
る
。
城
下
町
地
区
で
は
「
鹿
野

祭
り
の
似
合
う
ま
ち
」
を
テ
ー
マ
に
、
鹿

野
町
が
平
成
６
年
か
ら
地
域
住
民
と
協
働

し
て
「
街
な
み
環
境
整
備
事
業
」
に
取
り

組
ん
で
き
た
。

　

行
政
の
動
き
に
呼
応
し
、
民
間
主
体
で

平
成
13
年
10
月
に
「
い
ん
し
ゅ
う
鹿
野
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
」
を
設
立
。
平
成
15
年

に
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
移
行
し
た
。
平
成
16

年
に
鳥
取
市
と
合
併
し
町
役
場
が
無
く

な
っ
た
が
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
は
地

域
を
支
え
る
存
在
と
な
れ
る
よ
う
に
頑
張

ろ
う
と
話
し
合
っ

た
。地

域
の
魅
力
を

活
か
し
て

　

私
た
ち
は
地
域
の

人
々
の
支
援
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
鹿
野

の
魅
力
を
高
め
る
活

動
を
進
め
た
。
藍
染

め
暖

、
醤
油
瓶
に

植
え
た
山
野
草
、
火

鉢
に
メ
ダ
カ
、
家
号
瓦
、
世
界
の
蓮
な
ど

に
よ
る
軒
先
の
演
出
。
い
ん
し
ゅ
う
鹿
野

盆
踊
り
、
虚
無
僧
行
脚
、
鹿
野
わ
っ
た
い

な
祭
り
な
ど
の
ま
ち
な
み
に
似
合
う
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
。
さ
ら
に
空
き
家
活
用
に
よ

る
「
ゆ
め
本
陣
」、食
事
処
「
夢
こ
み
ち
」、

ホ
ー
ル
・
カ
フ
ェ
「
し
か
の
心
」、
シ
ェ

ア
ハ
ウ
ス「
薫
風
亭
」、ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス「
森

本
邸
」
の
整
備
を
進
め
、
昨
年
は
若
者
に

よ
る
カ
フ
ェ
「
八
百
屋bar

」
も
オ
ー
プ

ン
し
た
。
ま
た「
鹿
野
ま
ち
づ
く
り
合
宿
」

等
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
も
開
催
し
、
全
国
各
地

の
活
動
を
伺
い
、
共
に
学
び
あ
う
機
会
と

し
て
い
る
。　

　

芸
術
面
で
は
７
年
前
か
ら「
鳥
の
劇
場
」

の
活
動
が
始
ま
り
、
毎
年
開
催
さ
れ
る
秋

の
「
鳥
の
演
劇
祭
」
で
は
国
内
外
か
ら
多

く
の
人
が
訪
れ
注
目
さ
れ
て
い
る
。
協
議

会
で
は
期
間
中
、
鳥
の
劇
場
と
連
携
し
、

空
き
家
を
活
用
し
た
「
週
末
だ
け
の
ま
ち

の
み
せ
」
を
開
催
し
て
い
る
。
徳
島
県
神

山
町
や
広
島
県
尾
道
市
な
ど
県
外
か
ら
の

出
店
も
あ
り
、
若
者
を
中
心
と
し
た
多
く

の
来
訪
者
も
あ
っ
て
地
域
の
新
た
な
魅
力

創
出
と
な
っ
て
い
る
。

新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

鹿
野
町
で
も
少
子
高
齢
化
な
ど
地
域
力

も
若
干
低
下
し
て
い
る
が
、
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
で
は
歴
史
や
文
化
、
農
業
、
街
並

み
、
芸
術
な
ど
の
地
域
資
源
を
活
用
し
、

鹿
野
の
魅
力
を
高
め
、〝
行
き
た
い
町
〞、

〝
住
み
た
い
町
〞
に
な
れ
る
よ
う
新
た
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

こ
の
う
ち
『
連
携
に
よ
る
鹿
野
の
新
し

い
魅
力
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
は
地
域
団

体
が
連
携
し
、
地
域
活
動
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
や
複
合
的
な
魅
力
づ
く
り
に
繋
げ

る
活
動
だ
。

　

ま
た
「
鹿
野
で
暮
ら
し
た
い
、
仕
事
場

と
し
た
い
」
と
の
希
望
も
増
え
て
い
る
こ

と
か
ら
、
鳥
取
市
か
ら
の
委
託
に
よ
り
、

鹿
野
町
内
の
空
き
家
バ
ン
ク
の
運
営
や
移

住
体
験
イ
ベ
ン
ト
も
行
い
、
鹿
野
へ
の
移

住
・
定
住
の
促
進
を
図
っ
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、『
神
山･

尾
道･

鹿
野
連
携

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
で
は
、
鹿
野
と
同
じ
よ

う
な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
徳
島
県
神
山

町
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
グ
リ
ー
ン
バ
レ
ー
」、

広
島
県
尾
道
市
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
空
き
家

再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
と
も
に
心
豊
か

な
暮
ら
し
を
持
続
で
き
る
地
域
づ
く
り
を

模
索
し
て
お
り
、
今
後
、
全
国
各
地
で
活

動
す
る
方
々
と
も
連
携
し
つ
つ
新
た
な
地

方
の
魅
力
を
創
出
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　

私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
も
地
域
資
源
を
活

か
し
、
他
地
域
と
の
交
流
も
深
め
、
さ
ら

な
る
賑
わ
い
と
新
た
な
地
域
文
化
を
作
り

出
す
こ
と
で
、
地
域
の
人
々
が
喜
び
を
感

じ
、
鹿
野
を
訪
れ
た
方
々
に
ふ
る
さ
と
を

感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

理
事
長　

●　

佐
々
木
千
代
子

鳥
取
県
鳥
取
市

団
体
表
彰

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
ん
し
ゅ
う
鹿
野
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

住
民
主
体
の
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

―
歴
史
や
文
化
、地
域
資
源
を
活
か
し
て―

虚無僧行脚の様子

「まちづくり合宿」。熱心に話し合う参加者
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始
ま
り
は
廃
校

　

四
国
東
部
の
少
し
山
間
に
位
置
す
る
徳

島
県
勝
浦
町
は
、
緑
な
す
四
方
の
山
々
と

山
裾
に
開
け
た
み
か
ん
畑
、
ま
ち
の
中
央

を
流
れ
る
清
流
・
勝
浦
川
に
沿
っ
て
広
が

る
田
園
風
景
な
ど
、
自
然
豊
か
な
町
で
、

温
暖
な
気
候
を
生
か
し
た
農
業
が
主
要
産

業
で
あ
る
。
な
か
で
も
、
温
州
み
か
ん
栽

培
は
徳
島
県
内
で
の
発
祥
の
地
で
あ
り
、

「
み
か
ん
の
里
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る

が
、
御
多
分
に
漏
れ
ず
過
疎
化
と
少
子
・

高
齢
化
が
進
み
つ
つ
あ
る
。

　

12
年
前
の
平
成
14
年
３
月
、
町
の
最
も

山
あ
い
の
集
落
で
あ
る
坂
本
地
区
に
お
い

て
、
廃
校
を
活
用
し
都
市
と
農
村
と
の
交

流
等
を
行
う
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
事

業
、
農
村
体
験
宿
泊
施
設
「
ふ
れ
あ
い
の

里
さ
か
も
と
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

平
成
11
年
３
月
に
隣
接
校
と
の
統
合
に

よ
り
廃
校
と
な
っ
た
旧
・
坂
本
小
学
校
の

校
舎
を
町
が
改
造
整
備
し
、
そ
の
運
営
を

平
成
13
年
７
月
に
発
足
し
た
私
た
ち
地
元

住
民
等
に
よ
る
「
坂
本
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
運
営
委
員
会
」
が
、
独
立
採
算
を
基

本
に
担
っ
て
い
る
。

地
域
ぐ
る
み
で
展
開
、

広
が
る
「
地
域
づ
く
り
」
の
輪

　

こ
の
事
業
が
目
指
し
て
い
る
の
は
、
表

面
的
な
農
業
農
村
体
験
で
は
な
く
、
人
の

温
か
さ
や
地
域
の
風
土
、
文
化
な
ど
を
味

わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら

を
地
域
ぐ
る
み
で
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り

「
地
域
の
元
気
」
を
創
造
し
、
さ
ら
に
は

町
内
他
地
域
へ
も
「
元
気
」
を
波
及
さ
せ

る
こ
と
で
あ
る
。

　

活
動
の
拠
点
と
な
る
の
は
「
ふ
れ
あ
い

の
里
さ
か
も
と
」。「
山
か
ら
学
ぶ
自
然
の

学
校
」
と
銘
打
ち
、
都
会
な
ど
か
ら
訪
れ

る
人
々
に
多
彩
な
農
村
体
験
の
メ
ニ
ュ
ー

を
提
供
し
、
地

産
地
消
の
田
舎

料
理
を
味
わ
っ

て
い
た
だ
い
て

い
る
。

　

受
け
入
れ
に

当
た
っ
て
は

「
お
も
て
な
し

の
心
」
で
「
人

と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
」を
大
切
に
し
つ
つ
、

地
元
住
民
な
ど
が
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と

な
り
、
産
業
や
自
然
、
文
化
な
ど
当
地
な

ら
で
は
の
資
源
を
活
か
し
、
交
流
人
口
の

増
加
に
努
め
て
い
る
。

　

ま
た
、み
か
ん
栽
培
の
後
継
者
育
成
や
、

町
内
で
平
成
元
年
か
ら
継
続
開
催
さ
れ
て

い
る
日
本
最
大
級
の
ひ
な
祭
り
イ
ベ
ン
ト

「
阿
波
勝
浦
ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
」
と
連
携

し
、「
ひ
な
の
里
」づ
く
り
を
進
め
る
な
ど
、

活
動
の
領
域
は
次
第
に
広
が
っ
て
き
た
。

　

そ
し
て
、
こ
う
し
た
こ
と
が
契
機
と
な

り
、近
隣
で
草
花
を
育
て
る
グ
ル
ー
プ
や
、

廃
農
園
を
桜
・
紅
葉
の
名
所
に
と
取
り
組

む
団
体
が
誕
生
し
、
さ
ら
に
は
町
内
の
６

つ
の
団
体
が
連
携
し
た
地
域
活
性
化
の
取

組
み
へ
と
発
展
す
る
な
ど
、「
地
域
づ
く

り
」
の
輪
も
大
き
く
な
っ
て
き
た
。

「
住
み
続
け
た
い
ま
ち
」

を
目
指
し
て

　

こ
う
し
た
坂
本
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

運
営
委
員
会
の
取
り
組
み
に
よ
り
、「
ふ

れ
あ
い
の
里
さ
か
も
と
」
で
の
雇
用
機
会

や
農
産
物
の
販
路
拡
大
に
加
え
、「
ひ
な

祭
り
」
イ
ベ
ン
ト
の
拡
充
に
よ
る
町
内
へ

の
誘
客
等
、
坂
本
地
区
の
み
な
ら
ず
町
全

体
の
活
性
化
や
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
貢
献

で
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

さ
ら
に
、
体
験
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
等

と
し
て
関
わ
っ
て
い
た
だ
く
人
た
ち
の
生

き
甲
斐
づ
く
り
、住
民
の
地
域
へ
の
誇
り
・

愛
着
の
醸
成
な
ど
、
廃
校
の
活
用
は
、
単

な
る
施
設
の
再
利
用
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地

域
住
民
の
「
心
の
拠
り
所
」
に
も
な
っ
て

い
る
。「
地
域
の
元
気
度
」
は
高
ま
っ
て

お
り
、今
後
は
、よ
り
多
く
の
人
々
に
と
っ

て
「
ず
っ
と
住
み
続
け
た
い
ま
ち
」
と
な

る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

　

最
後
に
、
私
た
ち
に
は
未
知
の
分
野
で

あ
っ
た
農
村
体
験
宿
泊
施
設
の
運
営
等
を

こ
こ
ま
で
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
も
、
多
く

の
皆
様
か
ら
の
ご
支
援
の
お
陰
で
あ
り
、

心
よ
り
感
謝
し
た
い
。

委
員
長　

●　

海
川
喜
男

徳
島
県
勝
浦
町

団
体
表
彰

坂
本
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
運
営
委
員
会

都
市
と
の
交
流
深
め
、地
域
を
元
気
に
！

―
廃
校
を
活
用
し
て
農
村
体
験
事
業―

「ふれあいの里さかもと」のスタッフ。前
列右から３人目が海川委員長

ヒナコン。ひな祭りイベント「坂本おひな
街道」に絡めた結婚式。多くの人々とおひ
な様が新郎新婦を祝福する
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ま
ず
は
自
分
た
ち
が
動
く

　

高
知
県
の
沿
岸
部
に
位
置
す
る
中
土
佐

町
久
礼
は
、
約
４
０
０
年
前
か
ら
続
く
と

言
わ
れ
る
鰹
の
一
本
釣
り
漁
業
が
盛
ん

で
、人
気
漫
画
「
土
佐
の
一
本
釣
り
」（
青

柳
裕
介
先
生
作
）
の
舞
台
と
も
な
り
、
作

品
の
中
で
描
か
れ
て
い
る
風
景
が
今
も
な

お
町
の
至
る
所
に
残
っ
て
い
る
漁
師
町
で

す
。

　

こ
の
漁
師
町
久
礼
の
重
要
な
観
光
拠
点

と
し
て
明
治
時
代
、
漁
師
の
妻
が
、
夫
や

息
子
の
捕
っ
て
き
た
魚
を
販
売
し
始
め
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
開
設
さ
れ
た
「
大
正

町
市
場
」
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
市
場
は
、
公
道
約
40
㍍
の
両
側
に

店
舗
が
位
置
し
、
店
先
に
は
正
午
過
ぎ
か

ら
当
日
捕
れ
た
新
鮮
な
魚
介
類
・
野
菜
な

ど
が
並
び
、
地
域
の
人
々
が
集
う
場
で
し

た
が
、
昭
和
40
年
ご
ろ
60
軒
あ
っ
た
店
舗

が
、
漁
師
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
、
大

手
量
販
店
の
進
出
な
ど
に
よ
り
、
現
在
は

20
軒
ま
で
減
少
し
地
域
経
済
が
縮
小
し
て

い
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
こ
う
し
た
現
状
に
危
機
感
を

も
っ
た
地
元
事
業
者
４
名
が
、「
ま
ず
は

自
分
た
ち
が
動
く
！
」
を
合
言

葉
に
、「
地
域
雇
用
の
拡
大
」

を
目
的
と
し
て
、平
成
19
年「
企

画
・
ど
久
礼
も
ん
企
業
組
合
」

を
共
同
出
資
し
て
設
立
し
ま
し

た
。「漁

師
の
ラ
ー
油
」
が
大
ヒ
ッ
ト

雇
用
拡
大
に
貢
献

　

設
立
当
初
、
大
正
町
市
場
な

ど
で
販
売
さ
れ
て
い
る
地
域
の

特
産
品
を
組
み
合
わ
せ
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

に
富
ん
だ
数
種
類
の
セ
ッ
ト
商
品
を
作

り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
活
用
し
て

通
信
販
売
の
仕
組
み
を
構
築
し
ま
し
た
。

地
元
の
素
材
や
製
法
に
こ
だ
わ
っ
た
商
品

は
人
気
が
あ
り
、
お
中
元
や
お
歳
暮
シ
ー

ズ
ン
を
中
心
に
注
文
が
殺
到
し
ま
し
た

が
、
手
数
料
を
低
く
設
定
し
て
い
る
こ
と

か
ら
収
益
は
限
ら
れ
、
活
動
を
継
続
し
て

い
く
た
め
に
は
、
自
社
商
品
の
製
造
・
販

売
に
よ
る
収
益
ア
ッ
プ
が
課
題
と
な
り
ま

し
た
。

　

そ
こ
で
、
平
成
21
、
22
年
度
に
経
済
産

業
省
の
「
地
域
資
源
∞
全
国
展
開
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
」
を
活
用
し
、
こ
れ
ま
で

に
無
い
鰹
産
品
の
開
発
に
取
り
組
ん
だ
結

果
、「
か
つ
お
辛
焼
き
み
そkarayan

」

の
商
品
化
が
実
現
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
商
品
は
、
平
成
21
年
に
開
催
さ
れ

た
「
第
５
回
グ
ル
メ
＆
ダ
イ
ニ
ン
グ
ス
タ

イ
ル
シ
ョ
ー
」
の
フ
ー
ド
部
門
で
準
大
賞

を
見
事
受
賞
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
継
続

し
て
商
品
開
発
に
取
り
組
み
、
現
在
、
自

社
商
品
は
８
品
ま
で
増
え
ま
し
た
。特
に
、

平
成
22
年
に
商
品
化
し
た
「
漁
師
の
ラ
ー

油
」
は
大
ヒ
ッ
ト
と
な
り
、
売
り
上
げ
を

一
気
に
伸
ば
し
、
１
名
の
パ
ー
ト
従
業
員

か
ら
始
め
た
事
業
は
、
現
在
10
名
と
な
り

地
域
の
雇
用
拡
大
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。ト

ー
タ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
に
挑
戦

　

企
業
組
合
で
は
、
昔
か
ら
恩
恵
を
受
け

て
き
た
「
地
元
の
豊
か
な
食
文
化
」
に
こ

だ
わ
っ
た
通
信
販
売
や
加
工
品
の
開
発
・

販
売
を
手
掛
け
る
だ
け
で
な
く
、
飲
食
店

の
経
営
や
人
材
育
成
、
交
流
・
移
住
促
進

な
ど
幅
広
い
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
平
成
22
年
に
大
正
町
市
場
の
入

り
口
前
に
開
業
し
た
飲
食
店
（
市
場
食
堂

ど
久
礼
も
ん
）
は
、
新
鮮
な
地
元
の
魚
を

使
っ
た
「
海
鮮
丼
」
で
着
実
に
フ
ァ
ン
を

増
や
し
続
け
て
い
る
ほ
か
、
ト
マ
ト
ベ
ー

ス
の
香
り
高
い
ス
パ
イ
ス
と
魚
の
出
し
汁

が
絶
妙
に
マ
ッ
チ
し
た
「
な
ぶ
ら
ス
ー
プ

カ
レ
ー
」
が
好
評
で
、
地
元
の
素
材
を
活

か
し
つ
つ
、
今
ま
で
地
元
に
な
か
っ
た
メ

ニ
ュ
ー
を
開
発
し
、
新
し
い
フ
ァ
ン
も
定

着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

人
材
育
成
で
は
、
近
隣
で
地
域
ビ
ジ
ネ

ス
を
展
開
す
る
２
つ
の
団
体
と
連
携
し
、

若
手
の
後
継
者
を
育
成
す
る
研
修
を
実
施

し
、
移
住
促
進
策
と
し
て
は
、
地
域
活
性

化
セ
ン
タ
ー
の
事
業
を
活
用
し
て
移
住
交

流
の
視
察
ツ
ア
ー
を
実
施
す
る
な
ど
、

様
々
な
挑
戦
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
活
動
を
通
じ
て
、
徐
々
に
行

政
・
漁
業
組
合
・
商
工
会
な
ど
、
関
係
機

関
と
う
ま
く
役
割
分
担
が
で
き
る
仕
組
み

が
で
き
あ
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
の
仕

組
み
の
な
か
で
、
小
さ
な
課
題
を
発
見
し

現
実
的
に
で
き
る
対
策
を
考
え
、「
ま
ず

は
や
っ
て
み
る
」
の
精
神
で
、
小
さ
な
活

動
を
た
く
さ
ん
積
み
重
ね
て
い
ま
す
。

　

将
来
的
に
は
、「
田
舎
に
い
て
こ
そ
で

き
る
豊
か
な
暮
ら
し
」
を
提
供
で
き
る
組

織
を
目
指
し
、
挑
戦
す
る
活
力
を
生
み
出

す
組
織
で
あ
り
続
け
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

代
表
理
事　

●　

川
島
昭
代
司

高
知
県
中
土
佐
町

団
体
表
彰

企
画
・
ど
久
礼
も
ん
企
業
組
合

「
豊
か
な
食
文
化
」中
心
に
多
様
な
ビ
ジ
ネ
ス

―
地
域
雇
用
の
拡
大
を
目
標
に―

鰹の一本釣りの説明をしながら、かつお丼
を提供するスタッフ

賑わいを見せる大正町市場
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「
元
気
な
野
菜
を
育
て
た
い
」

主
婦
の
活
動
が
発
端
に

　

私
た
ち
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
循
環
生
活
研
究

所
（
通
称
：
循
生
研
）
は
、
身
の
回
り
に

あ
る
有
機
資
源
を
循
環
さ
せ
る
こ
と
を
目

的
に
、
落
ち
葉
、
雑
草
、
せ
ん
定
葉
、
海

藻
を
は
じ
め
生
ご
み
の
堆
肥
化
と
そ
の
利

活
用
を
専
門
と
す
る
団
体
で
す
。
地
域
の

有
機
性
廃
棄
物
を
活
用
し
た
堆
肥
化
の
研

究
・
普
及
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
専
門
的
に
学
ん
だ
わ
け
で
も
な

か
っ
た
主
婦
が
「
元
気
な
野
菜
を
育
て
た

い
」
と
、
せ
っ
せ
と
庭
に
穴
を
掘
っ
て
台

所
の
生
ご
み
を
埋
め
、
雑
草
や
落
ち
葉
を

土
に
戻
す
こ
と
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

毎
日
の
工
夫
や
繰
り
返
さ
れ
た
改
善
の
知

恵
の
集
積
が
団
体
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
柱
と
な

り
、
多
く
の
市
民
に
教
え
て
い
ま
す
。
現

在
で
は
、
年
間
を
通
し
て
全
国
か
ら
だ
け

で
な
く
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
の
視
察
や
実
習

生
を
受
け
入
れ
、
地
域
実
践
活
動
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　

平
成
12
年
か
ら
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス

ト
は
、
楽
し
く
自
然
を
感
じ
な
が
ら
ご
み

を
減
量
す
る
ツ
ー
ル
と
し

て
全
国
に
広
が
り
ま
し

た
。
そ
の
最
大
の
理
由
は

ベ
ラ
ン
ダ
で
で
き
る
、
臭

い
が
少
な
い
、
簡
単
、
楽

し
い
の
４
つ
で
す
。
生
ご

み
を
混
ぜ
た
だ
け
で
、
微

生
物
が
自
然
に
発
生
し
て

温
度
が
上
が
っ
た
り
、
下

が
っ
た
り
す
る
コ
ン
ポ
ス

ト
を
、
わ
が
子
の
よ
う
に

か
わ
い
が
っ
て
い
る
会
話
が
、
地
域
の

人
々
や
家
族
の
間
で
弾
み
ま
す
。

海
藻
ア
オ
サ
を
堆
肥
化

　

循
生
研
の
事
務
所
が
あ
る
地
域
は
博
多

湾
や
玄
界
灘
に
囲
ま
れ
た
福
岡
市
東
部
。

私
た
ち
の
暮
ら
し
と
と
も
に
あ
っ
た
干
潟

や
松
林
と
地
域
住
民
と
の
関
わ
り
は
、
開

発
や
生
活
様
式
の
変
化
に
よ
っ
て
変
容

し
、
貴
重
な
松
林
や
干
潟
に
も
深
刻
な
環

境
の
変
化
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
大
量
発
生
し
打
ち
上
げ
ら
れ
た

海
藻
ア
オ
サ
は
悪
臭
や
生
態
系
を
壊
す
原

因
と
な
る
た
め
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。
原
因
は
川
へ
の
生
活
排
水
の

流
入
で
す
。
福
岡
市
は
ア
オ
サ
の
回
収
、

焼
却
処
分
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
そ
こ

で
平
成
18
年
か
ら
循
生
研
と
堆
肥
化
す
る

協
働
が
始
ま
り
ま
し
た
。
本
来
、
海
の
ミ

ネ
ラ
ル
を
た
っ
ぷ
り
含
ん
だ
海
藻
は
、
栄

養
価
が
高
く
堆
肥
の
素
材
と
し
て
は
優

秀
。循
生
研
が
現
在
、人
力
で
年
間
30
〜
40

ト
ン
堆
肥
化
し
、市
民
へ
広
め
て
い
ま
す
。

地
域
で
堆
肥
化
を
推
進
、

広
が
る
活
動
の
輪

　

平
成
12
年
か
ら
地
域
単
位
で
生
ご
み
が

野
菜
に
変
わ
る
仕
組
み
（
小
さ
な
循
環
）

を
住
民
参
加
で
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て「
小
さ
な
循
環
フ
ァ
ー
ム
」が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　

地
域
の
中
で
堆
肥
を
つ
く
り
、
そ
れ
を

農
家
が
使
っ
て
美
味
し
い
野
菜
を
育
て
、

地
域
の
商
店
で
販
売
し
ま
す
。
新
鮮
な
野

菜
は
味
も
し
っ
か
り
し
て
い
て
、
腐
り
に

く
く
、
自
然
な
色
合
い
で
徐
々
に
住
民
に

定
着
し
て
い
ま
す
。

　

毎
月
の
生
産
者
会
議
や
商
店
と
の
会
議

に
加
え
、
現
在
「
半
農
都
会
人
講
座
」
と

し
て
生
産
者
教
育
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
民
に
向
け
て
は
、
初
心
者
向
け

の
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
や
有
機
野
菜

に
関
す
る
講
座
を
開
催
し
、
各
家
庭
で
で

き
た
堆
肥
は
新
し
い
コ
ン
ポ
ス
ト
基
材
と

交
換
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
緑
の
カ
ー
テ
ン
事
業
の
ほ
か
、

博
多
湾
沿
岸
域
の
小
学
校
・
高
校
・
大
学

を
対
象
に
実
践
型
の
環
境
教
育
を
行
っ
て

い
ま
す
。九
州
産
業
大
学
と
の
連
携
で
は
、

育
て
た
タ
マ
ネ
ギ
で
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
を
開

発
、
6
次
産
業
化
を
実
施
し
て
お
り
、
学

生
た
ち
が
地
域
に
つ
い
て
知
り
、
地
域
と

若
い
世
代
が
交
流
し
な
が
ら
課
題
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
地
域
に
根
差
し
た
活
動
は
、

農
家
や
商
店
、
学
校
、
行
政
、
企
業
と
連

携
す
る
形
で
進
め
て
き
ま
し
た
。
小
さ
な

こ
と
で
も
関
係
者
が
話
し
合
い
、
時
間
を

か
け
て
半
歩
ず
つ
進
ん
で
い
る
と
い
う
の

が
実
感
で
す
。

　

各
セ
ク
タ
ー
と
の
連
携
は
、
う
ま
く
い

け
ば
ス
ピ
ー
ド
感
と
質
の
向
上
を
も
た
ら

し
ま
す
。
こ
こ
に
か
け
た
時
間
や
労
力
、

プ
ロ
セ
ス
そ
の
も
の
が
私
た
ち
を
育
て
て

く
れ
ま
す
。
ど
の
事
業
も
「
地
域
で
資
源

を
循
環
さ
せ
て
、
よ
り
よ
い
環
境
づ
く
り

を
」と
い
う
目
的
を
し
っ
か
り
と
も
っ
て
、

活
動
し
て
い
る
こ
と
で
続
い
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

　

今
後
も
、さ
ま
ざ
ま
な
世
代
が
集
い
、地

域
活
動
で
の
支
え
合
い
や
、理
解
促
進
、成

果
を
出
し
て
こ
の
つ
な
が
り
を
次
世
代
に

引
き
継
い
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

理
事
長　

●　

た
い
ら
由
以
子

福
岡
県
福
岡
市

団
体
表
彰

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
循
環
生
活
研
究
所

生
ご
み
を
堆
肥
化
、農
業
に
利
活
用

―
資
源
循
環
で
、よ
り
良
い
環
境
づ
く
り―

ダンボールコンポスト研修の様子。アジア
諸国から訪問した関係者を対象に実施した

生産者を対象にした「半農都会人講座」の風景
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
は

健
康
づ
く
り
か
ら

　

当
自
治
会
が
健
康
づ
く
り
活
動
に
力
を

入
れ
始
め
た
の
は
、
沖
縄
県
南
城
市
が
主

催
す
る
健
康
づ
く
り
推
進
大
会
控
室
で
の

市
職
員
と
の
会
話
が
き
っ
か
け
で
あ
る
。

　

市
の
財
政
事
情
や
国
の
医
療
費
負
担
の

厳
し
い
現
状
、
生
活
習
慣
病
が
重
症
化
し

た
場
合
、
そ
の
治
療
や
延
命
の
た
め
に
1

人
当
た
り
数
億
円
の
医
療
費
が
か
か
り
多

額
の
税
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
、さ
ら
に
、

そ
の
改
善
に
向
け
た
国
の
施
策
で
あ
る
特

定
健
診
受
診
率
が
65
％
に
達
し
な
い
と
ペ

ナ
ル
テ
ィ
ー
を
科
さ
れ
る
と
い
う
深
刻
な

実
態
を
聞
い
た
。

　

生
活
習
慣
病
は
、
遺
伝
や
環
境
な
ど
の

不
遇
な
要
因
に
も
よ
る
が
、
そ
の
主
な
原

因
は
、
患
者
自
身
の
不
摂
生
な
生
活
や
必

要
な
治
療
を
適
切
な
時
期
に
受
け
な
い
こ

と
な
ど
で
あ
る
。
自
ら
の
健
康
状
態
を
早

期
に
把
握
し
、
ケ
ア
す
る
取
り
組
み
を
自

治
会
で
行
え
ば
、
こ
の
現
状
を
変
え
ら
れ

る
と
い
う
強
い
思
い
を
抱

い
た
の
で
あ
る
。

特
定
健
診
受
診
率
、

65
％
超
に

　

そ
こ
で
、
当
自
治
会
で

は
、
地
域
住
民
が
主
体
的

に
活
動
を
展
開
す
る
た

め
、
平
成
19
年
度
に
「
健

康
づ
く
り
推
進
員
」
を
組

織
し
た
。
以
来
、
健
康
づ

く
り
推
進
員
は
、毎
日
の
軽
体
操
、ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
、
食
生
活
改
善
、
体
重
や
血
圧
の

管
理
な
ど
で
健
康
づ
く
り
を
実
践
し
て
自

分
の
健
康
を
守
り
つ
つ
、
家
族
、
友
人
、

地
域
住
民
へ
健
康
の
有
り
難
さ
、
特
定
健

診
の
大
切
さ
を
呼
び
か
け
る
活
動
を
行
っ

て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
推
進
員
の
活
動
や
健
康

ニ
ュ
ー
ス
の
発
行
、
健
康
講
演
会
の
実
施

な
ど
の
地
道
な
取
り
組
み
に
よ
り
、
活
動

当
初
は
市
内
で
最
も
低
い
水
準
で
あ
っ
た

特
定
健
診
の
受
診
率
は
、当
初
の
12
・８
％

か
ら
平
成
23
年
度
に
は
65
・５
％
と
な
り
、

４
年
間
で
国
の
示
す
基
準
に
達
す
る
ほ
ど

の
成
果
を
あ
げ
た
。

行
動
は
信
頼
へ
と
変
わ
る

　

昭
和
54
年
に
新
興
住
宅
地
と
し
て
開

発
、
誕
生
し
て
か
ら
三
十
数
年
、
当
自
治

会
は
、
地
域
の
絆
を
深
め
る
取
り
組
み
を

行
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
地
域
の
核
と
な

る
拝
所
（
う
が
ん
じ
ゅ
＝
沖
縄
地
方
で
、

神
を
ま
つ
っ
て
拝
む
神
聖
な
場
所
）
や
伝

統
行
事
が
な
い
た
め
住
民
の
結
束
が
難
し

く
、
ま
た
、
湿
気
を
連
想
さ
せ
る
霧
な
ど

の
風
評
に
よ
る
寂
れ
た
印
象
や
、
住
宅
地

が
３
つ
の
字
（
あ
ざ
）
に
ま
た
が
る
「
字

界
の
統
合
」
な
ど
が
課
題
で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
を
打
破
す
る
光
と
な
っ
た
の
が
特

定
健
診
受
診
率
を
向
上
さ
せ
た
自
信
で
あ

る
。
住
民
の
健
康
づ
く
り
に
対
す
る
関
心

の
高
ま
り
を
好
機
と
し
て
捉
え
、
自
治
会

の
活
動
方
針
を
「
健
康
づ
く
り
を
軸
と
し

た
地
域
づ
く
り
」
と
し
、
さ
ら
に
「
自
分

達
で
出
来
る
こ
と
は
自
分
達
で
成
し
遂
げ

る
」
と
い
う
活
動
理
念
も
定
め
た
。

　

元
は
寄
り
集
ま
り
の
自
治
会
が
、「
健

康
づ
く
り
」
と
「
自
助
努
力
」
と
い
う
新

た
な
理
念
の
も
と
目
標
を
設
定
し
、
行
動

を
お
こ
す
。
そ
の
行
動
は
大
き
な
う
ね
り

と
な
り
「
知
恵
」
を
生
み
、
取
り
組
み
を

通
じ
て
地
域
住
民
の
間
に
「
信
頼
」
が
生

ま
れ
る
。こ
の
よ
う
な
良
い
連
鎖
が
続
き
、

平
成
25
年
４
月
に
は
、困
難
と
さ
れ
た「
字

界
の
統
合
」（
３
つ
の
字
の
統
合
）
を
実

現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

住
民
一
体
の
取
り
組
み
は
、環
境
整
備
、

美
化
活
動
、
空
き
地
や
空
き
屋
敷
の
管
理

な
ど
へ
と
広
が
り
、寂
れ
た
印
象
の
街
は
、

花
に
囲
ま
れ
住
民
が
生
き
生
き
と
暮
ら
す

活
気
あ
る
街
へ
と
変
貌
を
遂
げ
て
い
る
。

定
住
人
口
の
増
加
め
ざ
す

　

次
な
る
当
自
治
会
の
目
標
は
、
定
住
人

口
の
増
加
で
あ
る
。
自
治
会
が
主
体
と
な

り
、不
動
産
、建
設
業
、弁
護
士
等
と
「
つ

き
し
ろ
共
同
体
」
を
設
立
し
、
モ
デ
ル
ハ

ウ
ス
を
完
成
さ
せ
た
。
現
在
の
人
口
は
１

１
０
０
名
。
将
来
人
口
２
５
０
０
名
を
目

指
し
、今
後
も
、地
域
の
「
協
働
」
と
「
信

頼
」
を
礎
に
「
つ
き
し
ろ
モ
デ
ル
」
と
し

て
前
向
き
な
地
域
づ
く
り
活
動
を
続
け
て

い
き
た
い
。

会
長　

●　

新
城
辰
夫

沖
縄
県
南
城
市

団
体
表
彰

つ
き
し
ろ
自
治
会

「
健
康
づ
く
り
」を
軸
に
地
域
づ
く
り

―
美
化
活
動
で
街
に
も
活
気―

毎月開催している健康講演会。医師をボラン
ティアで招き、健康づくりについて学んでいる

健康づくりの一環としての区民総出による美
化活動の様子。花々で街に活気も
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苦
境
か
ら
の
脱
却

　

北
海
道
池
田
町
は
、
北
海
道
東
部
に
あ

る
十
勝
平
野
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
て
い

る
。

　

昭
和
20
年
代
後
半
、
本
町
は
地
震
や
冷

害
に
見
舞
わ
れ
、
昭
和
31
（
１
９
５
６
）

年
に
は
地
方
財
政
再
建
特
別
措
置
法
に
よ

る
財
政
再
建
団
体
の
指
定
を
受
け
る
こ
と

と
な
っ
た
。「
こ
の
苦
境
か
ら
ど
う
脱
却

す
る
の
か
」。

そ
こ
か
ら
生

ま
れ
た
の
が

ブ
ド
ウ
栽
培

で
あ
り
、
ワ

イ
ン
造
り
で

あ
っ
た
。
昭

和
38
（
１
９

６
３
）
年
、

つ
い
に
全
国

初
の
自
治
体
ワ
イ
ン
「
十
勝
ワ
イ
ン
」
が

誕
生
し
た
。

　
「
未
利
用
の
傾
斜
地
を
利
用
し
、
農
業

振
興
を
図
り
た
い
」。
し
か
し
、
新
た
な

挑
戦
を
待
ち
受
け
て
い
た
の
は
多
く
の
困

難
で
あ
っ
た
。
氷
点
下
20
度
を
下
回
る
厳

寒
の
地
で
は
ブ
ド
ウ
栽
培
は
不
可
能
と
さ

れ
、
取
り
組
ん
だ
の
は
ブ
ド
ウ
樹
を
土
に

埋
め
越
冬
さ
せ
る
独
自
の
栽
培
方
法
の
確

立
と
耐
寒
性
品
種
の
開
発
だ
っ
た
。

　

ブ
ド
ウ
を
ワ
イ
ン
に
加
工
す
る
こ
と
で

付
加
価
値
を
高
め
る
の
は
、
当
初
か
ら

「
町
」
の
役
割
だ
っ
た
。
北
国
な
ら
で
は

の
酸
味
豊
か
な
ブ
ド
ウ
を
原
料
に
、
一
貫

し
て
辛
口
、
熟
成
を
大
切
に
す
る
本
物
志

向
の
ワ
イ
ン
造
り
を
行
っ
て
い
る
。

　

一
村
一
品
運
動
の
先
駆
者
と
し
て
全
国

的
に
注
目
さ
れ
て
き
た
「
十
勝
ワ
イ
ン
」

も
、
昨
年
、
生
誕
50
周
年
と
い
う
大
き
な

節
目
を
迎
え
た
。

ワ
イ
ン
は
ま
ち
の
誇
り

　

こ
の
50
年
、
十
勝
ワ
イ
ン
は
本
町
に
多

く
の
も
の
を
も
た
ら
し
て
き
た
。
ワ
イ
ン

を
核
と
し
た
「
観
光
」
は
重
要
な
産
業
と

な
っ
て
お
り
、
ワ
イ
ン
事
業
（
関
連
事
業

を
含
む
）
か
ら
一
般
会
計
な
ど
に
繰
り
入

れ
た
金
額
は
25
億
円
に
上
る
。

　

町
内
の
宴
に
は
必
ず
ワ
イ
ン
が
登
場

し
、
酪
農
地
帯
十
勝
に
あ
っ
て
チ
ー
ズ
、

食
肉
加
工
品
な
ど
ワ
イ
ン
と
相
性
の
良
い

地
元
食
材
が
並
ぶ
町
民
の
食
卓
も
多
い
。

家
族
で
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
を
傾
け
て
い
る
様

子
は
、
ま
る
で
西
欧
の
よ
う
だ
。
ワ
イ
ン

会
や
欧
州
ワ
イ
ン
ツ
ア
ー
な
ど
様
々
な
施

策
を
講
じ
た
こ
と
も
あ
っ
て
食
文
化
は
豊

か
で
、町
民
の
ワ
イ
ン
消
費
量
は
全
国
一
、

ま
ず
は
町
民
自
ら
が
「
オ
ラ
が
町
の
ワ
イ

ン
」
の
良
さ
を
知
り
、
心
強
い
営
業
マ
ン

と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
町
内
の
中
学
生
が
授
業
で
ブ
ド

ウ
の
収
穫
を
行
い
、
ワ
イ
ン
用
ブ
ド
ウ
栽

培
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
成
人

式
で
は
自
ら
が
収
穫
し
た
ブ
ド
ウ
か
ら
造

ら
れ
た
ワ
イ
ン
が
贈
ら
れ
る
。
新
成
人
を

十
勝
ワ
イ
ン
に
例
え
、「
故
郷
を
誇
り
に
、

ど
ん
な
苦
難
に
あ
っ
て
も
屈
す
る
こ
と
な

く
、大
き
く
羽
ば
た
い
て
ほ
し
い
」と
願
っ

て
い
る
。
子
ど
も
達
も
ワ
イ
ン
の
ま
ち
に

生
ま
れ
育
っ
た
こ
と
を
誇
り
に
感
じ
て
く

れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

百
年
に
向
け
た
夢

　

現
在
、
北
海
道
は
醸
造
用
ブ
ド
ウ
生
産

量
が
日
本
一
と
な
っ
た
。
一
躍
、
国
内
を

代
表
す
る
ワ
イ
ン
地
帯
と
成
長
し
た
北
海

道
に
あ
っ
て
、
十
勝
ワ
イ
ン
は
そ
の
先
駆

的
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

　

最
近
に
な
っ
て
本
町
が
開
発
し
た
耐
寒

性
品
種
の
試
験
栽
培
を
始
め
る
自
治
体
が

出
て
き
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
延
長

線
上
に
ワ
イ
ン
造
り
を
見
据
え
て
の
こ
と

だ
ろ
う
と
思
い
な
が
ら
、
苗
木
の
提
供
や

栽
培
指
導
な
ど
を
通
し
、
本
町
同
様
に
ブ

ド
ウ
栽
培
や
ワ
イ
ン
造
り
に
ま
ち
づ
く
り

の
活
路
を
見
出
そ
う
と
す
る
自
治
体
の
支

援
を
行
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
50
年
は
出
来
過
ぎ
だ
っ
た

か
も
し
れ
な
い
。「
ワ
イ
ン
造
り
は
百
年

の
大
計
」。
北
海
道
一
円
が
醸
造
用
ブ
ド

ウ
の
生
産
地
と
な
り
、
優
れ
た
北
海
道
の

食
材
と
と
も
に
北
海
道
産
の
ワ
イ
ン
が
楽

し
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

町
長　

●　

勝
井
勝
丸

北
海
道
池
田
町

地
方
自
治
体
表
彰

北
海
道
池
田
町

「
十
勝
ワ
イ
ン
」の
香
り
が
漂
う
ま
ち
づ
く
り

―
誕
生
か
ら
50
年
、
町
民
の
誇
り
に―

「池田町ブドウ・ブドウ酒研究所」。通称「ワイン
城」と呼ばれ、観光の拠点施設にもなっている

中学生によるブドウ収穫の様子
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富
山
県
の
南
西
端
に
あ
る
南
砺
市
（
な

ん
と
し
）
の
山
間
地
に
位
置
す
る
世
界
遺

産
「
五
箇
山
の
合
掌
造
り
集
落
」
は
、
相

倉
（
あ
い
の
く
ら
）
合
掌
造
り
集
落
と
菅

沼（
す
が
ぬ
ま
）合
掌
造
り
集
落
か
ら
な
っ

て
お
り
、
古
く
は
江
戸
時
代
末
期
に
建
て

ら
れ
た
、
合
わ
せ
て
35
棟
の
合
掌
造
り
家

屋
が
、悠
久
の
時
を
い
ま
に
伝
え
て
い
る
。

　

両
集
落

で
は
、
１

年
を
通
じ

て
合
掌
造

り
家
屋
の

ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
事

業
を
実

施
。
季
節

の
移
り
変

わ
り
に
合

わ
せ
て
変

化
す
る
合
掌
造
り
家
屋
の
た
た
ず
ま
い
を

光
で
照
ら
し
出
す
こ
と
で
、
幻
想
的
な
雰

囲
気
を
つ
く
り
だ
し
て
お
り
、
合
わ
せ
て

「
民
謡
の
宝
庫
」
と
も
言
わ
れ
る
五
箇
山

ら
し
い
取
り
組
み
と
し
て
、
国
選
択
無
形

民
俗
文
化
財
「
五
箇
山
民
謡
」
を
披
露
す

る
な
ど
、
五
箇
山
の
魅
力
を
五
感
で
感
じ

る
こ
と
の
で
き
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
。相

倉
合
掌
造
り
集
落
で
の

取
り
組
み

　

相
倉
合
掌
造
り
集
落
で
は
、
観
光
客
な

ど
の
誘
致
に
よ
り
交
流
人
口
を
増
や
す
取

り
組
み
と
し
て
平
成
20
年
度
よ
り
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
事
業
を
ス
タ
ー
ト
。
３
月
の
残
雪

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
皮
切
り
に
四
季
折
々
の

合
掌
造
り
家
屋
の
表
情
を
照
ら
し
出
し
て

い
る
。

　

本
事
業
は
、
地
元
住
民
で
構
成
す
る
相

倉
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
委
員
会
が
、
機
器
、
会

場
の
設
営
、
運
営
を
担
当
。
世
界
文
化
遺

産
・
国
指
定
史
跡
の
本
地
域
で
は
、
景
観

保
全
の
面
か
ら
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
施
設
・
機

材
を
常
時
設
置
で
き
な
い
た
め
、
そ
の
都

度
、
資
材
の
設
置
や
取
り
外
し
が
必
要
で

あ
り
、
毎
回
、
大
変
苦
労
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
と
合
わ
せ
て

特
設
舞
台
で
五
箇
山
民
謡
ラ
イ
ブ
を
開

催
。
地
域
住
民
が
踊
り
手
と
な
り
、
男
踊

り
は
勇
壮
に
、
女
踊
り
は
艶
や
か
に
披
露

し
、
シ
ー
ズ
ン
に
は
合
掌
造
り
家
屋
と
民

謡
を
被
写
体
に
カ
メ
ラ
マ
ン
が
ず
ら
り
と

並
ぶ
光
景
が
見
ら
れ
る
。

菅
沼
合
掌
造
り
集
落
で
の

取
り
組
み

　

菅
沼
合
掌
造
り
集
落
で
は
、
通
年
で
観

光
を
誘
致
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、
地
元

住
民
で
四
季
の
五
箇
山
実
行
委
員
会
を
組

織
し
、
民
謡
競
演
会
や
特
産
品
市
、
雪
山

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、
特
産
の
赤
か
ぶ
ら
を

使
っ
た
新
商
品
開
発
の
ほ
か
、
茅
場
の
保

全
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
事
業
は
、
こ
の
活
動
の

一
環
と
し
て
平
成
14
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

世
界
遺
産
や
国
重
要
文
化
財
の
合
掌
造
り

家
屋
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
に
合
わ
せ
て
五
箇

山
民
謡
を
披
露
す
る
ほ
か
、
五
箇
山
ゆ
か

り
の
芸
術
作
品
の
展
示
、
地
元
産
品
の
紹

介
や
販
売
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
大
手
旅
行
業
者
と
タ
イ
ア
ッ
プ

し
た
貸
し
切
り
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
に
よ
り
プ

レ
ミ
ア
感
を
生
み
出
す
ほ
か
、
菅
沼
集
落

は
規
模
が
小
さ
く
、
観
光
客
の
収
容
能
力

が
限
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
周
辺
地
域
で
の

観
光
振
興
に
も
力
を
入
れ
る
な
ど
地
域
の

活
性
化
に
向
け
て
継
続
し
た
工
夫
と
努
力

を
重
ね
て
い
る
。

魅
力
あ
ふ
れ
る
五
箇
山
、

そ
し
て
南
砺
市
に

　

こ
の
よ
う
に
、「
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
」
プ

ラ
ス
「
民
謡
」
と
い
っ
た
独
自
の
取
り
組

み
や
、都
市
圏
や
マ
ス
コ
ミ
等
へ
の
宣
伝
、

旅
行
業
者
へ
の
売
り
込
み
と
い
っ
た
両
地

域
住
民
の
不
断
の
努
力
が
、
ツ
ア
ー
観
光

客
、
個
人
観
光
客
の
伸
び
、
そ
し
て
五
箇

山
、
南
砺
市
の
認
知
度
の
向
上
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。

　

今
後
、
来
訪
者
の
満
足
度
の
向
上
に
よ

る
リ
ピ
ー
ト
率
の
上
昇
と
地
域
全
体
の
活

性
化
に
つ
な
げ
た
い
。

市
長　

●　

田
中
幹
夫

富
山
県
南
砺
市

地
方
自
治
体
表
彰

富
山
県
南
砺
市

世
界
遺
産
・
合
掌
造
り
集
落
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

―
五
箇
山
の
魅
力
高
め
、観
光
誘
客
図
る―

雪の中に浮かびあがる相倉合掌造り集落

水田に映る合掌家屋と暗闇に浮かび上がる合掌家屋
（菅沼合掌造り集落）
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山
村
留
学
の
経
緯
と
意
義

　

い
ま
か
ら
27
年
前
。
長
野
県
北
相
木
村

は
過
疎
化
に
よ
る
小
学
校
児
童
数
の
減
少

と
、
そ
れ
に
よ
る
学
級
の
複
式
化
が
い
よ

い
よ
現
実
的
な
課
題
と
な
り
始
め
て
い
ま

し
た
。そ
の
対
策
と
し
て
出
て
き
た
の
が
、

当
時
話
題
に
は
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
実

践
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
ま
だ
少
な
か
っ
た

山
村
留
学
事
業
で
す
。

　

当
初
、
こ
の
山
村
留
学
事
業
を
北
相
木

村
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
児
童
数
の
確

保
と
複
式
学
級
の
回
避
に
役
立
つ
と
考
え

て
い
ま
し
た
が
、す
ぐ
に
そ
ん
な
こ
と
は
、

き
わ
め
て
表
面
的
な
こ
と
に
気
付
か
さ
れ

ま
し
た
。

　

山
村
留
学
事
業
の
本
当
の
意
義
は
、
先

述
し
た
村
側
の
都
合
だ
け
で
は
な
く
、
留

学
生
と
し
て
や
っ
て
来
た
子
ど
も
達
が
、

北
相
木
村
の
人
と
自
然
に
触
れ
、
伸
び
伸

び
と
生
活
し
て
い
く
な
か
で
、
こ
こ
が
自

分
の
居
場
所
（
い
ず
れ
は
ふ
る
さ
と
）
と

感
じ
て
く
れ
る
こ

と
で
し
た
。
同
時

に
都
会
か
ら
子
ど

も
達
が
や
っ
て
く

る
こ
と
に
よ
っ

て
、
固
定
し
が
ち

な
村
や
学
校
の
人

間
関
係
が
活
性
化

さ
れ
る
と
い
う
こ

と
で
あ
り
、
児
童

数
の
増
加
や
複
式

学
級
の
解
消
、
そ
し
て
何
よ
り
都
市
と
農

村
の
交
流
が
大
き
か
っ
た
の
で
す
。

　

北
相
木
村
の
山
村
留
学
が
27
年
も
続
い

て
い
る
の
は
、
都
市
と
の
交
流
、
そ
の
こ

と
が
村
に
浸
透
し
て
い
っ
た
か
ら
で
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

地
域
と
の
か
か
わ
り

　

山
村
留
学
の
生
活
や
、
地
域
と
の
関
わ

り
に
お
い
て
中
心
に
あ
る
の
は
、
受
け
入

れ
農
家
で
す
。
子
ど
も
達
は
普
段
、
村
の

運
営
す
る
「
山
村
留
学
セ
ン
タ
ー
」
に
宿

泊
し
て
い
ま
す
が
、
希
望
に
応
じ
て
毎
月

10
日
前
後
を
農
家
で
暮
ら
し
ま
す
。
し
か

し
、
農
家
で
の
生
活
は
単
な
る
下
宿
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
家
族
と
し
て
一
緒
に
生
活

し
、
そ
こ
か
ら
学
校
に
通
い
、
そ
の
家
の

子
、
そ
の
地
区
の
子
と
し
て
暮
ら
す
こ
と

に
意
味
が
あ
る
の
で
す
。
ま
た
、
村
の
伝

統
行
事
や
催
し
に
も
積
極
的
に
参
加
し
ま

す
。
そ
う
し
て
い
く
な
か
で
、
山
村
留
学

生
と
そ
の
留
学
生
の
保
護
者
も
自
然
に
村

へ
入
っ
て
い
く
。
そ
れ
が
村
民
と
の
交
流

や
理
解
に
つ
な
が
っ
て
き
ま
し
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
活
用

　

27
年
続
い
て
い
る
北
相
木
村
の
山
村
留

学
事
業
で
す
が
、
ず
っ
と
順
風
満
帆
だ
っ

た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
か
ら
４
年

前
に
大
き
な
危
機
が
あ
り
ま
し
た
。
事
業

の
運
営
を
委
託
し
て
い
た
団
体
が
、
諸
事

情
に
よ
り
撤
退
し
た
か
ら
で
す
。

　

こ
の
と
き
、
と
り
あ
え
ず
村
教
育
委
員

会
で
運
営
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
し
か

し
、専
任
の
指
導
員
が
い
な
い
状
態
で
は
、

問
題
が
生
じ
た
と
き
、
速
や
か
な
対
応
が

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
、
や
は
り
専
任
で

運
営
と
指
導
を
任
せ
ら
れ
る
人
材
が
必
要

で
あ
る
と
痛
感
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
に
、「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
の

制
度
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
制
度
に
よ
っ

て
、
運
営
と
指
導
を
担
う
貴
重
な
人
材
を

確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。ま
た
、

外
か
ら
人
材
が
入
っ
た
こ
と
で
、
さ
ら
に

活
性
化
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
視

点
で
の
取
り
組
み
も
で
き
ま
し
た
。
以
後

留
学
生
も
増
え
、
落
ち
着
い
た
運
営
を
続

け
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

山
村
留
学
の
子
ど
も
達
は
現
在
、
15
人

（
小
学
生
13
人
、中
学
生
２
人
）い
ま
す
が
、

い
ず
れ
も
北
相
木
村
に
馴
染
ん
で
元
気
に

過
ご
し
て
い
ま
す
。
留
学
の
期
間
は
基
本

的
に
１
年
間
で
す
。
た
だ
、
希
望
が
あ
れ

ば
延
長
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
で
絆
深
め
る

　

今
後
の
目
標
は
、
山
村
留
学
事
業
30
周

年
に
向
け
て
、
記
念
の
行
事
を
開
催
す
る

こ
と
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
、
こ

れ
ま
で
参
加
し
た
山
村
留
学
生
の
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
会
を
確
立
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
を
確
立
す
る
こ
と
で
、

山
村
留
学
中
だ
け
で
な
く
、
村
を
出
て
か

ら
も
ず
っ
と
村
と
関
わ
っ
て
い
っ
て
ほ
し

い
と
願
い
ま
す
。
ず
っ
と
つ
な
が
っ
て
い

て
こ
そ
、
山
村
留
学
の
経
験
者
と
北
相
木

村
の
本
当
の
絆
だ
と
思
う
か
ら
で
す
。

村
長　

●　

井
出
髙
明

長
野
県
北
相
木
村

地
方
自
治
体
表
彰

長
野
県
北
相
木
村

都
会
の
子
ど
も
受
け
入
れ
、健
全
育
成

―
山
村
留
学
事
業
27
年
、村
も
活
性
化―

指導員（地域おこし協力隊）と脱穀作業に取り
組む子どもたち

村文化祭で太鼓の演奏を披露
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京
都
市
の
西
隣
に
位
置
す
る
亀
岡
市

は
、
隣
接
す
る
京
都
市
と
Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線

（
嵯
峨
野
線
）・
京
都
縦
貫
自
動
車
道
な
ど

で
結
ば
れ
約
20
分
。
ま
た
阪
神
地
域
の
中

心
街
と
も
わ
ず
か
約
１
時
間
と
す
ぐ
れ
た

ア
ク
セ
ス
と
、
豊
か
な
自
然
を
有
し
、
暮

ら
し
や
経
済
・
観
光
に
お
い
て
も
便
利
な

ま
ち
で
す
。

　

歴
史
的
に
は
、
奈
良
時
代
か
ら
豊
穣
の

地
と
し
て
、
丹
波
国
分
寺
・
国
分
尼
寺
が

置
か
れ
、
中
世
に
は
足
利
尊
氏
や
明
智
光

秀
が
、
こ
の
地
か
ら
日
本
の
歴
史
の
変
革

期
に
動
い
た
ま
ち
で
す
。

　

現
代
で
は
、
府
内
３
位
の
人
口
を
有
す

る
元
気
な
ま
ち
と
し
て
、
ま
た
、
関
西
で

最
初
の
生
涯
学
習
都
市
宣
言
に
基
づ
い
た

市
民
や
多
く
の
団
体
等
と
の
マ
ル
チ
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
礎
に
、
第
４
次
亀
岡
市

総
合
計
画
〜
夢
ビ
ジ
ョ
ン
〜
に
基
づ
き
、

参
画
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

ま
す
。

世
界
基
準
で
安
全
安
心
な

ま
ち
づ
く
り

　
「
安
全
安
心
こ
そ
が
最
大
の
福
祉
」
を

市
政
の
根
幹
と
し
て
推
進
す
る
中
で
、
Ｗ

Ｈ
Ｏ（
世
界
保
健
機
関
）が
推
奨
す
る
セ
ー

フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
以
下
Ｓ

Ｃ
）
の
活
動
に
取
り
組
み
、

平
成
20
年
３
月
に
国
内
初
の

認
証
を
取
得
し
ま
し
た
。

　

Ｓ
Ｃ
は
、
け
が
や
事
故
、

更
に
は
社
会
問
題
と
な
っ
て

い
る
自
殺
や
暴
力
な
ど
を
、

あ
ら
ゆ
る
デ
ー
タ
を
科
学
的

に
分
析
し
、
行
政
・
地
域
住

民
・
大
学
・
企
業
等
が
協
働

で
そ
れ
ら
の
未
然
防
止
対
策

に
取
り
組
む
も
の
で
す
。
現
在
は
、
市
内

23
の
自
治
会
組
織
を
中
心
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
特
性
に
あ
っ
た
対
策
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

Ｓ
Ｃ
の
取
り
組
み
は
、
自
治
体
単
位
が

基
本
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
Ｓ
Ｃ
の
学
校

版
と
し
て
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ー

フ
ス
ク
ー
ル
の
取
り
組
み
を
、
市
立
８
保

育
所
・
私
立
１
保
育
所
・
市
立
１
小
学
校

で
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
平
成
27
年
度
の
認
証

取
得
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

都
市
部
か
ら
農
山
村
へ
の

資
金
還
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

亀
岡
市
は
、
京
都
府
内
で
も
最
大
級
の

農
地
面
積
を
有
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

多
く
の
自
治
体
と
同
様
に
後
継
者
・
担
い

手
不
足
対
策
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。

　
「
亀
岡
カ
ー
ボ
ン
マ
イ
ナ
ス
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」（
以
下
Ｃ
Ｍ
Ｐ
）
は
、
放
置
竹
林

や
間
伐
材
な
ど
地
域
の
未
利
用
バ
イ
オ
マ

ス
を
炭
化
し
て
、
農
地
の
土
壌
改
良
材
と

し
て
活
用
す
る
こ
と
で
炭
素
を
隔
離
（
炭

素
埋
設
農
法
）
し
、
結
果
的
に
Ｃ
Ｏ
２
を

削
減
。
そ
の
分
を
国
内
排
出
権
取
引
制
度

を
利
用
し
て
売
却
し
て
資
金
を
得
た
り
、

企
業
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
に
よ
る
資
金
協
力
を
活
用

し
た
り
し
て
、
都
市
部
か
ら
疲
弊
し
つ
つ

あ
る
農
山
村
部
へ
資
金
を
還
流
さ
せ
、
活

性
化
を
図
ろ
う
と
す
る
取
り
組
み
で
す
。

　

い
わ
ば
、「
地
廃
地
活
・
地
産
地
消
」

と
農
作
物
の
新
た
な
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に

よ
る
農
山
村
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

す
。
平
成
20
年
11
月
か
ら
４
年
間
の
実
証

実
験
を
経
て
、
よ
う
や
く
平
成
24
年
９
月

か
ら
、
亀
岡
市
の
農
山
村
で
作
付
け
さ
れ

た
野
菜
が
市
場
で
流
通
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

ブ
ラ
ン
ド
名
は
、「CO

O
LV
EGE®

」

（
地
球
を
冷
や
す
野
菜
／
以
下
ク
ル
ベ
ジ
®）

で
す
。
現
在
は
、販
売
実
績
も
伸
び
続
け
、

20
名
の
認
定
生
産
者
に
よ
る
組
織
も
立
ち

上
が
り
、
年
間
作
付
け
計
画
や
、
生
産
調

整
、
販
路
拡
大
に
加
え
て
、
若
手
と
高
齢

営
農
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
確
立
し
て
き

て
い
ま
す
。

　

更
に
は
、
ク
ル
ベ
ジ
の
小
学
校
給
食
導

入
と
環
境
・
食
育
教
材
の
開
発
も
行
い
、

教
育
現
場
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
進

ん
で
い
ま
す
。

縦
の
関
係
か
ら
横
の
連
携
へ

　

今
回
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
Ｓ
Ｃ

及
び
Ｃ
Ｍ
Ｐ
は
、
行
政
単
体
で
は
成
し
遂

げ
ら
れ
な
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
Ｓ
Ｃ

で
は
８
大
学
、
Ｃ
Ｍ
Ｐ
で
は
３
大
学
と
の

協
働
が
あ
っ
て
こ
そ
実
現
で
き
た
と
言
え

ま
す
。

　

複
数
の
大
学
や
企
業
、
自
治
会
を
は
じ

め
と
す
る
地
域
組
織
、
行
政
が
対
等
な
立

場
で
共
通
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
向
か
っ
て
議

論
し
、
そ
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担

が
築
か
れ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
こ
そ
が
、
ま

ち
づ
く
り
の
原
点
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
縦
の
関
係
か
ら
フ
ラ
ッ

ト
な
関
係
づ
く
り
が
な
け
れ
ば
、
持
続
可

能
な
協
働
型
社
会
シ
ス
テ
ム
は
実
現
し
な

い
で
し
ょ
う
。

　

両
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
も
、
海
外
や
全
国

か
ら
多
く
の
方
々
が
視
察
に
お
越
し
い
た

だ
き
、
現
実
と
し
て
国
内
外
に
広
が
っ
て

い
ま
す
。
今
後
も
、
よ
り
良
い
持
続
可
能

な
社
会
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
努
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
長　

●　

栗
山
正
隆

京
都
府
亀
岡
市

地
方
自
治
体
表
彰

京
都
府
亀
岡
市

大
学
・
地
域
・
企
業
連
携
に
よ
る
協
働
型
地
域
づ
く
り

―

「
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」と「
農
山
村
の
活
性
化
」―

セーフコミュニティの再認証式典の記念写真
（平成25年２月）。セーフコミュニティは５
年ごとにチェックを受け、改めて認証される
仕組みになっている

新たなブランド野菜「クルベジ」の生産者ら
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合
併
の
危
機
感
か
ら
立
ち
上
が
る

　

平
成
の
大
合
併
に
よ
り
、私
達
の
町（
旧

福
島
県
東
和
町
）
は
、
１
市
３
町
で
新
二

本
松
市
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
私
達
の

地
域
は
ど
こ
と
合
併
し
て
も
周
辺
部
で
し

か
あ
り
え
な
い
地
域
で
、
埋
没
し
た
り
、

取
り
残
さ
れ
た
り
し
な
い
か
、
と
い
う
共

通
の
不
安
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。
こ
う
し

た
危
機
感
を
持
つ
有
志
で
議
論
す
る
中
で

「
ゆ
う
き
の
里
づ
く
り
」
と
い
う
方
向
性

を
見
出
し
、
そ
の
認
識
が
多
く
の
団
体
に

共
有
さ
れ
、「
有
機
農
業
・
有
機
的
な
人

間
関
係
・
勇
気
」
の
意
味
を
込
め
た
「
ゆ

う
き
の
里
東
和
ふ
る
さ
と
づ
く
り
協
議

会
」
の
設
立
（
平
成
17
年
）
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。

　

東
和
地
域
は
中
山
間
地
域
で
あ
り
大
規

模
農
業
な
ど
に
向
か
ず
、
も
と
も
と
養
蚕

地
帯
で
農
薬
に
対
す
る
抵
抗
感
も
あ
り
、

少
量
で
多
品
目
を
作
る
付
加
価
値
の
高
い

有
機
農
業
を
目
指
し
ま
し
た
。
当
初
、
有

機
農
業
を
す
る
人
は
地
域
の
変
わ
り

者
と
見
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
面
と

し
て
広
げ
る
た
め
仲
間
と
話
し
合

い
、
規
模
は
小
さ
く
て
も
、
畜
産
農

家
と
協
力
し
て
堆
肥
セ
ン
タ
ー
を
立

ち
上
げ
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
た
。

そ
れ
は
誰
で
も
同
じ
品
質
に
な
る
よ

う
に
堆
肥
と
ボ
カ
シ
肥
料
が
第
一
と

考
え
た
か
ら
で
す
。

　

そ
の
後
、
里
山
の
再
生
を
目
指
し
た
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
へ
と
発
展
し
ま
し
た
。
道

の
駅
「
ふ
く
し
ま
東
和
」
の
指
定
管
理
を

受
け
、
農
産
物
直
売
所
の
運
営
及
び
特
産

品
の
開
発
、
新
規
就
農
者
支
援
、
地
域
間

交
流
、
健
康
づ
く
り
や
伝
統
文
化
を
守
る

活
動
へ
と
幅
を
広
げ
、
東
和
に
あ
る
も
の

に
こ
だ
わ
っ
た
活
動
を
目
指
し
て
い
ま

す
。原

発
事
故
に
よ
る
危
機
か
ら

奮
い
立
つ

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
原
発
事
故
が
地

域
の
団
結
を
さ
ら
に
強
め
た
気
が
し
ま

す
。
東
和
地
区
の
山
一
つ
隣
が
川
俣
町
山

木
屋
地
区
、
そ
の
北
隣
が
飯
舘
村
で
、
避

難
地
域
と
隣
接
し
て
い
ま
す
。

　

い
つ
避
難
指
示
が
出
る
か
ビ
ク
ビ
ク
し

な
が
ら
も
、
７
０
０
０
人
の
東
和
地
域
に

浪
江
町
か
ら
４
０
０
０
人
の
避
難
者
を
受

け
入
れ
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
平
成

23
年
５
月
、
視
察
に
来
ら
れ
た
日
本
有
機

農
業
学
会
の
先
生
方
へ
、
私
達
が
こ
の
地

で
生
き
ら
れ
る
方
法
を
一
緒
に
考
え
て
ほ

し
い
と
お
願
い
し
、
全
面
的
な
協
力
を
い

た
だ
い
て
き
ま
し
た
。

　

同
年
６
月
に
は
災
害
復
興
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
策
定
、
７
月
に
は
民
間
企
業
の
協
力
に

よ
り
農
産
物
の
放
射
性
物
質
検
査
を
始
め

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
国
の
基
準
値
を
大

幅
に
下
回
る
レ
ベ
ル
で
あ
る
と
分
か
っ
て

き
ま
し
た
が
、
安
全
と
安
心
は
イ
コ
ー
ル

で
は
な
く
、風
評
被
害
は
大
変
な
も
の
で
、

売
り
上
げ
は
半
分
近
く
ま
で
落
ち
込
み
、

加
工
を
敬
遠
さ
れ
た
り
も
し
、
苦
し
み
ま

し
た
。

　

私
達
は
こ
の
困
難
に「
ゆ
う
き
」を
も
っ

て
立
ち
向
か
っ
て
い
ま
す
。
地
域
で
は
新

た
に
ワ
イ
ナ
リ
ー
や
新
規
就
農
者
の
地

ビ
ー
ル
工
房
が
ス
タ
ー
ト
し
、
地
元
の
麦

や
米
で
地
元
酒
屋
に
委
託
し
て
作
っ
た
麦

焼
酎
、
日
本
酒
も
あ
り
、
現
在
14
戸
あ
る

農
家
民
宿
で
大
人
向
け
に
ア
ル
コ
ー
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
し
て
取
り
組
ん
だ
り
も
し

て
い
ま
す
。

里
山
再
生
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

目
指
す

　

私
は
中
山
間
地
域
や
離
島
で
の
生
活
を

成
り
立
た
せ
る
こ
と
が
、
外
国
か
ら
の
山

林
買
占
め
を
さ
せ
な
い
こ
と
や
、
第
2
の

尖
閣
を
つ
く
ら
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す

し
、
日
本
の
原
風
景
を
守
り
、
棚
田
を
耕

し
、
守
る
こ
と
が
平
地
の
都
会
を
災
害
か

ら
守
る
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

強
い
農
業
で
は
な
く
、
優
し
い
農
業
を

目
指
し
、
里
山
再
生
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
を

目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
、
こ
の
地
域
は
大
変
な
逆
風
を
受
け
て

い
ま
す
が
、〝
し
た
た
か
に
〞（
当
地
の
方

言
で
は
〝
し
び
ら
っ
こ
く
〞）
楽
し
み
な

が
ら
活
動
を
続
け
、
地
域
の
み
ん
な
で
地

域
資
源
に
磨
き
を
か
け
な
が
ら
、
危
機
を

乗
り
越
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ゆ
う
き
の
里
東
和
ふ
る
さ
と
づ
く
り
協
議
会
理
事
長

福
島
県
二
本
松
市

個
人
表
彰

大
野
達
弘
氏

危
機
感
の
共
有
が
地
域
の
力
に

―
ふ
る
さ
と
の
自
立
に
向
か
っ
て―

耕作放棄地の再生に取り組む様子

特産品の加工をする様子
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日
本
の
良
さ
に
気
付
い
て
ほ
し
い

　

私
は
長
い
間
、
日
本
人
の
皆
さ
ん
に
、

自
分
た
ち
の
伝
統
文
化
が
い
か
に
素
晴
ら

し
い
も
の
か
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
強

く
願
っ
て
き
ま
し
た
。
銭
湯
が
良
い
例
で

す
。
あ
ま
り
に
も
身
近
に
あ
る
の
で
、
日

本
人
に
は
当
た
り
前
と
思
わ
れ
、
最
近
ま

で
あ
ま
り
注
意
が
払
わ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
風
呂
の
入
り
方
や
、
入
る

目
的
は
日
本
独
特
で
す
。
そ
の
こ
と
が
外

国
人
に
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
。
特
に
銭
湯
は
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
所
で
も
あ
り
、
日
本
の
宝
で

す
。

　

も
う
一
つ
深
く
関
わ
っ
て
き
た
の
は
、

30
年
く
ら
い
前
に
主
人
が
始
め
た
絵
は
が

き
運
動
で
す
。
そ
の
頃
は
、
絵
は
が
き
と

言
え
ば
有
名
な
観
光
地
の
も
の
ば
か
り

で
、
下
町
を
含
め
古
い
物
や
古
い
地
域
は

恥
ず
か
し
い
も
の
と
思
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
彼
は
私
た
ち
が
住
ん
で
い
た

東
京
の
谷
中
と
そ
の
近
辺
の
長
屋
や
銭
湯

な
ど
を
初
め
て
絵
は
が
き
に
し
た
の
で

す
。
そ
し
て
２
人
で
、
根
津
神
社
の
つ
つ

じ
祭
り
の
時
に
、
手
作
り
の
屋
台
で
売
り

ま
し
た
。
古
き
良
き
物
の
保
存
を
目
指
し

た
運
動
の
一
つ
で
、
や
が
て
成
果
が
現
れ

ま
し
た
。

　

日
本
人
の
規
律
や
正
確
さ
、
何
事
を
す

る
に
も
一
生
懸
命
の
精
神
も
特
別
な
も
の

で
す
。
枯
山
水
の
庭
に
見
ら
れ
る
抽
象
的

デ
ザ
イ
ン
感
覚
や
、
茶
の
世
界
に
見
ら
れ

る
よ
う
な
精
神
を
統
一
す
る
力
、
禅
の
精

神
な
ど
、
日
本
の
伝
統
は
ハ
イ
テ
ク
に
囲

ま
れ
ス
ト
レ
ス
に
満
ち
た
現
代
社
会
で
こ

そ
か
え
っ
て
必
要
な
も
の
で
す
。
清
潔
で

世
界
最
高
の
技
術
を
駆
使
し
た
交
通
機
関

や
、
最
新
の
流
行
や
デ
ザ
イ
ン
を
生
み
出

す
力
も
、
日
本
な
ら
で
は
の
も
の
で
す
。

愛
す
る
日
本
に
貢
献
で
き
る
喜
び

　

私
の
様
々
な
著
書
、
例
え
ば
「
消
え
ゆ

く
日
本
」（
丸
善
ブ
ッ
ク
ス
）
や
「
日
本

人
も
知
ら
な
か
っ
た
ニ
ッ
ポ
ン
」（
中
公

文
庫
）
の
中
で
、
私
は
日
米
の
文
化
や
考

え
方
の
違
い
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。
ま

た
、
イ
ラ
ス
ト
を
担
当
し
た
子
供
の
絵
本

「
あ
の
ね
こ　

こ
の
ね
こ
」（
福
音
館
書
店
）

の
中
で
は
、
ち
ゃ
ぶ
台
や
急
須
、
瓦
屋
根
、

ふ
す
ま
、
祭
り
半
纏
（
は
ん
て
ん
）、
桐

た
ん
す
な
ど
、
か
つ
て
は
ど
こ
で
も
見
ら

れ
た
物
を
描
い
て
、
母
親
が
子
供
た
ち
に

教
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
日
本
語
や
英
語
の
新
聞
、
雑
誌

な
ど
に
も
、
歌
舞
伎
な
ど
日
本
文
化
に
つ

い
て
の
私
の
意
見
や
印
象
を
書
い
て
き
ま

し
た
。
ま
た
数
多
く
の
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ

番
組
に
も
出
演
し
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
れ

ら
を
通
し
て
常
に
、
日
本
人
に
も
外
国
人

に
も
ま
だ
よ
く
知
ら
れ
て
い
な
い
、
日
本

の
素
晴
ら
し
い
世
界
を
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
に
努
め
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
学
生
や
旅
行
ガ
イ
ド
、
通

訳
、
地
域
住
民
な
ど
を
対
象
に
し
た
講
演

会
で
、
日
本
文
化
と
、
日
本
の
魅
力
を
外

国
人
に
伝
え
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か

に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
政
府
や
自
治
体
、
民
間
団
体
の
委

員
会
の
委
員
も
務
め
ま
し
た
。
そ
の
中
に

は
、
２
０
１
６
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
基
本

構
想
懇
談
会
委
員
や
優
秀
観
光
地
づ
く
り

賞
選
考
委
員
、
観
光
地
の
宿
泊
施
設
に
関

す
る
審
査
委
員
、
外
国
人
向
け
お
み
や
げ

審
査
委
員
会
委
員
長
、
東
京
都
浴
場
対
策

協
議
会
委
員
、
各
種
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

委
員
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

中
で
も
小
泉
首
相
（
当
時
）
の
主
催
す

る
懇
談
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
直
接
私

の
意
見
を
首
相
に
お
伝
え
す
る
こ
と
が
で

き
た
こ
と
は
思
い
出
深
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
現
在
は
、V

ISIT
 JA
PA
N
 

大
使
、

台
東
区
の
「
た
い
と
う
観
光
大
使
」
や
群

馬
県
嬬
恋
村
の「
嬬
恋
村
キ
ャ
ベ
ツ
大
使
」

な
ど
を
務
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
私
の
人
生
の
半
分
以

上
を
過
ご
し
た
、
愛
す
る
日
本
の
た
め
に

貢
献
で
き
た
こ
と
は
、
私
が
最
も
喜
び
と

し
、
誇
り
と
す
る
も
の
で
す
。

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
（
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
出
身
）

東
京
都
台
東
区

個
人
表
彰

桐
谷
エ
リ
ザ
ベ
ス
氏

日
本
の
魅
力
を
世
界
に
発
信

―
国
際
観
光
振
興
に
も
大
き
く
貢
献―

嬬恋村キャベツ大使として群馬県嬬恋村の生産現場を視察
した筆者（左）
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「
札
の
辻
」

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
古
い
町
並
み
は
ほ
ぼ
例

外
な
く
街
の
中
心
に
大
き
な
広
場
を
持
っ

て
い
る
。
そ
の
広
場
は
ま
さ
に
地
域
の

人
々
の
集
い
の
場
で
あ
り
、
憩
い
の
場
で

あ
り
、
情
報
交
換
の
場
で
あ
り
、
出
会
い

の
場
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
日
本
に
も
同
じ

よ
う
な
「
場
」
が
あ
っ
た
。
そ
れ
が
「
札

の
辻
」
と
言
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
「
札
の
辻
」
は
江
戸
時
代
に
官
の

制
札
を
立
て
た
辻
で
あ
り
、
そ
れ
は
現
在

多
く
地
名
と
し
て
全
国
各
地
に
残
っ
て
い

る
。
そ
れ
は
中
心
部
の
大
き
な
広
場
や
、

街
道
の
基
点
で
あ
っ
た
場
所
で
、
多
く
の

人
々
の
集
ま
る
場
所
で
あ
る
。

　

今
回
の
丸
亀
町
再
開
発
で
作
ら
れ
た

ド
ー
ム
下
の
大
き
な
広
場
は
、
讃
岐
の
各

街
道
の
基
点
で
あ
り
、
ま
た
、
古
に
は
お

城
の
正
面
入
り
口
前
で
あ
っ
た
。
そ
う
、

ま
さ
に
「
札
の
辻
」
で
あ
る
。
こ
の
広
場

が
民
間
投
資
に
よ
り
大
き
く
整
備
さ
れ
、

現
在
、
多
く
の
市
民
の
皆
様
が
休
日
ご
と

に
こ
の
広
場
で
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い

る
。
そ
し
て
こ
の
広
場
こ
そ
が
向
こ
う
１

０
０
年
、
市
民
の
皆
様
の
相
集
う
市
の
シ

ン
ボ
ル
的
な
広
場
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
、

と
思
っ
て
い
る
。

土
地
の
所
有
と
利
用
の
分
離

　

日
本
経
済
を
荒
ら
し
ま
わ
っ
た
土
地
問

題
。
日
本
経
済
の
根
本
的
な
立
て
直
し
に

は
、
こ
の
土
地
問
題
の
解
決
が

必
須
で
あ
る
と
い
う
学
説
が
古

い
時
代
か
ら
存
在
す
る
。
戦
後

の
農
地
解
放
は
す
ば
ら
し
い
政

策
で
あ
っ
た
が
、
一
方
で
日
本

人
に
あ
ま
り
に
も
強
い
土
地
に

対
す
る
執
着
心
を
植
え
付
け
て

し
ま
っ
た
。
全
国
の
地
方
都
市

の
中
心
市
街
地
に
存
在
す
る
商
店
街
は
社

会
背
景
、
商
業
環
境
の
大
き
な
変
化
に
よ

り
見
事
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
と
化
し
て
し

ま
っ
た
。
こ
れ
が
各
地
方
都
市
の
税
収
を

圧
迫
す
る
大
き
な
要
因
に
な
っ
て
い
る
わ

け
で
あ
り
、
国
策
を
痛
め
る
大
き
な
原
因

に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ

る
。

　

こ
の
土
地
問
題
を
解
決
す
べ
く
、
私
た

ち
が
採
っ
た
手
法
が
「
土
地
の
所
有
権
と

使
用
権
の
分
離
」
で
あ
る
。
地
権
者
の
出

資
で
作
っ
た
ま
ち
づ
く
り
会
社
が
す
べ
て

の
商
店
の
地
権
者
と
定
期
借
地
権
契
約
を

結
ん
で
そ
の
使
用
権
を
取
得
し
、
同
社
が

建
物
を
整
備
・
所
有
す
る
。
同
社
は
、
テ

ナ
ン
ト
の
家
賃
収
入
か
ら
銀
行
へ
の
返

済
、
建
物
の
管
理
費
用
な
ど
を
差
し
引
い

た
金
額
を
地
代
と
し
て
地
権
者
に
支
払

う
。
土
地
の
使
用
権
を
ま
ち
づ
く
り
会
社

が
一
括
し
て
持
つ
こ
と
で
、
利
害
調
整
に

手
間
取
る
こ
と
な
く
思
う
よ
う
な
テ
ナ
ン

ト
ミ
ッ
ク
ス
（
業
種
の
再
編
成
）
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
わ
け
だ
。

　

す
べ
て
を
行
政
に
お
任
せ
し
て
し
ま
う

の
で
は
な
く
、
自
分
達
の
街
を
自
分
達
で

自
ら
リ
ス
ク
を
負
い
自
治
権
を
も
っ
て
運

営
し
て
い
こ
う
と
い
う
、
新
し
い
自
治
組

織
の
形
成
で
あ
る
。
業
種
の
再
編
成
、
イ

ベ
ン
ト
、
商
店
街
外
部
の
各
団
体
、
組
織

と
の
連
携
、
住
宅
整
備
、
安
心
安
全
の
街

づ
く
り
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
人
口
減
、
高

齢
化
社
会
に
対
応
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
実

現
さ
せ
る
全
て
の
大
前
提
は
、
土
地
問
題

の
解
決
で
あ
り
、
土
地
の
所
有
と
利
用
を

分
離
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
可
能
に

な
る
施
策
で
あ
る
。
こ
れ
が
ま
さ
に
、
エ

リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
計
画
が
具
現
化

し
た
最
大
の
要
因
は
、
優
れ
た
リ
ー
ダ
ー

の
存
在
で
は
な
く
地
域
の
持
つ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
で
あ
っ
た
。

高
松
丸
亀
町
商
店
街
振
興
組
合
理
事
長

香
川
県
高
松
市

個
人
表
彰

古
川
康
造
氏

向
こ
う
１
０
０
年
を
見
据
え
て

―
高
松
丸
亀
町
商
店
街
の
ま
ち
づ
く
り―

高松丸亀町商店街。壱番街に整備した
ドーム広場

ドーム広場でのイベントに集まった人々。イベントは年間
250回も開催される
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米
ど
こ
ろ
庄
内
の
稲
作
風
土

　

山
形
県
農
業
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
水
田

農
業
試
験
場
は
、
日
本
有
数
の
米
ど
こ
ろ

庄
内
平
野
に
、
大
正
９
年
、
山
形
県
立
農

事
試
験
場
庄
内
分
場
と
し
て
創
立
さ
れ
、

一
貫
し
て
地
元
の
生
産
現
場
に
密
着
し
た

研
究
課
題
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

庄
内
地
域
で
は
明
治
時
代
よ
り
水
稲
の

品
種
改
良
が
盛
ん
で
、「
亀
ノ
尾
」
を
創
っ

た
阿
部
亀
治
翁
は
じ
め
57
名
の
民
間
育
種

家
が
１
７
５
も
の
品
種
を
育
成
し
、
か
つ

そ
の
多
く
の
先
人
達
は
、
乾
田
馬
耕
な
ど

の
農
事
改
良
に
も
取
り
組
み
、
生
産
力
向

上
に
大
き
な
業
績
を
残
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
本
一
の
大
地
主
と
言
わ
れ
た

本
間
家
が
創
設
し
た
本
間
農
場
や
、
現
在

も
活
動
を
続
け
る
荘
内
藩
酒
井
家
ゆ
か
り

の
稲
作
研
究
組
織
及
び
農
家
自
ら
が
設
立

し
た
民
間
指
導
機
関
が
あ
り
ま
す
。

産
地
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立

　

こ
う
し
た
稲
作
に
対
す
る
熱
い
情
熱
を

持
っ
た
風
土
の
中
、
庄
内
地
域
の
Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
と
農
業
関
係
機
関
が
一
体
と
な
り

昭
和
48
年
か
ら
「
米
づ
く
り
運
動
」
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
当
試
験

場
は
庄
内
米
と
県
産
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に

向
け
、
高
品
質
で
良
食
味
米
の
高
位
安
定

生
産
技
術
を
確
立
す
る
た
め
、
生
産
現
場

に
密
着
し
た
研
究
開
発
を
行
い
、
理
論
的

支
柱
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し

た
。山

形
待
望
の
品
種
誕
生

　

米
の
産
地
間
競
争
が
激
化
す
る
中
、
平

成
３
年
に
育
成
し
た
「
は
え
ぬ
き
」
は
、

そ
れ
ま
で
米
の
２
大
横
綱
と
言
わ
れ
た

「
サ
サ
ニ
シ
キ
」
や
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
と

は
違
い
、
草
丈
が
短
く
良
食
味
と
い
う
特

性
を
併
せ

持
っ
た
画
期

的
な
品
種
で

あ
り
、
一
般

財
団
法
人
日

本
穀
物
検
定

協
会
が
行
う

「
米
の
食
味

ラ
ン
キ
ン

グ
」
に
お
い
て
、
平
成
６
年
か
ら
19
年
連

続
で
「
特
Ａ
」
ラ
ン
ク
を
獲
得
し
、
県
の

主
力
品
種
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
21
年
に
育
成
し
た
「
つ
や

姫
」
は
高
品
質
で
抜
群
の
食
味
を
備
え
、

地
球
温
暖
化
が
進
む
中
で
「
新
潟
コ
シ
ヒ

カ
リ
」
を
凌
ぐ
ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
へ
向
け

県
民
の
期
待
も
高
ま
り
、
全
国
的
に
も
注

目
を
集
め
て
い
ま
す
。

地
域
活
性
化
の
起
爆
剤
に

　
「
つ
や
姫
」
誕
生
を
機
に
、
地
元
（
鶴

岡
市
）
で
は
有
志
に
よ
る
「
つ
や
姫
誕
生

の
ま
ち
活
性
化
の
会
」
が
結
成
さ
れ
、
つ

や
姫
誕
生
の
町
Ｐ
Ｒ
看
板
の
設
置
、
菓
子

類
や
食
事
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
、食
農
教
育
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
等
々
様
々
な
取
り
組
み
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
県
内
各
地
で
は
、
県
が
主

導
し
て
設
置
し
た
「
山
形
つ
や
姫
ブ
ラ
ン

ド
化
戦
略
推
進
本
部
」
の
活
動
に
呼
応
し

て
、
稲
作
農
家
の
み
な
ら
ず
流
通
・
商
工
・

観
光
業
ま
で
巻
き
込
ん
だ
加
工
食
品
、
飲

料
、
酒
類
、
飲
食
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
や
消

費
者
交
流
な
ど
、
地
域
活
性
化
の
起
爆
剤

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
酒
米
の
「
出
羽
燦
々
」（
平
成
６

年
育
成
）
は
、
県
酒
造
組
合
統
一
ブ
ラ
ン

ド
の
純
米
吟
醸
酒
「D

EW
A
33

」
と
し

て
業
界
活
性
化
の
牽
引
車
と
な
り
、
地
元

で
は
10
年
目
を
迎
え
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
大
吟

醸
酒
「
藤
島
」
に
よ
る
地
域
お
こ
し
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
中
山
間
地
向
け
低
ア
ミ
ロ
ー
ス

米「
里
の
ゆ
き
」（
平
成
16
年
育
成
）は
サ
ッ

カ
ー
の
Ｊ
２
「
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
」
の

棚
田
保
全
活
動
に
結
び
付
き
ま
し
た
。

　

当
場
で
水
稲
品
種
育
成
が
始
ま
り
50
周

年
と
な
る
節
目
の
年
に
、
栄
誉
あ
る
賞
を

頂
き
、
大
変
嬉
し
く
光
栄
に
感
じ
る
と
と

も
に
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
に
寄
り
添
う
試

験
場
と
し
て
、
心
新
た
に
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

水
田
農
業
試
験
場 

場
長　

●　

大
渕
光
一

山
形
県

試
験
研
究
機
関
表
彰

山
形
県
農
業
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
水
田
農
業
試
験
場

米
の
産
地
ブ
ラ
ン
ド
確
立
と
新
品
種
育
成

―
地
域
に
密
着
し
た
研
究
開
発
を
推
進―

品種育成第１段階の交配作業。年間約70の
組み合わせを行っている

小学生の見学風景。校外学習の一環として、
年に約1,000人の小学生が水田農業試験場
の見学に訪れる
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清
酒
専
門
の
研
究
機
関

　

新
潟
県
醸
造
試
験
場
は
１
９
３
０
年
、

県
酒
造
業
界
の
熱
い
要
望
の
下
に
設
立
さ

れ
た
清
酒
を
専
ら
の
対
象
と
す
る
研
究
・

指
導
機
関
で
す
。
設
立
当
時
の
新
潟
県
は

造
石
高
で
は
全
国
十
指
に
入
る
地
位
に
は

あ
っ
た
も
の
の
、
品
質
的
に
は
現
在
の
よ

う
な
評
価
は
な
く
、
技
術
レ
ベ
ル
の
向
上

が
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

三
大
使
命
に
よ
る
業
界
と
の
連
携

　

醸
造
試
験
場
の
設
立
に
当
た
り
、
業
務

の
方
向
性
を
示
す
も
の
と
し
て
次
の
よ
う

な
「
三
大
使
命｣

が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
現
在
ま
で
形
を
変
え
な
が
ら
連

綿
と
受
け
継
が
れ
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す

が
、
未
だ
に
最
重
要
課
題
で
あ
り
、
先
人

の
先
見
性
を
示
す
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

１
、 

新
潟
の
気
候
風
土
に
適
し
た
醸
造

法
の
研
究

　

２
、
酒
造
原
料
米
の
調
査
研
究

　

３
、
酒
造
技
能
者
の
人
材
教
育　

　

こ
れ
ら
の
課
題
は
相
互
に
深
く
関
連
し

て
お
り
、
醸
造
試
験
場
と
業
界
が
徹
底
し

た
連
携
体
制
で
取
り
組
む
こ
と
が
本
県
の

特
色
と
な
っ
て
い
ま
す
。
創
立
当
初
か
ら

の
産
官
連
携
の
伝
統
は
本
県
特
産
の
あ
か

い
酒
、
日
本
の
代
表
的
酒
米
品
種
の
一
つ

で
あ
る
五
百
万
石
や
、
最
近
デ
ビ
ュ
ー
し

た
越
淡
麗
、
機
能
性
が
期
待
さ
れ
る
乳
酸

菌
発
酵
酒
粕
「
さ
か
す
け｣

な
ど
多
岐
に

わ
た
る
成
果
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
内
の
技
術
者
を
組
織
化
し
て

情
報
の
共
有
と
交
流
を
図
る
と
共
に
、
当

場
の
研
究
開
発
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
、
業
界
全
体
が
技
術
レ
ベ
ル
向

上
に
む
け
て
取
り
組
ん
だ
結
果
、
新
潟
県

産
酒
は
淡
麗
に
象
徴
さ
れ
る
、
現
在
の
よ

う
な
高
い
評
価
を
い
た
だ
く
ま
で
に
な
り

ま
し
た
。

業
界
あ
げ
て
行
う
人
材
教
育

　

こ
れ
ら
の
研
究
開
発
成
果
を
最
終
的
に

生
か
す
の
は
、
現
場
で
実
際
に
酒
造
り
を

行
う
人
た
ち
で
、
優
秀
な
人
材
の
確
保
が

新
潟
清
酒
の
品
質
を
左
右
す
る
最
も
重
要

な
フ
ァ
ク
タ
ー
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

杜
氏
を
は
じ
め
、
酒
造
り
に
携
わ
る
人

材
を
季
節
雇
用
者
に
依
存
し
て
い
た
時
代

は
、
杜
氏
が
技
術
を
弟
子
に
伝
授
す
る
形

で
伝
統
技
術
の
継
承
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
雇
用
形
態
が
通
年
に
変
わ
り
季

節
労
務
者
と
し
て
の
杜
氏
が
激
減
す
る
中

で
、
業
界
で
は
人
材
確
保
と
同
時
に
伝
統

技
術
の
保
存
継
承
が
重
要
な
課
題
と
な
り

ま
し
た
。

　

そ
の
解
決
策
と
し
て
１
９
８
４
年
、
酒

造
組
合
と

醸
造
試
験

場
が
連
携

し
、
必
要

な
人
材
を

業
界
内
で

育
て
る
と

同
時
に
伝

統
技
術
の

保
存
を
図

る
こ
と
と

し
ま
し
た
。こ
う
し
て
誕
生
し
た
の
が「
新

潟
清
酒
学
校｣

で
す
。

　

清
酒
学
校
は
県
内
企
業
か
ら
推
薦
さ
れ

た
社
員
を
対
象
と
し
、修
業
年
限
は
３
年
。

生
徒
は
本
業
に
従
事
し
な
が
ら
、
座
学
や

実
験
、
企
業
見
学
な
ど
年
間
１
０
０
時
間

を
超
え
る
教
育
を
受
け
ま
す
。
講
師
は
醸

造
試
験
場
員
の
ほ
か
、
県
内
企
業
の
技
術

者
・
経
営
者
が
あ
た
り
、
言
わ
ば
商
売
敵

の
人
材
教
育
を
業
界
挙
げ
て
皆
で
行
う
体

制
で
す
。

　

現
在
、
卒
業
生
は
４
５
０
名
を
超
え
、

県
内
酒
造
場
の
製
造
責
任
者
（
杜
氏
）
の

３
分
の
１
が
新
潟
清
酒
学
校
の
卒
業
生
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
校
の
存
在
に

よ
り
新
潟
県
で
は
経
営
者
か
ら
社
員
ま
で

各
層
で
企
業
横
断
的
な
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
強
化
さ
れ
、
種
々
の
研
究
会
や
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
に
威
力
を
発
揮
し
て
い
ま

す
。

場
長　

●　

渡
邊
健
一

新
潟
県

試
験
研
究
機
関
表
彰

新
潟
県
醸
造
試
験
場

酒
造
業
界
と
連
携
、「
三
大
使
命
」果
た
す

―
醸
造
法
研
究
や
人
材
育
成
な
ど―

新潟清酒学校の入学式。この学校は業界が自ら人材
教育に取り組んだ先駆けといえる仕組み。企業横断
的な人的ネットワーク構築にも大きな効果を持つ

新潟県酒造技術研究発表会の様子。県内の技術者
が業務の中で様々な課題を解決した事例を発表す
る。失敗事例等も積極的に共有することにより全
体のレベル向上が図られる
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「
さ
ぬ
き
う
ど
ん
」
は
、
香
川
県
で
と

れ
る
産
物
（
小
麦
、
塩
、
醤
油
、
煮
干
な

ど
）
を
原
料
と
し
、
昔
か
ら
四
季
折
々
の

行
事
や
人
の
集
ま
り
に
は
欠
か
せ
な
い
食

べ
物
と
し
て
県
民
の
生
活
の
中
に
根
付
い

て
い
る
。
し
か
し
、
う
ど
ん
に
使
わ
れ
る

原
料
小
麦
は
昭
和
40
年
代
か
ら
外
国
産
が

主
体
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
県
産
小
麦
を

用
い
た
名
実
と
も
に
「
さ
ぬ
き
う
ど
ん
」

を
提
供
す
る
こ
と
が
う
ど
ん
業
界
の
み
な

ら
ず
多
く
の
県
民
の
「
夢
」
で
あ
っ
た
。

県
独
自
の
う
ど
ん
用
小
麦
品
種
を

育
成
、
生
産
拡
大
も
支
援

　

こ
の
よ
う
な
背
景
の
下
、
香
川
県
農
業

試
験
場
で
は
、
平
成
３
年
か
ら
さ
ぬ
き
う

ど
ん
用
小
麦
品
種
の
育
成
に
取
り
組
み
、

平
成
12
年
に
「
さ
ぬ
き
の
夢
２
０
０
０
」

を
、
平
成
21
年
に
は
後
継
品
種
「
さ
ぬ
き

の
夢
２
０
０
９
」を
育
成
し
た
。
現
在
は
、

こ
れ
ら
を
共
通
ブ
ラ
ン
ド「
さ
ぬ
き
の
夢
」

と
し
て
売
り
出
し
て
い
る
。

　
「
さ
ぬ
き
の
夢
」
は
、
さ
ぬ
き
う
ど
ん

用
小
麦
と
い
う
明
確
な
コ
ン
セ
プ
ト
を

持
っ
て
育
成
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
生
産
者

の
理
解
も
得
や
す
く
、
栽
培
意
欲
の
喚
起

に
つ
な
が
っ
た
。
ま
た
、
品
種
の
特
徴
を

最
大
限
に
引
き
出
す
た
め
の
栽
培
法
を
当

農
業
試
験
場
で
確
立
し
、
県
内
農
家
の
栽

培
技
術
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
結
果
、
既
存
小

麦
か
ら
の
作
付
転
換
が
順
調
に
進
み
、
平

成
15
年
の
秋
播
き
よ
り
、
県
内
で
栽
培
す

る
小
麦
品
種
を
「
さ
ぬ
き
の
夢
」
に
全
面

的
に
切
り
替
え
、
栽
培
面
積
も
平
成
25
年

産
は
１
４
４
０
㌶
と
な
っ
た
。
品
質
に
つ

い
て
も
高
い
評
価
を
受
け
て
お
り
、
平
成

25
年
産
民
間
流
通
麦
の
入
札
価
格
は
、「
日

本
麺
」
用
に
使
わ
れ
る
銘
柄
と
し
て
は
国

内
最
高
価
格
で
あ
っ
た
。

「
さ
ぬ
き
の
夢
」
に
よ
る

地
域
づ
く
り

　

現
在
、
県
内
各
地
域
に
お
い
て
、「
さ

ぬ
き
の
夢
」
を
使
っ
た
う
ど
ん
教
室
や
う

ど
ん
打
ち
体
験
が
活
発
に
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
お
り
、
地
域
文
化
、
伝
統
行
事

に
欠
か
せ
な
い
う
ど
ん
は
、
食
育
や
地
域

活
動
の
重
要
な
ツ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
さ
ぬ
き
う
ど
ん
は
観
光
の
分
野

に
お
い
て
も
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。
タ

ク
シ
ー
や
バ
ス
を
借
り
切
っ
て
地
元
の
有

名
店
巡
り
を
す
る
「
う
ど
ん
タ
ク
シ
ー
」

や
「
う
ど
ん
バ
ス
ツ
ア
ー
」
が
人
気
を
呼

ん
で
い
る
ほ
か
、「
さ
ぬ
き
の
夢
」
を
使

用
し
た
う
ど
ん
を
提
供
す
る
店
を
「
さ
ぬ

き
の
夢
こ
だ
わ
り
店
」
と
し
て
認
証
し
、

そ
れ
ら
の
店
を
巡
る
「
さ
ぬ
き
の
夢
ラ

リ
ー
」
を
県
内
外
に
向
け
て
情
報
発
信
す

る
な
ど
、
観
光
客
誘
致
に
向
け
た
取
り
組

み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

香
川
県
で
は
、
平
成
23
年
10
月
か
ら
、

「
う
ど
ん
県
。
そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
い
香
川

県
」
と
銘
打
ち
、
県
を
あ
げ
て
県
や
県
産

品
の
Ｐ
Ｒ
、
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
戦
略
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
、
さ
ぬ
き
う
ど

ん
の
抜
群
の
知
名
度
を
生
か
し
た
も
の
で

あ
り
、
さ
ぬ
き
う
ど
ん
が
戦
略
の
核
の
一

つ
と
な
っ
て
お
り
、
県
の
産
業
・
文
化
の

発
展
、活
性
化
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

　

当
農
業
試
験
場
で
は
、
今
後
と
も
「
さ

ぬ
き
の
夢
」
の
改
良
に
取
り
組
み
、「
進

化
す
る
さ
ぬ
き
う
ど
ん
」
に
よ
る
地
域
貢

献
に
繋
げ
て
い
き
た
い
。

場
長　

●　

日
野　

潤

香
川
県

試
験
研
究
機
関
表
彰

香
川
県
農
業
試
験
場

「
さ
ぬ
き
の
夢
」で
香
川
県
を
活
性
化
！

―
う
ど
ん
用
小
麦
品
種
育
成
で
地
域
に
貢
献―

「うどんさぬきの夢技能グランプリ」の審査風景。香川県
産小麦を使用した「さぬきの夢」うどんの製造技術向上と
県内産小麦の利用拡大を図るため毎年実施している

「さぬきの夢うどん」の試食。「さぬきの夢2009」の最終
選抜にあたっては、消費者である一般県民約1,000人に試
食してもらい、その評価を選考に反映させた
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私
は
、
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
全
国
地
域
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾

６
期
生
で
あ
り
ま
す
。
塾
で
は
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
多
く
の
仲

間
に
出
会
え
、
そ
の
後
の
私
の
人
生
に
大
き
な
財
産
と
な
り
多
く

の
実
を
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。
思
い
か
え
り
ま
す
と
、
当
時
、
私

は
役
場
の
一
職
員
と
し
て
、
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。
そ
の
と
き
偶
然
に
全
国
地
域
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
の
募
集
要
項

を
見
る
機
会
に
ふ
れ
、
興
奮
し
顔
が
紅
潮
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま

す
。
よ
し
、
今
は
こ
れ
だ
！
早
速
、
職
場
の
上
司
や
町
長
に
も
許

可
を
得
ず
勝
手
に
応
募
し
ま
し
た
。
町
か
ら
の
推
薦
状
も
自
分
で

作
成
、「
神
園
勝
喜
は
優
秀
な
職
員
で
あ
り
将
来
地
域
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
期
待
で
き
る
職
員
で
あ
る
」旨
の
内
容
の
推
薦
状
を
作
成
。

そ
し
て
み
ご
と
合
格
。
決
定
通
知
を
見
た
当
時
の
町
長
も
唖
然
、

し
か
し
な
ぜ
か
決
裁
。
ど
う
に
か
旅
費
も
公
費
で
負
担
し
て
い
た

だ
き
助
か
り
ま
し
た
。

　

地
域
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
の
魅
力
は
な
ん
と
い
っ
て
も
全
国
か
ら

職
業
も
年
齢
も
男
女
も
問
わ
ず
参
加
で
き
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま

す
。
塾
が
あ
る
た
び
全
国
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
自
慢
の
特
産
を
持
ち
寄

り
、夜
遅
く
ま
で
夜
な
べ
談
義
を
し
た
こ
と
を
思
い
起
こ
し
ま
す
。

私
も
鹿
児
島
自
慢
の
さ
つ
ま
揚
げ
や
焼
酎
で
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

特
に
鹿
児
島
と
は
気
候
風
土
が
違
う
東
北
で
の
現
地
研
修
は
強
く

印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

塾
修
了
後
、
同
期
生
を
頼
り
に
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
活
動
と
し
て
、

地
元
の
小
中
学
生
を
引
率
し
、
鹿
児
島
で
体
験
で
き
な
い
雪
国
の

生
活
体
験
や
全
国
各
地
で
様
々
な
交
流
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

平
成
17
年
、
機
会
あ
っ
て
人
口
１
万
人
の
町
で
す
が
町
長
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
選
挙
で
使
用
し
た
リ
ー
フ
や
名
刺
に

は
「
全
国
地
域
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
６
期
生
」
と
印
刷
。
塾
卒
生
と

し
て
の
評
価
を
い
た
だ
き
当
選
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

全国地域リーダー養成塾
貴重な体験から
NPO法人かごしま特産品販売促進協会 理事長
（元鹿児島県菱刈町長） 　●　神園勝喜

　

町
長
現
職
時
は
塾
同
期
生
や
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
等
で
お
会
い
し
た

同
志
の
み
な
さ
ん
の
知
恵
や
ア
イ
デ
ア
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ

き
我
が
町
の
施
策
に
反
映
さ
せ
た
も
の
で
す
。「
自
分
に
な
い
も

の
は
他
人
の
意
見
を
き
い
て
施
策
に
反
映
さ
せ
る
」。
こ
れ
も
私

の
行
政
手
法
の
一
つ
で
す
。
そ
の
意
味
で
は
全
国
に
す
ば
ら
し
い

友
を
持
て
た
と
い
う
こ
と
は
私
の
宝
で
あ
り
財
産
で
あ
り
ま
す
。

　

２
期
目
途
中
で
隣
の
町
と
の
合
併
を
機
に
町
長
職
を
失
職
。
現

在
は
鹿
児
島
県
の
物
産
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
じ
め
、
様
々
な
方

法
に
よ
り
販
促
す
る
お
手
伝
い
を
す
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
ご
し
ま

特
産
品
販
売
促
進
協
会
」
を
設
立
し
、
理
事
長
と
し
て
県
内
外
を

飛
び
回
っ
て
お
り
ま
す
。「
地
方
か
ら
都
市
へ
」「
鹿
児
島
か
ら
全

国
へ
」
特
産
品
を
は
じ
め
様
々
な
鹿
児
島
の
地
域
情
報
を
発
信
し

て
お
り
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
被
災
地
向
け
鹿
児
島
物
産
の
提
供

も
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
は
、
国
と
県
の
緊
急
雇
用
対

策
事
業
等
を
活
用
し
新
規
雇
用
も
で
き
、
新
た
な
取
り
組
み
と
し

て
、ア
ジ
ア
諸
国
向
け
に
鹿
児
島
物
産
や
様
々
な
情
報
を
発
信
し
、

鹿
児
島
の
活
性
化
の
一
役
を
担
う
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。
人
生

い
つ
も
そ
の
時
が
通
過
点
。
年
金
生
活
に
頼
ら
ず
生
涯
現
役
を
目

指
し
ま
す
。

　

鹿
児
島
は
平
成
23
年
九
州
新
幹
線
全
線
開
通
を
機
会
に
県
外
や

台
湾
・
韓
国
な
ど
海
外
か
ら
の
観
光
客
が
飛
躍
的
に
増
え
、
有
難

い
こ
と
で
す
。
今
年
１
月
に
は
桜
島
大
噴
火
か
ら
１
０
０
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。
現
在
も
毎
日
の
よ
う
に
噴
火
し
て
い
ま
す
が
、
目

の
前
で
噴
火
す
る
火
山
も
鹿
児
島
の
魅
力
の
一
つ
で
す
。

　

焼
酎
を
は
じ
め
、
黒
豚
・
黒
牛
・
く
ろ
す
・
き
び
な
ご
・
さ
つ

ま
揚
げ
な
ど
美
味
し
い
食
べ
物
や
、
南
北
６
０
０
㌔
に
及
ぶ
鹿
児

島
は
魅
力
あ
る
観
光
地
も
い
っ
ぱ
い
で
す
。
ど
う
ぞ
全
国
の
み
な

さ
ん
遊
び
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

リーダー塾修了者エッセー
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イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
の
取
り
組
み
の

経
緯
と
目
的

　

２
０
１
３
年
に
行
わ
れ
た
民
間
シ
ン
ク

タ
ン
ク
の
調
査
に
よ
る
と
、
岡
山
県
の
認

知
度
は
47
都
道
府
県
中
41
位
、
県
民
な
ど

の
本
県
へ
の
愛
着
度
も
42
位
と
低
迷
し
て

い
ま
す
。
知
名
度
が
低
い
こ
と
は
、
企
業

誘
致
や
観
光
振
興
、
県
産
果
物
や
特
産
品

の
売
り
込
み
な
ど
を
進
め
る
上
で
大
き
な

障
壁
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
痛
感
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
知
名
度
の
低
さ
は
、
県
民

の
皆
さ
ん
が
、
岡
山
の
素
晴
ら
し
さ
を
、

愛
着
と
誇
り
を
持
ち
胸
を
張
っ
て
県
外
の

知
人
な
ど
に
紹
介
し
て
い
た
だ
く
際
に

も
、
マ
イ
ナ
ス
に
働
い
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
懸
念
も
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
香
川
県
の
「
う
ど
ん
県
」、
広

島
県
の
「
お
し
い
！
広
島
県
」
な
ど
、
隣

県
の
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
戦
略
の
動
き
に
少
な

か
ら
ず
刺
激
を
受
け
て
い
た
と
い
う
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
、岡
山
県
で
は
、

県
の
知
名
度
向
上
を
目
指
し
て
「
晴
れ
の

国
お
か
や
ま
」
を
全
国
に
発
信
す
る
取
り

組
み
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。こ
れ
は
、

岡
山
の
名
前
、
良
い
イ
メ
ー
ジ
を
イ
ン
パ

ク
ト
を
持
っ
て
発
信
す
る
こ
と
で
、
ま
ず

は
岡
山
県
そ
の
も
の
を
知
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
を
最
大
の
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
で
の
最
大
の
課
題
が
、

何
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
据
え
て
Ｐ
Ｒ

を
行
う
か
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
全
庁
的

に
議
論
を
重
ね
た
結
果
、
今
さ
ら
奇
を
て

ら
っ
て
新
し
い
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
つ

く
る
よ
り
も
、こ
れ
ま
で
使
っ
て
き
た「
晴

れ
の
国
お
か
や
ま
」
を
自
信
を
持
っ
て
使

い
続
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

晴
れ
の
日
が
多
く
、
降
水
量
１
ミ
リ
未

満
の
日
が
２
７
６
・
８
日
と
全
国
第
１
位

で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
岡
山
県
の
ト
ー

タ
ル
イ
メ
ー
ジ
を
表
す
言
葉
と
し
て
20
年

以
上
使
っ
て
き
た
も
の
で
、
県
民
の
認
知

度
も
高
く
、
民
間
で
も
幅
広
く
活
用
さ
れ

る
な
ど
、
県
内
で
は
十
分
に
定
着
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、高
品
質
の
県
産
果
物
や
、

居
住
環
境
、
操
業
環
境
な
ど
、
全
国
に
通

用
す
る
岡
山
県
の
主
力
商
品
（
セ
ー
ル
ス

ポ
イ
ン
ト
）
の
魅
力
も
こ
の
言
葉
で
象
徴

的
に
表
す
こ
と
が
で
き
、、
岡
山

の
良
さ
、
魅
力
を
端
的
に
伝
え
ら

れ
る
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

第
１
弾
、
Ｐ
Ｒ
ス
タ
ッ
フ

「
晴
れ
男
・
晴
れ
女
」を
募
集

　

昨
年
の
11
月
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ

た
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
の
取
り
組
み

で
す
が
、ま
ず
は
第
１
弾
と
し
て
、

県
の
Ｐ
Ｒ
ス
タ
ッ
フ
の
募
集
企
画

を
行
い
ま
し
た
。

　
「
晴
れ
の
国
」
に
引
っ
か
け
ス

タ
ッ
フ
の
名
称
を
「
晴
れ
男
・
晴

れ
女
」
と
名
付
け
全
国
か
ら
公
募

し
た
と
こ
ろ
、
わ
ず
か
10
日
と
い

う
短
期
間
で
の
募
集
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
２

３
７
人
も
の
方
々
か
ら
応
募
を
い

た
だ
き
、結
果
６
人
の
「
晴
れ
男
・

晴
れ
女
」
を
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。「
晴
れ
男
・
晴
れ
女
」
は
、
劇
団
四

季
の
元
団
員
、
自
転
車
で
４
カ
国
を
回
っ

た
経
験
の
あ
る
方
、
学
生
向
け
フ
リ
ー
マ

ガ
ジ
ン
の
元
編
集
長
な
ど
い
ず
れ
も
ユ

ニ
ー
ク
な
経
歴
の
持
ち
主
で
、
県
の
業
務

委
託
を
受
け
た
映
像
制
作
会
社
「
山
陽
映

画
」
の
契
約
社
員
と
し
て
今
年
３
月
末
ま

で
雇
用
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
企
画
は
、
地
方
だ
け
で
は
な
く
、

全
国
ネ
ッ
ト
も
含
め
て
多
く
の
新
聞
や
テ

レ
ビ
で
報
道
さ
れ
る
と
と
も
に
、
ヤ
フ
ー

の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
に
掲
載

地域
TOPICS
トピックス

「
晴
れ
の
国
お
か
や
ま
」前
面
に
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

〜
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
で
知
名
度
向
上
目
指
す
〜

岡
山
県
総
合
政
策
局
公
聴
広
報
課 

参
事
（
広
報
担
当
）　

●　

有
田　

裕

岡
山
県

PRスタッフ「晴れ男・晴れ女」が伊原木隆太知事を表敬訪問
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さ
れ
る
な
ど
大
き
な
反
響
を
呼
び
ま
し

た
。
募
集
中
、
自
称
「
雨
男
・
雨
女
」
の

方
々
な
ど
か
ら
「
雨
男
・
雨
女
」
は
応
募

で
き
な
い
の
か
と
い
う
苦
情
や
ご
意
見
を

い
た
だ
い
た
こ
と
を
受
け
て
、「
雨
男
・

雨
女
」
の
方
も
募
集
し
ま
す
と
い
う
追
加

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
動
画
も
公
開
す
る
な
ど
、

よ
り
話
題
性
を
高
め
る
よ
う
な
工
夫
も
施

し
ま
し
た
。

第
２
弾
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
仕
立
て

の
動
画
を
公
開

　

１
月
か
ら
は
、
Ｐ
Ｒ
の
第
２
弾
と
し
て

伊
原
木
隆
太
知
事
が
出
演
す
る
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
仕
立
て
の
動
画
な
ど
を
掲
載
し
た
新

た
な
Ｐ
Ｒ
サ
イ
ト
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

　
（
Ｐ
Ｒ
サ
イ
ト
の
ア
ド
レ
ス
は

　

https://8092-okayam
a.jp

で
す
。

　
「
８
０
９
２　

岡
山
」
で
検
索
し
て
く

だ
さ
い
。） 

　

近
年
、
移
住
へ
の
関
心
が
高
ま
る
中
、

岡
山
県
は
移
住
先
と
し
て
上
位
に
ラ
ン
キ

ン
グ
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
Ｐ
Ｒ
で
は
、

全
国
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
「
住
み
や
す

さ
」
を
前
面
に
据
え
、「
晴
れ
の
国
お
か

や
ま
県
民
募
集
〜
８
０
９
２
人
移
住
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
と
名
付
け
て
Ｐ
Ｒ
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

　
「
住
み
や
す
さ
」
は
、
岡
山
県
の
主
力

商
品
で
あ
る
県
産
果
物
、
安
全
で
安
定
し

た
操
業
環
境
、
歴
史
と
文
化
あ
ふ
れ
る
観

光
地
な
ど
を
知
っ
て
い
た
だ
く
入
り
口
で

あ
り
、
こ
れ
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
は
「
晴
れ

の
国
お
か
や
ま
」
の
魅
力
全
体
の
Ｐ
Ｒ
に

つ
な
が
る
も
の
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

　

な
お
、
８
０
９
２
と
い
う
数
字
は
「
晴

れ
の
国
」
の
語
呂
合
わ
せ
と
し
て
、
今
回

の
Ｐ
Ｒ
全
般
で
使
用
し
て
い
る
シ
ン

ボ
リ
ッ
ク
な
も
の
で
あ
り
、
い
つ
ま

で
に
達
成
す
る
と
い
っ
た
数
値
目
標

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
将
来
的
に
は

毎
年
８
０
９
２
人
の
移
住
者
を
迎
え

入
れ
ら
れ
る
よ
う
な
岡
山
県
に
す
る

と
の
強
い
決
意
を
も
っ
て
行
っ
て
い

ま
す
。

　

Ｐ
Ｒ
サ
イ
ト
で
は
、
動
画
、
移
住

に
関
す
る
情
報
や
イ
ベ
ン
ト
の
紹

介
、
岡
山
県
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト

や
特
産
品
を
紹
介
す
る
「
晴
れ
の
国

百
貨
店
」
な
ど
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。

　

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
仕
立
て
の
Ｐ
Ｒ
動

画
で
は
、「
岡
山
県
は
こ
の
た
び
岡

山
県
民
を
募
集
し
ま
す
。
晴
れ
の
国

お
か
や
ま
に
ち
な
み
、
８
０
９
２
人

募
集
。
さ
ぁ
、
岡
山
県
民
に
な
り
ま

せ
ん
か
！
」
と
知
事
が
高
ら
か
に
宣
言
。

舞
台
上
で
知
事
が
歌
い
、「
晴
れ
女
」
の

合
田
友
紀
さ
ん
（
元
劇
団
四
季
）
や
県
職

員
の
コ
ー
ラ
ス
隊
、
ち
く
わ
笛
奏
者
と
し

て
知
ら
れ
る
住
宅
正
人
氏
が
場
を
盛
り
上

げ
ま
す
。
ま
さ
に
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
と
し

て
、
知
事
自
ら
が
音
頭
を
取
り
、「
岡
山

県
民
に
な
り
ま
せ
ん
か
！
」
と
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
ウ
エ
ル
カ
ム
の
姿
勢
を
発
信
し

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
サ
イ
ト
上
で
は
、
Ｐ
Ｒ
ス
タ
ッ

フ
「
晴
れ
男
・
晴
れ
女
」
も
、「
走
れ
！

晴
れ
男　

日
本
縦
断
お
か
や
ま
Ｐ
Ｒ
」「
た

の
し
い
散
歩
入
門
」「
お
か
や
ま
桃
ほ
っ

ぺ
」「
ロ
ー
カ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ガ
イ
ド

岡
山
」「
歌
の
お
ね
え
さ
ん
、
は
じ
め
ま

し
た
♪
」
な
ど
の
企
画
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

個
性
や
ア
イ
デ
ア
を
存
分
に
発
揮
し
、
岡

山
県
の
Ｐ
Ｒ
に
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
取
り
組
み

　

来
年
度
も
、
話
題
性
の
あ
る
新
た
な
動

画
を
作
成
し
配
信
す
る
な
ど
、
岡
山
の
名

前
と
良
い
イ
メ
ー
ジ
を
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ

る
形
で
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
取
り
組
み

を
積
極
的
に
展
開
し
、
認
知
度
向
上
に
努

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
楽
し
く
弾
け
た
お
薦
め
の
動

画
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
の
で
、
岡
山
県

の
Ｐ
Ｒ
サ
イ
ト
を
ぜ
ひ
一
度
ご
覧
に
な
っ

て
く
だ
さ
い
。

伊原木隆太知事自ら「県民募集」を呼びかけ

ミュージカル仕立てのPR動画
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●
地
域
の
概
要

　

海
あ
り
、
山
あ
り
、
平
野
あ
り
、
様
々

な
自
然
資
源
を
持
つ
「
小
さ
な
北
海
道
の

よ
う
な
町
」。
そ
れ
が
私
の
活
動
す
る
山

形
県
遊
佐
町
の
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
県
の
最

高
峰
「
出
羽
富
士
」
鳥
海
山
と
、
そ
の
恵

み
の
湧
水
に
育
ま
れ
た
豊
か
な
海
の
幸
、

山
の
幸
、
そ
し
て
庄
内
米
。
遊
佐
町
は
四

季
折
々
の
魅
力
溢
れ
る
美
し
い
町
で
す
。

● 

「
つ
な
ぐ
・
引
き
出
す
・
創
り
出

す
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

　

そ
の
遊
佐
町
で
の
3
年
間
の
活
動
を
振

り
返
る
と
、
１
年
目
は
様
々
な
行
事
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
多
く
の
方
々
と
話

し
、「
見
る
、
知
る
、
学
ぶ
、
感
じ
る
」

こ
と
か
ら
、
独
自
の
「
集
落
観
」
や
「
地

域
観
」
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
大
事
に
し

て
き
ま
し
た
。
そ
の
過
程
で
地
域
の
現
状

や
抱
え
る
課
題
、
ま
た
町
の
持
つ
資
源
や

魅
力
な
ど
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
、
今

に
つ
な
が
る
協
力
隊
活
動
3
年
間
の
設
計

図
を
描
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら

を
踏
ま
え
、
２
年
目
以
降
は
「
つ
な
ぐ
・

引
き
出
す
・
創
り
出
す
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
、
様
々
な
き
っ
か
け
づ
く
り
の
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
そ
の
い
く
つ
か

を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

① 

（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
）「
地
域
お

こ
し
協
力
隊 

東
北
サ
ミ
ッ
トin 

遊
佐

町
２
０
１
２
」

　

東
北
で
活
動
す
る
協
力
隊
と
受
け
入
れ

自
治
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
を
図
る

こ
と
で
、
地
域
間
で
継
続
的
な
情
報
共
有

を
行
い
、
各
自
の
抱
え
る
課
題
や
閉
塞
感

の
解
消
、
動
機
づ
け
に
つ
な
が
る
土
壌
を

つ
く
り
、
活
動
を
効
率
化
し
、
効
果
を
高

め
る
こ
と
を
ね
ら
い
に
企
画
し
ま
し
た
。

参
加
者
が
遊
佐
に
滞
在
し
、
町
内
を
見
学

し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
活
動
に
つ
い
て

様
々
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
く
こ
と
も

で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
各
地
の
協
力
隊
の

事
例
紹
介
に
よ
り
、
地
域
の
方
々
に
と
っ

て
も「
地
域
お
こ
し
と
は
何
か
」、ま
た「
協

力
隊
を
ど
の
よ
う
に
活
用
す
べ
き
か
」
を

考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
よ
う
に
感
じ

て
い
ま
す
。　

② 

（
資
源
の
調
査
・
発
掘
・
発
信
）「
遊

佐
の
『
食
』
を
テ
ー
マ
に
し
た
協
力
隊

広
報
誌
の
発
行
」

　
「
や
ま
が
た
地
鶏
」
の
原
種
や
遊
佐
町

固
有
の
在
来
作
物
な
ど
、
町
に
は
誇
る
べ

き
資
源
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
た
だ
、

残
念
な
こ
と
に
そ
の
多
く
が
知
ら
れ
て
い

な
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
こ
で
そ
れ
ら
を

調
査
し
、
発
信
す
る
こ
と
で
町
の
持
つ
魅

力
を
再
認
識
し
、
そ
の
「
食
」
を
こ
れ
ま

で
支
え
て
き
た
生
産
者
を
知
っ
て
い
た
だ

く
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
考
え
、
地
域
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、
町
の
広

報
の
別
冊
と
し
て
「
食
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
協
力
隊
の
広
報
誌
を
発
行
し
て
い
ま

す
。

③ 

（
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
）「
１
万
５

０
０
０
人
の
ひ
ま
わ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」

　

こ
の
企
画
で
大
事
に
し
た
の
は
「
１
万

５
０
０
０
本
」
の
ひ
ま
わ
り
で
は
な
く
、

遊
佐
町
の
お
お
よ
そ
の
人
口
に
あ
た
る

「
１
万
５
０
０
０
人
」
と
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
本
数
を
増
や
す
こ
と
で
は
な
く
、
町

民
一
人
ひ
と
り
が
ひ
ま
わ
り
を
植
え
る
こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
、
自
分
た
ち
の

住
む
町
や
集
落
の「
今
ま
で
と
こ
れ
か
ら
」

を
考
え
る
き
っ
か
け
づ

く
り
が
で
き
れ
ば
と
思

い
は
じ
め
ま
し
た
。
町

内
外
約
１
０
０
０
名
の

方
の
ご
協
力
に
よ
り
、

鳥
海
山
麓
の
ビ
ュ
ー
ス

ポ
ッ
ト
に
ひ
ま
わ
り
畑

を
開
園
し
、
遊
佐
の
持

つ
自
然
資
源
や
観
光
の

Ｐ
Ｒ
に
つ
な
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
小
中
学
生
を
対
象
に
、
ひ
ま
わ
り

と
遊
佐
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
伝
え
た
い
遊

佐
町
コ
ン
ク
ー
ル
」（
作
文
、俳
句
・
川
柳
、

絵
、
写
真
の
４
部
門
で
募
集
）
や
、
そ
の

作
品
を
展
示
し
た
期
間
限
定
の
「
ゆ
ざ
ひ

ま
わ
り
美
術
館
」
も
開
く
こ
と
が
で
き
、

子
ど
も
と
大
人
が
一
緒
に
な
っ
て
、
ま
ち

づ
く
り
を
考
え
る
活
動
も
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

●
今
後
の
展
開

　

３
年
間
の
協
力
隊
活
動
を
終
え
る
に
あ

た
り
こ
れ
ま
で
を
振
り
返
る
と
、
様
々
な

企
画
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の

は
、
地
域
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
が
あ
っ

て
こ
そ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
生

ま
れ
育
っ
た
町
の
こ
れ
か
ら
を
想
う
人
た

ち
と
、互
い
に
感
じ
考
え
て
い
る
「
想
い
」

を
本
音
で
話
し
合
い
、一
歩
ず
つ
活
動
し
、

3
年
と
い
う
短
い
時
間
で
も
小
さ
な
変
化

を
生
み
だ
す
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
感
じ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
生
じ
た
波
紋
を

広
げ
、
よ
り
良
い
地
域
を
一
緒
に
創
り
上

げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も

活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

情
報
発
信
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

―
「
き
っ
か
け
づ
く
り
」の
お
手
伝
い―

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」の
活
動
事
例（
12
）

山
形
県
遊
佐
町

遊
佐
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊　

●　

岡
部
裕
三

夏の花見イベントの様子。ひまわりの花を見
る住民ら

ひまわりの収穫祭。ひまわりの種を取る作業
に従事する筆者（左）
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●「地域おこし協力隊」の活動事例

●
村
長
か
ら
ス
カ
ウ
ト

　

長
野
県
売
木
村
は
信
州
の
最
南
端
に
位

置
し
、人
口
６
０
０
人
そ
こ
そ
こ
の
小
さ

な
村
で
す
。標
高
は
８
３
０
㍍
ほ
ど
で
、周

囲
を
１
０
０
０
㍍
級
の
山
々
に
囲
ま
れ
て

い
ま
す
。山
間
地
で
す
が
比
較
的
平
ら
な

と
こ
ろ
が
多
く
、お
米
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、

高
原
野
菜
が
と
て
も
お
い
し
い
村
で
す
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
現
在
５
名
が
教

育
や
観
光
の
分
野
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

他
の
４
名
は
公
募
で
採
用
さ
れ
ま
し
た

が
、
私
の
場
合
は
村
長
か
ら
の
ス
カ
ウ
ト

で
し
た
。

　

30
歳
の

時
、
実
業
団

の
長
距
離
陸

上
部
を
退
部

し
、
一
時
社

業
に
専
念
し

て
い
ま
し
た

が
、
日
の
丸

の
夢
が
捨
て

切
れ
ず
退
社
。
世
界
と
対
等
に
戦
え
る
新

た
な
ス
テ
ー
ジ
１
０
０
㌔
㍍
ウ
ル
ト
ラ
マ

ラ
ソ
ン
に
出
会
い
ま
し
た
。
ニ
ー
ト
ラ
ン

ナ
ー
と
し
て
準
高
地
で
あ
る
売
木
村
で
合

宿
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
中
、
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
誘

致
を
考
え
て
い
た
村
長
と
の
出
会
い
が
あ

り
、
平
成
24
年
12
月
、
売
木
村
に
地
域
お

こ
し
協
力
隊
と
し
て
着
任
し
ま
し
た
。

●
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
売
木
村
を
Ｐ
Ｒ

　

売
木
村
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を

着
て
、
全
国
各
地
の
大
会
に
出
場
し
、
売

木
村
の
Ｐ
Ｒ
、
自
身
の
記
録
更
新
、
１
０

０
㌔
㍍
世
界
選
手
権
を
目
指
し
て
日
々
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
に
励
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
１

年
、
４
つ
の
大
会
で
優
勝
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

昨
年
３
月
に
第
10
回
伊
豆
大
島
ウ
ル
ト

ラ
ラ
ン
ニ
ン
グ
58
㌔
㍍
（
大
会
記
録
）、

９
月
に
第
１
回
白
山
・
白
川
郷
１
０
０
㌔

㍍
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
（
大
会
記
録
）、

11
月
に
第
８
回
神
宮
外
苑
24
時
間
チ
ャ
レ

ン
ジ
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
（
国
内
最
高
記

録
・
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
２
位
）、
今
年
１

月
に
第
24
回
宮
古
島
１
０
０
㌔
㍍
ワ
イ

ド
ー
マ
ラ
ソ
ン
大
会
（
大
会
歴
代
２
位
）

で
す
。

　

ま
た
、
昨
年
６
月
に
行
わ
れ
た
世
界
選

手
権
選
考
レ
ー
ス
第
28
回
サ
ロ
マ
湖
１
０

０
㌔
㍍
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
で
は
２
位
に

入
賞
で
き
、
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
４
位
に
な

り
ま
し
た
。

　

メ
デ
ィ
ア
の
方
で
は
昨
年
、
東
京
で
開

催
さ
れ
た
地
域
お
こ
し
協
力
隊
全
国
合
同

説
明
会
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
方
に
お
声
を
か
け
て

い
た
だ
き
、「
明
日
は
ど
っ
ち
だ
」
と
い

う
番
組
に
出
演
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
視
聴
率
は
、
こ
の
番
組
の
最
高
と
な

り
、
多
く
の
方
か
ら
励
ま
し
の
声
と
、
合

宿
の
照
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
合
宿
誘
致
で
営
業
活
動

　

現
在
、
村
長
と
一
緒
に
ト
ッ
プ
セ
ー
ル

ス
で
実
業
団
・
企
業
・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
・

学
校
・
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
な
ど
へ
合
宿
誘
致

の
営
業
活
動
を
し
て
い
ま
す
。ま
た
、ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
の
情
報
発
信
や
、
ラ
ン
ニ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
へ
講
師
と
し
て
出
か
け
、
売

木
村
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

　

受
け
入
れ
側
と
し
て
は
宿
泊
施
設
と
の

合
宿
料
金
設
定
や
サ
ー
ビ
ス
の
打
ち
合
わ

せ
、練
習
環
境
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、イ
ベ
ン
ト
会
社
に
お
願
い
し
て
マ
ラ

ソ
ン
大
会
の
開
催
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

●
村
民
の
健
康
・
体
力
づ
く
り
も

　

毎
週
木
曜
日
に
は
、
村
民
の
方
々
を
対

象
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
と
ラ
ン
ニ
ン
グ

教
室
を
開
催
。
村
の
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
、健
康
づ
く
り
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
場
づ
く
り
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
成
果
と
し
て
受
講
生
で
チ
ー
ム
を

つ
く
り
、
大
き
な
駅
伝
大
会
に
出
場
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
人
で
は
で
き
な

い
駅
伝
競
技
。
た
す
き
を
つ
な
ぐ
楽
し
さ

を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
世
界
に
「
Ｕ
Ｒ
Ｕ
Ｇ
Ｉ
」
を
発
信

　

私
の
目
標
は
、
１
０
０
㌔
㍍
世
界
選
手

権
に
出
場
す
る
こ
と
で
す
。「
Ｕ
Ｒ
Ｕ
Ｇ

Ｉ
」
の
名
が
国
内
の
み
な
ら
ず
世
界
に
も

伝
わ
り
ま
す
。
世
界
に
発
信
し
て
、
外
国

人
観
光
客
も
訪
れ
る
「
Ｕ
Ｒ
Ｕ
Ｇ
Ｉ
」
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
に
は
陸
上
競
技
を
通
じ

て
、
仲
間
の
大
切
さ
を
学
び
、
忍
耐
力
を

培
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、

子
ど
も
た
ち
が
活
躍
す
る
場
を
地
域
の
大

人
が
支
え
て
い
く
、
一
緒
に
参
加
し
て
い

く
こ
と
で
、「
子
ど
も
た
ち
を
地
域
全
体

で
育
て
る
」
と
い
う
形
が
で
き
て
い
く
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

よ
り
多
く
の
住
民
が
参
加
す
る
継
続
的

な
活
動
が
、
少
し
ず
つ
地
元
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
と
感
じ
ま
す
。
私
は
売
木
村
を

「
こ
の
村
が
自
分
の
村
だ
」
と
い
う
誇
り

を
住
民
の
方
々
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
地

域
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

何
で
も
や
り
通
す
粘
り
強
さ
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
精
神
、
柔
軟
な
発
想
を
学
び
な
が
ら
、

自
分
も
共
に
成
長
し
て
い
き
、
地
域
内
外

に
売
木
村
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

「
走
る
こ
と
」
で
売
木
村
を
Ｐ
Ｒ

―
ア
ス
リ
ー
ト
な
ら
で
は
の
地
域
お
こ
し―

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」の
活
動
事
例（
13
）

長
野
県
売
木
村

宮古島100kmワイドーマラソンでゴール
インする筆者

売
木
村
地
域
お
こ
し
協
力
隊　

●　

重
見
高
好
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ブ
ラ
ン
ド
米
の
産
地

　

南
魚
沼
市
は
新
潟
県
南
部
に
位
置
し
、

古
く
よ
り
関
東
か
ら
の
玄
関
口
と
し
て
交

通
の
要
衝
の
機
能
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。

越
後
三
山
（
八
海
山
、
中
之
岳
、
駒
ヶ
岳
）

や
巻ま

き

機は
た

山や
ま

な
ど
の
名
峰
を
仰
ぎ
、
清
流
魚

野
川
と
そ
の
支
流
に
抱
か
れ
た
魚
沼
盆
地

に
は
、
雪
と
水
、
四
季
の
彩
り
豊
か
な
自

然
が
育
む
肥
沃
な
大
地
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
秋
に
は
日
本
一
の
ブ
ラ
ン
ド
米
「
南

魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
が
黄
金
色
の
稲
穂

を
垂
れ
、
四
季
を
通
じ
て
た
く
さ
ん
の
方

に
お
越
し
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

「
医
・
農
・
学
・
遊
」
を
テ
ー
マ
に

ま
ち
お
こ
し

　

八
海
山
麓
・
水
無
渓
谷
研
究
会
が
活
動

す
る
八
海
山
麓
水
無
渓
谷
地
域
は
、「
地

域
を
元
気
に
し
よ
う
」
と
い
う
地
元
住
民

の
活
動
が
盛
ん
な
地
域
で
あ
り
、
近
隣
の

ま
ち
お
こ
し
団
体
と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
10
年
程
前

に
地
域
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
定
義
づ
け
よ
う

と
の
機
運
が
高
ま
り
、
皆
で
集
ま
っ
て

「
医
・
農
・
学
・
遊
」（「
医
」
＝
森
林
の

癒
し
、「
農
」
＝
里
の
農
地
、「
学
・
遊
」

＝
八
海
山
麓
自
然
体
験
樂
校
）
を
テ
ー
マ

に
全
体
事
業
計
画
を
策
定
し
、
野
外
活
動

や
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
の
取
り
組
み
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

助
成
を
活
用
、

コ
シ
ヒ
カ
リ
の
栽
培
体
験

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
越
後
三
山
、
八
海

山
水
無
川
流
域
に
お
い
て
、
自
然
と
の
触

れ
合
い
の
中
で
産
業
、
文
化
、
歴
史
を
学

び
な
が
ら
地
域
定
住
者
を
増
や
す
た
め
の

取
り
組
み
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
が
、
予

算
の
都
合
上
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
地
域
活
性
化
セ
ン

タ
ー
の
「
移
住
・
交
流
に
よ
る
地
域
活
性

化
支
援
事
業
」
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
念

願
の
「
八
海
山
麓
自
然
体
験
樂
校
」
に
お

い
て
首
都
圏
の
方
を
対
象
に
、
水
無
渓
谷

の
田
ん
ぼ
で
年
間
を
通
し
て
「
南
魚
沼
産

コ
シ
ヒ
カ
リ
」
の
栽
培
を
体
験
し
て
い
た

だ
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
を
実
施
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

田
植
え
・
稲
刈
り
で
交
流
深
め
る

園
児
招
き
、
自
然
体
験
も

　

地
元
ベ
テ
ラ
ン
農
業
者
の
指
導
で
、
首

都
圏
の
方
に
稲
作
栽
培
に
参
加
し
て
も
ら

い
、「
田
打
ち
」、「
田
植
え
」、「
除
草
」、「
稲

刈
り
・
は
ざ
か
け
」、「
脱
穀
・
収
穫
祭
」

な
ど
、
伝
統
的
な
栽
培
手
法
に
よ
る
楽
し

い
農
作
業
体
験
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

日
本
を
代
表
す
る
ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド

米
、
南
魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
栽
培
体
験

に
よ
り
、
都
市
と
八
海
山
麓
の
地
域
間
交

流
を
行
い
、
地
域
の
魅
力
を
発
信
し
な
が

ら
地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
た

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

農
作
業
体
験
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す

と
、
６
月
に
は
八
海
山
麓
の
桐
沢
城
跡
の

山
腹
か
ら
湧
き
出
る
清
流
を
引
き
こ
ん
だ

（
新
潟
県
南
魚
沼
市
）

　

移
住
・
交
流
推
進
支
援
事
業

八
海
山
麓
・
水
無
渓
谷
研
究
会
事
務
局
長　
●　

井
口　

優

都
市
か
ら
地
方
へ
の
移
住
・
交
流
は
、
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
地
域
活
性
化
策
の
柱
と

し
て
期
待
さ
れ
る
。
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
移
住
・
交
流
に
よ
る
地
域
活
性
化

支
援
事
業
」
と
し
て
、
地
域
団
体
も
し
く
は
市
町
村
等
が
自
主
的･

主
体
的
に
実
施
す
る
、

都
市
住
民
な
ど
を
受
け
入
れ
る
事
業
を
支
援
し
て
い
る
。
今
回
は
、
平
成
24
年
度
に
同
事

業
を
活
用
し
た
新
潟
県
南
魚
沼
市
の
取
り
組
み
を
八
海
山
麓
・
水
無
渓
谷
研
究
会
事
務
局

長
の
井
口
優
氏
に
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
。 

（
企
画
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
課
）

首
都
圏
の
住
民
招
き
、コ
シ
ヒ
カ
リ
の
栽
培
体
験

〜
交
流
人
口
拡
大
と
移
住
促
進
を
目
標
に
〜

田植えの様子
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棚
田
に
お
い
て
「
東
京
や
ま
と
会
」（
南

魚
沼
市
の
大
和
地
区
出
身
者
で
構
成
）
の

皆
さ
ん
と
、
南
魚
沼
市
に
あ
る
国
際
大
学

の
ス
リ
ラ
ン
カ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
モ
ン

ゴ
ル
等
か
ら
の
留
学
生
約
40
人
で
田
植
え

交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。
地
元
の
指
導
者

か
ら
日
本
一
お
い
し
い
南
魚
沼
産
コ
シ
ヒ

カ
リ
の
誕
生
秘
話
を
聞
き
な
が
ら
、
地
域

の
人
達
と
一
緒
に
な
っ
て
昔
な
が
ら
の
楽

し
い
田
植
え
交
流
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

田
植
え
終
了
後
に
は
、
里
山
の
山
菜
、

自
家
菜
園
の
無
農
薬
野
菜
等
を
持
ち
寄
り

地
場
産
市
場
「M

マ
ル
シ
ェ
サ
ン
ロ
ク

arche36｣

を
開
設
し

た
ほ
か
、豊
作
祈
願
祭
「
早さ

な
ぶ
り

苗
饗
」
で
は
、

豊
富
な
山
菜
と
地
域
の
野
菜
、
川
魚
を
材

料
と
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ク
ッ
キ
ン
グ
を

行
い
、
大
変
好
評
で
し
た
。

　

ま
た
、
７
月
に
は
東
京
か
ら
70
人
の
幼

稚
園
児
を
招
き
、
田
植
え
後
の
棚
田
で
泥

ん
こ
に
な
り
な
が
ら
小
川
の
小
魚
や
昆

虫
、
草
花
等
に
直
接
触
れ
る
遊
び
や
、
夜

は
幻
想
的
な
ホ
タ
ル
の
観
賞
会
等
の
田
舎

体
験
を
楽
し
み
ま
し
た
。
翌
日
は
水
無
渓

谷
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
で
「p

ペ
ダ
ル

edal d

デe 
s

サ

ン

ポ

am
po

」
を
行
い
、「
八
海
山
麓
ミ
ニ
動

物
園
」
で
は
、
ポ
ニ
ー
、
パ
ン
ダ
山
羊
の

親
子
、
ウ
サ
ギ
と
遊
び
、
楽
し
い
自
然
体

験
を
し
ま
し
た
。

　

10
月
上
旬
は
収
穫
時
期
で
す
。
留
学
生

や
「
東
京
や
ま
と
会
」
の
皆
さ
ん
と
稲
刈

り
交
流
会
を
実
施
。
春
に
植
え
た
稲
を
一

株
一
株
丁
寧
に
手
で
刈
り
取
り
、
ハ
ザ
木

架
け
作
業
を
行
い
、
収
穫
し
た
コ
メ
を
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
米
袋
に
詰
め
、
お
土
産
と
し

て
手
渡
し
ま
し
た
。

　

農
作
業
終
了
後
に
、
講
談
師
の
宝
井
琴

梅
師
匠
に
よ
る
南
魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
に

ま
つ
わ
る
創
作
講
談
を
聴
き
、
と
て
も
和

や
か
で
楽
し
い
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

師
匠
は
東
京
か
ら
毎
月
数
回
、
当
地
区
に

来
て
、
米
作
り
を
行
い
な
が
ら
講
談
寄
席

を
通
し
て
地
域
と
の
交
流
を
深
め
て
い
る

人
で
す
。
稲
刈
り
翌
日
の
八
海
山
麓
の
清

水
と
南
魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
で
醸
し
出
す

地
酒
「
八
海
山
」
の
酒
蔵
見
学
も
大
変
好

評
で
し
た
。

事
業
の
成
果

　

こ
う
し
た
事
業
に
よ
っ
て
地
域
と
留
学

生
と
の
交
流
が
図
ら
れ
た
ほ
か
、
栽
培
体

験
を
と
お
し
て｢

農
業｣

及
び｢

食｣

の
大

切
さ
を
再
認
識
し
て
い
た
だ
き
、「
東
京

や
ま
と
会
」、
自
然
体
験
に
訪
れ
た
葛
飾

幼
稚
園
児
と
家
族
の
方
か
ら
当
地
域
へ
の

フ
ァ
ン
が
増
え
、
絆
も
深
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
田
植
え
交
流
会
に
併
せ
て
開
設

し
た｢M

マ
ル
シ
ェ
サ
ン
ロ
ク

arche36｣

、「
ミ
ニ
動
物
園
」
は
、

今
後
の
自
然
体
験
樂
校
に
お
い
て
メ
イ
ン

事
業
と
し
て
発
展
さ
せ
る
き
っ
か
け
が
で

き
ま
し
た
。
特
に
「
ミ
ニ
動
物
園
」
と
絡

め
て
実
施
し
た
肢
体
不
自
由
児
の
雪
体
験

療
育
キ
ャ
ン
プ
に
お
い
て
は
、｢

雪
体
験

と
ミ
ニ
動
物
と
の
触
れ
合
い
は
、
子
ど
も

た
ち
の
リ
ハ
ビ
リ
に
大
変
効
果
が
あ
る｣

と
医
師
か
ら
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
八
海
山
」
酒
蔵
見
学
で
は
、｢

地
域

の
酒
造
り
を
魚
沼
の
文
化
と
し
て
都
会
へ

発
信
し
た
い｣

と
い
う
蔵
人
の
言
葉
に
参

加
者
は
大
変
感
動
し
て
い
ま
し
た
。ま
た
、

宝
井
琴
梅
師
匠
の
生
き
方
に
感
銘
を
受
け

て
農
家
移
住
の
希
望
者
も
現
れ
る
な
ど
、

大
き
な
成
果
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

今
後
の
課
題
及
び
展
開

　

想
定
よ
り
は
る
か
に
多
く
の
参
加
者
を

獲
得
し
、
来
年
も
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
と
い

う
方
や
、雪
国
生
活
体
験
希
望
者
が
現
れ
、

リ
ピ
ー
タ
ー
と
し
て
定
着
し
て
い
た
だ
け

る
可
能
性
も
高
い
と
思
わ
れ
ま
す
。　

　

今
後
は
農
業
体
験
な
ど
の
参
加
者
を
増

や
し
な
が
ら
都
市
と
の
交
流
に
積
極
的
に

取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
交
流
人
口
の
拡

大
と
、
最
終
的
に
は
こ
の
地
域
に
移
住
し

て
も
ら
う
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
、
長
期
的
か
つ
持
続
的
な
事
業
に

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

当
市
は
今
年
、
市
制
10
周
年
を
記
念
し

た
各
種
事
業
が
計
画
さ
れ
、
特
に
平
成
27

年
開
院
予
定
の
魚
沼
基
幹
病
院
（
仮
称
）

に
よ
る
メ
デ
ィ
カ
ル
タ
ウ
ン
構
想
や
学
園

都
市
構
想
等
が
策
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
地
域
も
市
の
将
来
構
想
に
合
っ
た

「
水
無
渓
谷
八
海
山
麓
自
然
体
験
樂
校
事

業
」
を
策
定
し
、〈
医
〉〈
農
〉〈
学
〉〈
遊
〉

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
様
々
な
事
業
を
行
い
、

地
域
全
体
で
積
極
的
に
活
性
化
に
取
り
組

み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

留学生や都市住民と一緒に棚田に植えた稲を刈り取る

子どもと動物がふれあう「ミニ動物園」を実施
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奈
半
利
町
は
高
知
県
の
東
部
地
域
に
位

置
し
、
高
知
市
よ
り
東
へ
約
60
㌔
の
地
点

に
あ
る
面
積
28
・
32
平
方
㌔
の
町
で
、
南

に
は
土
佐
湾
、
北
東
に
は
野
根
山
を
の
ぞ

む
海
、
山
、
川
の
自
然
に
恵
ま
れ
た
町
で

あ
る
。「
土
佐
日
記
」
の
中
に
も
那
波
の

泊
と
し
て
登
場
す
る
な
ど
、
古
く
か
ら
高

知
県
の
交
通
の
要
衝
と
し
て
栄
え
て
き
た

町
で
も
あ
り
、
養
老
２
年
（
７
１
８
年
）

に
は
、
野
根
山
連
山
の
尾
根
伝
い
に
あ
る

「
野
根
山
街
道
」
が
、
土
佐
と
阿
波
を
結

ぶ
官
道
と
し
て
開
か
れ
る
な
ど
、
明
治
ま

で
土
佐
か
ら
阿
波
に
向
か
う
交
通
起
点
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。

　

町
の
中
に
は
旧
跡
や
寺
院
が
点
在
し
、

趣
の
あ
る
古
民
家
が
建
ち
並
ぶ
な
ど
歴
史

あ
る
町
並
み
を
見
せ
て
い
る
。

　

ま
た
、
平
成
14
年
に
開
通
し
た
ロ
ー
カ

ル
線
「
ご
め
ん
・
な
は
り
線
」
の
始
発
・

終
着
駅
と
し
て
の
「
奈
半
利
駅
」
が
あ
り
、

観
光
客
や
ビ
ジ
ネ
ス
客
に
利
用
さ
れ
て
い

る
。

　

今
回
は
奈
半
利
町
に
お
い
て
古
民
家
の

保
全
と
そ
の
利
活
用
に
関
す
る
提
案
や
観

光
客
な
ど
を
対
象
に
町
並
み
ガ
イ
ド
事
業

を
行
う
「
な
は
り
浦
の
会
」
の
活
動
に
つ

い
て
会
長
の
森
美
恵
（
も
り
・
み
え
）
氏

の
お
話
を
交
え
な
が
ら
ご
紹
介
す
る
。

町
並
み
保
存
活
動
へ

　

陸
・
海
の
交
通
の
要
衝
と
し
て
奈
良
時

代
か
ら
の
歴
史
を
持
つ
奈
半
利
町
で
あ
る

が
、
明
治
以
降
は
製
糸
業
や
製
材
業
、
漁

業
な
ど
を
中
心
と
し
た
地
場
産
業
の
拠
点

と
し
て
栄
え
、
中
心
街
は
賑
わ
い
を
み
せ

て
い
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
奈
半
利
町
に
は

土
佐
漆
喰
の
壁
面
に
水
切
り
瓦
を
つ
け
た

建
物
を
は
じ
め
、
浜
石
を
積
み
上
げ
た
石

塀
、
赤
レ
ン
ガ
を
用
い
た
蔵
や
塀
な
ど
特

徴
あ
る
建
造
物
が
数
多
く
建
設
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
地
場
産
業
が
衰
退
す
る
に
つ

れ
て
歴
史
的
な
建
造
物
が
解
体
さ
れ
、
旧

道
沿
い
を
中
心
に
形
成
さ
れ
て
い
た
町
並

み
も
徐
々
に
寂
し
く
な
っ
て
い
っ
た
。

　
「
な
は
り
浦
の
会
」
の
会
長
で
あ
る
森

氏
は
、
こ
の
歴
史
あ
る
町
並
み
を
残
し
た

い
と
い
う
強
い
思
い
を
持
っ
て
い
た
住
民

の
一
人
で
あ
っ
た
。
森
氏
は「
個
々
人
で
、

バ
ラ
バ
ラ
に
活
動
す
る
よ
り
も
グ
ル
ー
プ

と
し
て
ま
と
ま
っ
て
活
動
し
た
方
が
大
き

な
力
が
生
み
出
せ
る
」
と
感
じ
、
同
じ
思

い
を
共
有
し
て
い
た
住
民
や
、
奈
半
利
町

で
環
境
保
全
や
河
川
の
環
境
整
備
に
取
り

組
ん
で
い
た
自
然
保
護
グ
ル
ー
プ
と
連
携

し
、「
奈
半
利
自
然
保
護
研
究
会
」（
平
成

11
年
設
立
）
の
下
部
組
織
の
「
町
並
み
保

存
部
会
」
で
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
始
め

た
。
こ
れ
が
「
な
は
り
浦
の
会
」
の
前
身

と
な
る
組
織
で
あ
る
。

歴
史
的
な
建
物
を
文
化
財
に
登
録

町
並
み
ガ
イ
ド
事
業
も
実
施

　

ま
ち
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
は
、「
登

録
有
形
文
化
財
登
録
制
度
」（
平
成
8
年

に
施
行
：
文
化
庁
）
を
活
用
す
る
た
め
の

調
査
か
ら
始
ま
っ
た
。
文
化
財
関
係
の
専

門
家
を
奈
半
利
町
に
招
い
て
地
域
の
見
学

会
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
建
物
を
歴
史
的
な

資
産
と
し
て
活
用
し
、
残
し
て
い
く
た
め

の
支
援
制
度
で
あ
る
文
化
財
登
録
制
度
の

利
用
に
つ
い
て
提
案
を
受
け
、
平
成
12
年

に
さ
っ
そ
く
８
カ
所
12
物
件
の
登
録
を

行
っ
た
。

　

平
成
14
年
に
は
「
登
録
有
形
文
化
財
を

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
活
動
」
に
特
化
す

る
た
め
、
自
然
保
護
研
究
会
町
並
み
保
存

★　団体プロフィール　★

設立年＝平成11年
設立・運営主体＝自主的組織
代表者＝会長　森　美恵
構成員＝42人
〈連絡先〉
〒781-6402
　高知県安芸郡奈半利町乙2595
　なはり浦の会
　電話：090-1570-2225
　なはり浦の会HP：
　 ht tp : / /www .neconote . j p /
machinami/index.php

地域づくり団体探訪Series

な
は
り
浦
の
会

高
知
県
奈
半
利
町

歴
史
的
な
建
物
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

　
　

〜
「
町
並
み
保
存
」
と
「
観
光
ガ
イ
ド
」
〜

地域に残る登録有形文化財
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部
会
は
「
な
は
り
浦
の
会
」
と
し
て
独
立

す
る
こ
と
と
な
る
。

　

そ
の
後
、
同
年
７
月
に
は
高
知
県
南
国

市
の
後
免
駅
か
ら
奈
半
利
町
の
奈
半
利
駅

に
至
る
「
ご
め
ん
・
な
は
り
線
」（
土
佐

く
ろ
し
お
鉄
道
運
営
、
約
42
・
7
㌔
）
が

開
通
。
多
く
の
観
光
客
や
ビ
ジ
ネ
ス
客
が

奈
半
利
町
を
訪
れ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
、

「
奈
半
利
駅
は
終
着
駅
な
の
に
周
り
に
何

も
見
る
と
こ
ろ
が
な
い
と
言
わ
れ
な
い
よ

う
に
」（
森
会
長
）
と
の
思
い
か
ら
、「
な

は
り
浦
の
会
」
で
は
、
同
年
８
月
、
町
内

に
あ
る
伝
統
的
で
趣
の
あ
る
建
物
を
観
光

客
に
案
内
す
る
「
町
並
み
ガ
イ
ド
」
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
。

　

町
内
に
は
近
代
化
産
業
遺
産
に
登
録
さ

れ
て
い
る
藤
村
製
絲
株
式
会
社
や
、
明
治

23
年
ご
ろ
に
建
て
ら
れ
、
現
在
は
ギ
ャ
ラ

リ
ー
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
竹
崎
家
住

宅
、
モ
ダ
ン
な
レ
ン
ガ
蔵
な
ど
12
カ
所
39

物
件
が
登
録
有
形
文
化
財
と
し
て
存
在
す

る
。

　

こ
う
し
た
歴
史
的
な
ス
ポ
ッ
ト
を
「
な

は
り
浦
の
会
」
メ
ン
バ
ー
の
解
説
付
き
で

巡
る
こ
と
が
で
き
る
「
町
並
み
ガ
イ
ド
」

は
利
用
者
の
評
判
が
よ
く
、
平
成
24
年
度

に
は
３
９
０
名
の
観
光
客
が
「
町
並
み
ガ

イ
ド
」
を
利
用
し
た
。
ま
た
、
同
会
で
は

ガ
イ
ド
研
修
な
ど
も
開
催
し
、
ガ
イ
ド
の

資
質
向
上
と
人
員
確
保
に
努
め
て
い
る
。

　

一
方
、
ま
ち
づ
く
り
事
業
と
し
て
は
、

古
民
家
や
工
場
跡
地
な
ど
を
利
用
し
た
芸

術
文
化
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
催
し
物
は

こ
れ
ま
で
に
音
楽
会
や
美
術
展
示
会
、
映

画
上
映
会
な
ど
を
開
催
し
、
平
成
25
年
度

に
は
能
の
観
賞
会
及
び
若
手
落
語
家
に
よ

る
独
演
会
を
行
っ
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
同
じ
高
知
県
東
海
岸
の
周

辺
地
域
と
連
携
し
た
広
域
的
な
活
動
や
地

域
の
小
・
中
学
生
を
対
象
に
登
録
有
形
文

化
財
を
絵
に
描
い
て
も
ら
う
「
お
宝
を
描

こ
う
展
」
を
開
催
し
、
地
域
へ
の
理
解
を

深
め
る
学
習
を
進
め
て
い
る
。

会
の
運
営
、
補
助
金
に
頼
ら
ず

　
「
な
は
り
浦
の
会
」
の
活
動
費
用
は
会

員
か
ら
の
会
費
に
加
え
、「
町
並
み
ガ
イ

ド
」
の
利
用
者
に
一
定
の
負
担
を
お
願
い

す
る
こ
と
で
賄
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
奈

半
利
町
の
町
並
み
を
版
画
や
切
り
絵
に
し

て
作
品
と
い
う
形
で
残
す
と
と
も
に
、
そ

の
作
品
を
も
と
に
作
成
し
た
絵
葉
書
等
を

販
売
し
、
活
動
資
金
に
充
て
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
同
会
で
は
、「
自
主
財
源
」

の
確
保
に
力
を
入
れ
、
自
治
体
な
ど
公
的

機
関
か
ら
の
助
成
金
や
補
助
金
に
依
存
し

な
い
運
営
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
の
展
望

　
「
な
は
り
浦
の
会
」
は
現
在
、
町
内
の

施
設
や
会
長
宅
、
会
員
宅
に
お
い
て
活
動

し
て
お
り
、特
定
の
活
動
拠
点
は
な
い
が
、

「
ゆ
く
ゆ
く
は
机
と
か
椅
子
と
か
を
用
意

し
て
な
は
り
浦
の
会
の
活
動
拠
点
を
設
け

た
い
」
と
森
会
長
は
話
す
。
ま
た
、近
年
、

会
員
の
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
次
世
代

の
担
い
手
確
保
は
大
き
な
課
題
。
し
か
し

最
近
で
は
若
い
人
の
加
入
も
増
え
つ
つ
あ

り
、
今
後
、
会
員
の
増
加
が
期

待
さ
れ
る
。

　
「
な
は
り
浦
の
会
」
の
活
動

の
基
本
方
針
は
「
無
理
を
し
な

い
で
、
で
き
る
人
が
、
で
き
る

範
囲
で
、
で
き
る
こ
と
を
す

る
」。
こ
う
し
た
方
針
に
基
づ

い
て
、
地
域
の
歴
史
・
文
化
を

保
存
し
、
活
用
す
る
「
な
は
り

浦
の
会
」
の
地
道
な
活
動
は
、

地
域
の
魅
力
を
次
世
代
に
つ
な

げ
て
い
く
大
き
な
原
動
力
に

な
っ
て
い
る
と
言
え
そ
う
だ
。

 

編
集
委
員　

●　

柳
澤　

雅
裕

● 地域づくり団体探訪

文化財を会場に展開する文化芸術活動（能の観賞会）

町並みガイドの様子

「なはり浦の会」のメンバーと関係者の皆さん。前列中央が森会長
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全
国
の
知
事
・
市
町
村
長
の
有
志
57
名

で
構
成
す
る
「
地
域
に
飛
び
出
す
公
務
員

を
応
援
す
る
首
長
連
合
」（
代
表
・
古
川

康
佐
賀
県
知
事
）
は
、
１
月
25
日
に
千
葉

県
山
武
市
で
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
し
、
全
国

各
地
の
公
務
員
等
約
２
５
０
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
「
地
域
に
飛
び
出
す
公
務
員
」
と
は
、

勤
務
時
間
外
に
公
務
と
は
別
に
プ
ラ
ス
ワ

ン
で
一
住
民
と
し
て
活
動
す
る
公
務
員
の

こ
と
で
す
。
３
回
目
と
な
る
今
回
の
サ

ミ
ッ
ト
の
目
玉
は
、
こ
う
し
た
公
務
員
を

表
彰
す
る
「
地
域
に
飛
び
出
す
公
務
員
ア

ウ
ォ
ー
ド
」
で
す
。
公
務
と
は
別
の
分
野

で
も
活
躍
す
る
全
国
各
地
の
４
名
の
公
務

員
を
表
彰
し
、
受
賞
者
が
そ
の
活
動
内
容

な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。
発
表
は
い
ず
れ

も
説
得
力
が
あ
り
、
と
て
も
刺
激
的
で
し

た
。

　

こ
の
う
ち
釧
路
市
の
大
越
拓
也
さ
ん

は
、
現
代
版
寺
小
屋
で
子
供
を
育
む
活
動

に
取
り
組
み
、「
町
内
会
が
活
性
化
し
、

地
域
の
人
が
喜
ん
で
く
れ
た
。
文
部
科
学

省
か
ら
講
師
と
し
て
招
か
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、
岐
阜
県
の
都
竹
淳
也
さ
ん
は
、

郷
土
料
理
「
鶏
（
け
い
）
ち
ゃ
ん
」
の
振

興
に
取
り
組
ん
で
お
り
、「
役
所
は
費
用

対
効
果
が
ど
う

だ
と
か
尋
ね
る

の
で
は
な
く
、

ほ
め
て
く
れ
る

と
や
る
気
が
増

す
」
と
指
摘
し

ま
し
た
。

　

塩
尻
市
の
山

田
崇
さ
ん
は
、

自
ら
空
き
店
舗

を
借
り
て
商
店

街
の
賑
わ
い
創
出
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

が
、「
失
敗
し
て
も
公
務
員
は
首
に
は
な

ら
な
い
の
だ
か
ら
、
批
評
家
で
は
な
く
行

動
に
移
す
こ
と
が
大
切
」
と
強
調
し
ま
し

た
。

　

長
野
県
の
高
木
保
夫
さ
ん
は
、
諏
訪
湖

の
浄
化
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
、「
女

性
が
動
く
と
地
域
が
動
く
。
公
務
員
は
繋

ぐ
人
、
地
域
と
一
緒
に
汗
を
流
し
ま
し
ょ

う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

最
後
に
ア
ウ
ォ
ー
ド
の
審
査
委
員
を
代

表
し
て
、
椎
川
忍
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

常
務
理
事
が
「『
役
所
栄
え
て
地
域
無
し
』

と
な
ら
な
い
よ
う
、
プ
ラ
ス
ワ
ン
で
地
域

の
仲
間
に
な
っ
て
役
所
の
体
質
を
改
善

し
、素
晴
ら
し
い
社
会
を
創
り
ま
し
ょ
う
」

と
結
び
ま
し
た
。

　

受
賞
者
の
発
表
に
対
す
る
参
加
者
の
感

想
（
会
場
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
）
を
見
ま
す

と
、「
ど
の
取
り
組
み
も
と
て
も
す
ば
ら

し
い
。
多
く
の
市
民
、
首
長
に
伝
わ
る
と

よ
い
」、「
飛
び
出
し
て
い
る
、
飛
び
出
そ

う
と
し
て
い
る
公
務
員
の
は
げ
み
に
な

る
」、「
で
き
な
い
理
由
を
探
す
役
所
と

戦
っ
て
い
る
姿
に
感
激
」、「
行
動
に
移
し

て
い
る
の
が
ス
ゴ
イ
、
自
分
も
そ
う
な
り

た
い
」、「
視
野
が
広
が
り
ま
し
た
」、「
目

立
た
な
い
よ
う
に
行
動
し
て
い
た
け
ど
、

一
住
民
と
し
て
元
気
に
活
動
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
し
た
」
な
ど
と
い
っ
た
コ
メ

ン
ト
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

以
上
の
取
り
組
み
は
首
長
連
合
の
Ｗ
Ｅ

Ｂ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ

い
。

http://tobidasu-rengo.blogspot.jp/

　

続
い
て
開
催
さ
れ
た
首
長
会
議
で
は
、

各
自
治
体
の
地
域
に
飛
び
出
す
公
務
員
を

応
援
す
る
施
策
と
国
家
公
務
員
の
飛
び
出

す
活
動
の
制
限
に
関
す
る
調
査
結
果
報
告

の
後
、
ア
ウ
ォ
ー
ド
の
継
続
開
催
や
消
防

団
員
を
増
や
す
施
策
な
ど
に
つ
い
て
議
論

し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
首
長
自
ら
の
実
行
力

を
感
じ
ま
し
た
。
飛
び
出
す
公
務
員
を
応

援
す
る
首
長
が
増
え
る
こ
と
を
望
み
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
見
守
っ
て
も
ら
え
る
と
思
う

だ
け
で
安
心
で
す
」
と
い
っ
た
声
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
に
参
加
し
、
改
め
て

公
務
員
は
批
評
家
で
は
な
く
、〝
住
民
を

や
る
気
に
さ
せ
る
〞
職
員
が
増
え
る
こ
と

で
住
民
自
治
の
推
進
に
繋
が
る
と
思
い
ま

し
た
。
そ
れ
は
地
域
に
飛
び
出
す
活
動
か

ら
生
ま
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

次
回
サ
ミ
ッ
ト
は
、「
日
本
の
マ
チ
ュ

ピ
チ
ュ
」
と
も
呼
ば
れ
る
竹
田
城
跡
の
あ

る
兵
庫
県
朝
来
市
で
開
催
し
ま
す
。
代
表

の
古
川
知
事
、
多
次
朝
来
市
長
と
も
ど
も

皆
さ
ん
と
お
会
い
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み

に
し
て
お
り
ま
す
。

TOPICS
トピックス

「
地
域
に
飛
び
出
す
公
務
員
」４
人
を
表
彰

〜
支
援
す
る
首
長
連
合
が
サ
ミ
ッ
ト
開
催
〜

古川佐賀県知事（前列右から３人目）と受賞
者（知事の左側の４人）ら

サミットの様子

地
域
に
飛
び
出
す
公
務
員
を
応
援
す
る
首
長
連
合
事
務
局
長

佐
賀
県
く
ら
し
環
境
本
部
男
女
参
画
・
県
民
協
働
課
参
事
　

●　

岩
永
幸
三
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「未来への架け橋」となる
まちづくり

呉市長　●　小村和年

45 2014・3月号

　

呉
市
は
、
瀬
戸
内
海
の
ほ
ぼ
中
央
部
、
広
島
県
の
南
西
部
に
位

置
し
、瀬
戸
内
海
に
面
す
る
陸
地
部
と
、緑
鮮
や
か
な
大
小
の
島
々

で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
温
暖
な
気
候
で
住
み
や
す
く
、
自
然
環
境

に
恵
ま
れ
た
人
口
約
24
万
人
の
都
市
で
す
。

　

ま
た
、
平
成
の
大
合
併
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
平
成
15
年
か

ら
17
年
に
か
け
て
、
近
隣
８
町
と
の
合
併
を
実
現
し
、
特
色
あ
る

多
く
の
地
域
資
源
を
有
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
例
え
ば
水
産

物
で
は
、
か
き
の
む
き
身
生
産
量
は
５
年
連
続
日
本
一
、
太
刀
魚

は
全
国
漁
獲
量
第
５
位
、
ち
り
め
ん
が
第
10
位
と
な
っ
て
お
り
ま

し
て
、
こ
れ
ら
の
３
つ
の
特
産
品
の
そ
れ
ぞ
れ
の
頭
文
字
を
と
っ

て
「
呉
の
か
・
た
・
ち
」
と
称
し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

農
産
物
で
は
、
大
長
み
か
ん
・
大
長
レ
モ
ン
な
ど
の
柑
橘
類
が
広

島
県
内
有
数
の
出
荷
量
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

　

少
し
呉
の
歴
史
に
触
れ
て
み
ま
す
と
、
呉
市
は
明
治
22
年
海
軍

鎮
守
府
の
開
庁
を
機
に
本
格
的
な
市
街
地
形
成
が
進
め
ら
れ
、
最

盛
期
の
昭
和
18
年
に
は
人
口
が
40
万
人
を
超
え
る
日
本
一
の
海
軍

工
廠
を
擁
す
る
ま
ち
と
し
て
、
海
軍
と
と
も
に
発
展
を
遂
げ
ま
し

た
。

　

終
戦
に
よ
る
海
軍
解
体
や
人
口
の
激
減
な
ど
混
乱
を
極
め
た
時

期
を
経
た
後
、
昭
和
25
年
の
旧
軍
港
市
転
換
法
の
制
定
に
よ
り
、

造
船
、
鉄
鋼
な
ど
の
製
造
業
（
も
の
づ
く
り
産
業
）
を
中
心
と
し

た
臨
海
工
業
都
市
に
生
ま
れ
変
わ
り
、
そ
の
後
も
広
島
県
の
産
業

を
牽
引
し
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
17
年
4
月
に
は
、
呉
が
建
造
し
た
戦
艦
大
和
を
通
し
て
、

こ
う
し
た
呉
の
歴
史
・
呉
の
技
術
、
そ
し
て
平
和
の
大
切
さ
を
伝

え
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
呉
市
海
事
歴
史
科
学
館
（
大
和
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
）
を
開
館
い
た
し
ま
し
た
が
、
平
成
25
年
3
月
末
に
は
、

８
０
０
万
人
の
来
館
者
を
お
迎
え
し
た
と
い
う
活
況
ぶ
り
で
す
。

　

さ
て
、
私
は
市
長
就
任
以
来
、
責
任
世
代
と
し
て
次
の
世
代
に

活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
引
き
継
い
で
い
き
た
い
と
い
う
思
い
を
強

く
持
ち
な
が
ら
、
様
々
な
課
題
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

中
で
も
財
政
面
に
お
い
て
は
、
平
成
19
年
時
点
で
向
こ
う
５
年

間
の
財
源
不
足
額
が
３
８
４
億
円
に
上
る
と
い
っ
た
危
機
的
な
状

況
で
あ
り
ま
し
た
が
、
職
員
人
件
費
の
削
減
、
事
業
・
施
策
の
見

直
し
、
市
有
地
の
積
極
的
処
分
な
ど
を
行
う
こ
と
で
、
平
成
24
年

度
の
当
初
予
算
ベ
ー
ス
に
お
い
て
財
源
不
足
額
を
解
消
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
特
に
、
多
額
の
累
積
赤
字
を
抱
え
る
交
通
局
の

バ
ス
事
業
に
つ
い
て
の
財
政
改
革
と
と
も
に
、
今
後
の
市
民
の
移

動
手
段
を
持
続
的
に
確
保
す
る
た
め
に
も
民
営
化
を
実
施
い
た
し

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
取
組
が
功
を
奏
し
、
財
政
基
盤
が
一
定
程

度
強
化
さ
れ
、
未
来
へ
の
投
資
も
視
野
に
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

昨
年
11
月
の
選
挙
に
お
い
て
、
三
た
び
呉
市
の
舵
取
り
を
託
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、今
後
の
４
年
間
は
、「
未
来
へ
の
架
け
橋
」

と
な
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
中
で
、
人
の
絆
と
活
力
あ
ふ
れ
る

ま
ち
を
目
指
し
な
が
ら
、
次
の
世
代
に
襷
（
た
す
き
）
を
つ
な
い

で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
例
え
ば
市
民
の
健
康
づ
く
り
の
面
で
は
、
生

活
習
慣
病
の
重
症
化
を
防
ぐ
た
め
、
医
師
会
・
歯
科
医
師
会
・
薬

剤
師
会
等
と
連
携
し
、
在
宅
の
生
活
習
慣
病
患
者
へ
の
総
合
的
な

保
健
指
導
を
行
う
「
呉
モ
デ
ル
」
と
称
さ
れ
る
取
組
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
先
進
的
な
取
組
や
恵
ま
れ
た
医
療
環
境

を
活
か
し
、「
健
康
寿
命
日
本
一
の
ま
ち
」
を
目
指
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
26
年
度
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
地
道
な
取
組
が
実
り
、

市
民
の
長
年
の
念
願
で
あ
っ
た
東
広
島
・
呉
自
動
車
道
の
全
線
開

通
と
い
う
大
き
な
転
機
を
迎
え
、
呉
市
は
「
全
国
の
都
市
と
魅
力

を
競
い
合
う
時
代
」
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
都
市
と
し
て

の
魅
力
を
高
め
て
い
く
た
め
に
、
次
の
世
代
に
つ
な
が
る
よ
う
な

都
市
機
能
の
維
持
・
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。

　

こ
う
し
て
「
安
心
し
て
希
望
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
」、「
呉

市
の
魅
力
を
高
め
る
こ
と
で
人
々
を
魅
き
つ
け
る
ま
ち
」
を
目
指

し
、
市
民
の
先
頭
に
立
っ
て
力
強
く
歩
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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47 2014・3月号

手
前
み
そ

　

で
す
が
…

宮
崎
県

えびの市 182

えびの市は、宮崎県の西部に位置し、
北は熊本県、南は鹿児島県に隣接し

ており、南九州の交流拠点都市を目指して
います。春には、市の南部にある「えびの
高原」に国の天然記念物ノカイドウが咲き
誇ります。トレッキングスポットとして人
気の韓国岳（からくにだけ）は、日本で最
初に指定された国立公園「霧島」火山群の
ひとつで、日本百名山にも選定されていま
す。
　霧島山のすそ野は、約34万年前に大噴
火してできた加久藤カルデラです。市の中

霧島ジオパークに囲まれた田園の温泉郷霧島ジオパークに囲まれた田園の温泉郷

央を川内川が流れ、また、数々の湧水池もあり、自然の宝庫ともいえます。
　まちの至る所に温泉が点在し、昔ながらの湯治場として風情があり、県下有数の温泉地と
しても知られています。また、旧薩摩藩でもあり、島津義弘公にゆかりのある史跡や文化財
も数多く残されています。
　古くから稲作が盛んで、稲穂が実る豊かな田園とあぜ道で田畑を守る豊穣の神「田の神
さぁ」は後世に伝えたいふるさとの宝です。

■ ミヤマキリシマ　ツツジの一種で、えびの高原
の春を象徴する植物

■ 黄色の稲穂　えびの市は島津の殿様も食べて
いたという米どころ。「日本の米づくり百選」
にも選定されている

■ えびの産宮崎牛　宮崎牛は、全
国和牛能力共進会２大会連続で
日本一の称号を獲得。その芳醇
で奥深い味は国内外で高い評価
を得ている

■ ノカイドウ　バラ科リンゴ属に
属し、樹高は約1.5～５メートル。
５月上旬頃に、桃色がかった白
い花を多数つける

■ 牛越祭　西川北菅原神社で行われ、高さ50センチほどの丸太棒を
牛に飛び越えさせて厄を払う400年以上の伝統がある祭り

■ 日本三大車窓　JR肥薩線スイッチバックから市内を見下ろす
と加久藤カルデラが一望できる

■ えびの高原　春のミヤマキリシマ、夏の新緑、秋の紅葉、冬の樹氷と四季折々の美し
い姿を見せる

霧島ジオパークに囲まれた田園の温泉郷霧島ジオパークに囲まれた田園の温泉郷
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第１回　地域経営（地域コミュニティの再生）
　会　　場：東京都八王子市　学園都市センター第１セミナー室
　開 催 日：平成26年７月３日（木）～４日（金）
　テ ー マ：地域コミュニティの再生
　　　　　　～中心市街地と郊外住宅地からコミュニティ再生術を学ぶ～
　主任講師：炭谷　晃男 氏（大妻女子大学社会情報学部　教授）
第２回　地域ブランド（６次産業化による地域振興）
　会　　場：高知県高岡郡四万十町　コミュニティセンターとおわ
　開 催 日：平成26年７月23日（水）～25日（金）
　テ ー マ：地域ブランドを活かした商品開発～いなかビジネス教えちゃる～
　主任講師：畦地　履正 氏（株式会社四万十ドラマ　代表取締役社長）
第３回　中心市街地活性化（まち並み形成と中心市街地の活性化）
　会　　場：埼玉県川越市　ラ・ボア・ラクテ
　開 催 日：平成26年８月27日（水）～29日（金）
　テ ー マ：中心市街地の活性化とまち並み再生
　主任講師：新津　重幸 氏（高千穂大学大学院　教授）
第４回　地域資源（地域資源の展開）
　会　　場：佐賀県佐賀市　佐賀市役所大財別館
　開 催 日：平成26年９月25日（木）～27日（土）
　テ ー マ：地域の資源化プロセスとまちなか再生
　主任講師：飯盛　義徳 氏（慶應義塾大学総合政策学部　准教授）
第５回　景観（街並み保全と地域づくり）
　会　　場：福島県南会津郡下郷町大字大内　旧大内分校体育館
　開 催 日：平成26年10月15日（水）～17日（金）
　テ ー マ：草屋根保存と地域活性～未来は過去の中～
　主任講師：相澤　韶男 氏（ゆいでく有限会社　代表取締役）
第６回　観光（観光マーケティング）
　会　　場：静岡県熱海市　起雲閣
　開 催 日：平成26年11月19日（水）～21日（金）
　テ ー マ：人口減少時代を見据えて、これからの観光振興・観光地域づくり
　主任講師：沢登　次彦 氏（株式会社リクルートライフスタイルじゃらんリサーチセンター　センター長）

平成26年度　地域再生実践塾開催のお知らせ

▼ 宮城（沖縄県）　今後も、一読者として地域づくりにご活躍されている方々に学び、
地元・沖縄でも活かしていきたいと思います。取材等でお世話になりました皆さ
ま、ありがとうございました。
▼ 塚田（山梨県）　全国には、熱心に地域づくりに取り組む方がたくさんおり、独
自の先進的な取り組みがたくさんあります。その情報を皆様にお届けする「地域
づくり」に今後もご期待ください！ありがとうございました。
▼ 野村（久留米市）　編集委員の活動を通じて様々な地域の魅せ方を勉強させてい
ただきました。お忙しい中、取材等でお世話になりました皆様に心から感謝申し
上げます。
▼ 白岩（長野市）　全国の様々な地域づくり活動を目の当たりにし、大変刺激を受
け学ばせていただきました。今後は皆様と同じく地元で地域の活性化に努めます。
大変お世話になりました。
▼ 吉野（高岡市）　地域づくりに携わる方々の熱い思いを肌で感じ、多くの事を学
ばせていただきました。取材等でご協力いただいた皆様、ありがとうございました。
▼ 絹川（石川県）　地域づくりに取り組む方々からは、取組事例に加え、地域への熱意など大切なことを多く学ばせていただきま
した。快く取材に応じてくださいました皆様、ありがとうございました。
▼ 阿津川（越前市）　地域づくり活動に疎かった私は、本誌の取材等を通して全国にはたくさんの地域資源、地域人材があること
を知ることができました。本誌の作成のため関わった方々すべてに感謝しております。
▼ 吉田（津市）　地域で活躍する方々と直接お会いし、お話しできたことは私にとって貴重な経験となりました。取材等でお世話
になりましたみなさま、読者のみなさま、ありがとうございました。
▼ 柳澤（長野県）　１年間という限られた期間でしたが、取材等を通して各地で行われている取組に触れ、たくさんのことを勉強
させていただきました。ここで学んだことを活かせるよう、今後も努力をしていきます。

全国の地域づくり団体の皆様、お世話になりました！

後列左から絹川、吉野、野村、宮城、吉田。前列
左から塚田、白岩、柳澤、阿津川。
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C O N T E N T S

リーダー塾修了者エッセー
全国地域リーダー養成塾 貴重な体験から 神園勝喜
地域トピックス　岡山県
「晴れの国おかやま」前面にイメージアップ 有田　裕
「地域おこし協力隊」の活動事例（12）　山形県遊佐町
情報発信やネットワークづくり 岡部裕三

「地域おこし協力隊」の活動事例（13）　長野県売木村
「走ること」で売木村をPR 重見高好

移住・交流推進支援事業　新潟県南魚沼市
首都圏の住民招き、コシヒカリの栽培体験 井口　優
地域づくり団体探訪　高知県奈半利町
なはり浦の会
歴史的な建物を活かしたまちづくり

レギュラーリポート

2014 -3

トピックス
「地域に飛び出す公務員」４人を表彰 岩永幸三
首長の思い
「未来への架け橋」となるまちづくり 小村和年（呉市長）

センター通信

特　集

 1 巻頭エッセー／健康で長生きできる大阪の実現 松井一郎（大阪府知事）　　

　 　  平成 25 年度 地域づくり総務大臣表彰
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落丁・乱丁はお取り替えします。地域づくり情報課（03-5202-6138）まで、ご連絡下さい。

 

（
三
重
県
津
市
）

　

結
城
宗
広
を
祀
る
結
城
神
社
は
、
梅
の
名
所
と
し
て

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

結
城
宗
広
は
後
醍
醐
天
皇
を
奉
じ
て「
建
武
の
新
政
」

（
１
３
３
３
年
）
の
樹
立
に
貢
献
し
、
そ
の
後
の
南
北

朝
時
代
に
も
南
朝
方
と
し
て
戦
い
、
北
畠
顕
家
ら
と
と

も
に
陸
奥
か
ら
２
度
に
わ
た
り
京
に
向
け
て
攻
め
上
が

り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
帰
国
の
途
中
で
船
が
難
破
し
、
こ
の

地
で
没
し
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
墓
と
伝
え
ら
れ

る
場
所
に
は
、
塚
の
上
に
六
体
地
蔵
が
置
か
れ
、
結
城

塚
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
１
８
２
４
年
に
津
藩
の
第
10
代
藩
主
藤と

う

堂ど
う

高た
か

兌さ
わ
に
よ
り
社
殿
が
造
営
さ
れ
ま
し
た
。

　

結
城
神
社
の
境
内
に
は
、
約
３
０
０
本
の
し
だ
れ
梅

の
庭
園
が
あ
り
、
ピ
ン
ク
や
白
の
花
々
が
香
り
高
く
華

麗
に
咲
き
誇
る
光
景
は
多
く
の
来
場
者
の
目
を
楽
し
ま

せ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
２
月
〜
３
月
頃
に
は
、
し
だ
れ
梅
の
開
花
時
期

に
合
わ
せ
、「
し
だ
れ
梅
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
全

国
か
ら
の
多
く
の
観
光
客
で
賑
わ
い
ま
す
。

場
所
：
三
重
県
津
市
藤
方
２
３
４
１

問
い
合
わ
せ
：（
社
）
津
市
観
光
協
会

　
　
　
　
　
　

０
５
９-

２
４
６-

９
０
２
０

 

（
写
真
提
供　

津
市
）

表
紙

結
城
神
社　

し
だ
れ
梅
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平成 25年度 地域づくり総務大臣表彰2

都道府県漫遊　　　　【石川県】46

手前みそですが…　　【宮崎県えびの市】47
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４　 平成25年度　地域づくり総務大臣表彰
　大賞は藤井絢子氏（「菜の花プロジェクトネットワーク」代表）―24団体と４個人の功績たたえる―

 大賞〈１名〉
 ●藤井　絢子【滋賀県守山市】6

 団体表彰〈17団体〉
  ●白神マタギ舎【青森県西目屋村】8　●Misawaアートプロジェクト実行委員会【青森県三沢市】9　●特定非営利活動法人

　体験村・たのはたネットワーク【岩手県田野畑村】10　●あじ朗志組【宮城県石巻市】11　●特定非営利活動法人　まち
づくりＮＰＯ新町なみえ【福島県二本松市】12　●筑見区自治会【茨城県阿見町】13　●東京都公衆浴場業生活衛生同業組
合江戸川支部【東京都江戸川区】14　●特定非営利活動団体　全日本製造業コマ大戦協会【神奈川県横浜市】15　●公益財
団法人 雪だるま財団【新潟県上越市】16　●特定非営利活動法人　多摩源流こすげ【山梨県小菅村】17　●特定非営利活動
法人　信越トレイルクラブ【長野県飯山市】18　●特定非営利活動法人　神岡・町づくりネットワーク【岐阜県飛騨市】19
　●特定非営利活動法人　いんしゅう鹿野まちづくり協議会【鳥取県鳥取市】20　●坂本グリーンツーリズム運営委員会【徳
島県勝浦町】21　●企画・ど久礼もん企業組合【高知県中土佐町】22　●特定非営利活動法人　循環生活研究所【福岡県福
岡市】23　●つきしろ自治会【沖縄県南城市】24

 地方自治体表彰〈４団体〉
 ●北海道池田町【北海道】25　●富山県南砺市【富山県】26　●長野県北相木村【長野県】27　●京都府亀岡市【京都府】28

 個人表彰〈３名〉
 ●大野　達弘【福島県二本松市】29　●桐谷　エリザベス【東京都台東区】30　●古川　康造【香川県高松市】31

 試験研究機関表彰〈３団体〉
  ●山形県農業総合研究センター水田農業試験場【山形県】32　●新潟県醸造試験場【新潟県】33　●香川県農業試験場【香

川県】34

35

　

  【
編
集
後
記
】

▼
今
月
号
の
特
集
は
恒
例
の
「
地
域
づ
く
り
総
務
大
臣

表
彰
」
で
す
。
今
年
度
は
24
団
体
と
個
人
４
人
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。
長
年
の
地
域
づ
く
り
や
街
づ
く
り
の
活

動
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
、
皆
様
の
ご
努
力
に
は

深
く
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
特
集
用
に

原
稿
を
ご
執
筆
い
た
だ
い
た
方
々
に
も
こ
の
場
を
借
り

て
改
め
て
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▼
さ
て
、
私
が
当
誌
の
編
集
を
担
当
し
て
総
務
大
臣
表

彰
の
記
事
を
拝
見
す
る
の
は
昨
年
に
続
き
２
回
目
に
な

り
ま
す
が
、
紹
介
さ
れ
て
い
る
活
動
実
績
か
ら
は
地
域

の
活
性
化
に
懸
け
る
関
係
者
の
熱
意
が
ひ
し
ひ
し
と
伝

わ
っ
て
き
ま
す
し
、
ま
ち
づ
く
り
団
体
な
ど
に
は
参
考

に
な
る
も
の
ば
か
り
で
す
。
少
子
高
齢
化
や
停
滞
す
る

経
済
な
ど
地
域
を
取
り
巻
く
状
況
は
相
変
わ
ら
ず
厳
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
そ

う
で
し
ょ
う
が
、
悪
条
件
を
克
服
で
き
る
か
ど
う
か
は

や
は
り
す
べ
て
「
人
」
に
か
か
っ
て
い
る
と
改
め
て
強

く
感
じ
た
次
第
で
す
。

▼
今
年
も
春
の
異
動
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
前

ペ
ー
ジ
に
は
各
地
の
自
治
体
か
ら
当
セ
ン
タ
ー
に
出
向

し
、
今
年
度
で
任
期
を
終
え
る
「
地
域
づ
く
り
」
誌
の

編
集
委
員
の
ご
挨
拶
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
４
月
か
ら
は
新
し
い
編
集
委
員
が
「
団
体
探
訪
」

の
取
材
な
ど
で
各
地
に
伺
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 

（
堀
）

【
4
月
号
予
告
】

特
集
＝ 

経
済
循
環
に
よ
る
地
域
の
元
気
創
造 

（仮）

　EVENT CORNER

予定
イベント

★日本橋プラザビルイベントスペース

（写真）
1  １月16日（木）～17
日（金）菊川市観光
協会（静岡県）

2  １月21日（火）西さ
がみ観光協議会（神
奈川県）

3  １月27日（月）～28
日（火）いちき串木
野市（鹿児島県）

4  １月29日（水）～30
日（木）西尾市観光
協会（愛知県）

観光客でにぎわう結城神社

表２表３
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明日をひらく地域活性化のための情報誌
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